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第３章　撃ち放つ紅くれないの誓い










３―０　其それがふたりを分かつまで




　その日は、俺と彼女にとって最高の日になるはずだった。

　やっと伝えられた俺の気持ちに、彼女は笑って応こたえてくれた。

　これからも、俺たちは幸せに暮らしていける。

　そのはずだった。




「普段なら気にもしないところだけど、運が悪かったわね」




　ついさっきまで俺たちを祝福しゅくふくしてくれていたみんなが、ズタズタに引き裂かれて死んでいる。彼女の好このみで準備した純白じゅんぱくの式場しきじょうも、みんなの血で赤く汚れている。

　彼女は、いきなり現れた黒づくめの女に抱かかえられて、気を失っていた。

　あいつだ。

　あいつがみんなを殺した。

　許せない。今すぐにでも殺してやりたい。

　なのに、身体が動かない。

　俺の脚は、落ちてきた瓦礫がれきに潰つぶされていた。




「いい目ね。怒りと憎しみに満みちてる。そういう目で見られるの、嫌いじゃないわ」




　黒づくめの女が、彼女と一緒いっしょに闇やみの渦うずの中に消えていく。

　待ってくれ。頼む。行かないでくれ。俺には、彼女しかいないんだ。

　伸ばした手はどこにも届かない。




「この子は私が可愛かわいがってあげるわ。だからあなたは、安心して死んでしまいなさい」




　女は消えた。後に残ったのは、動けない俺と、惨むごたらしい死体の山。

　俺は最後に彼女の名前を呼ぶことすらできず、気を失った。




「……間に合わなかったか」




　どれくらい経たっただろう。そんな声で目が覚めた。

　誰か来たらしい。目が霞かすんで、よく見えない。




「村の方は？」

「ダメです。くまなく見て回りましたが、全滅でした」




　老いた男と、若い女だ。




「ぬぅ……やはり、使わざるをえんのか」

「ですが、私たちでは、あれを使うことは叶かないません」

「わかっておる。だが、今のやつに対抗できる手段は……」

「待ってください」




　女が男の声を遮る。




「信じられません……。あの人間、まだ生きています！」

「なにっ？」




　近づいてくる二人分の足音。男の影が、俺の頭に重なった。




「ほう、こいつは運がいい。いや、悪いのかもしれんな。おい、若いの」




　ぼやけた視界が定まっていく。

　まだ呻うめくしかできない俺に、額ひたいに大きな傷を持った老人の顔が迫った。




「何があったかは後で聞こう。まあ、おおよその見当はついておるがな」




　老人は苦々しい表情を見せたかと思えば、すぐに笑顔になった。




「わかっておると思うが、このままではお前は死ぬ。だが、せっかく拾った命だ。有効に使いたくはないか？」




　老人の大きな手が、俺に差し伸べられる。




「ワシと、取引をしよう」




　俺はその手を力強く掴つかんだ。

　この瞬間、俺の運命は決まったのかもしれない。










３―１　静かな旅路




　地面から突き出た岩々が目立つ平原を、まっすぐに伸びる道。抜けるような空の下で、カタカタと車輪の転がる小気味いい音が鳴る。

　音の正体は、魔獣――ペックが引く荷台にだいである。その背に置かれた鞍くらには、夕日色の髪を後ろに束ねた少女――リンが座っていた。

　ペックの手綱たづなを掴んで前方を見るリンは、時おり視線を少しだけ左に向ける。

　そこに、自分たちを先導する痩身そうしんの男が歩いているからだ。




「ねえ」




　リンが声を発すると、男は歩いたまま顔をこちらに向けた。




「あなたも荷台に乗ったら？　ずっと歩きっぱなしで疲れない？　方向を教えてくれればいいからさ」




　しかし男――アレンは再び視線を前に戻して、短く答えた。




「気持ちだけもらっておく」




　無愛想ぶあいそな言い方だが、リンはそれほど嫌な気持ちにはならなかった。




「あの子たちを変に緊張させたくない」




　アレンが、見た目こそ物騒だが、会話が成立するうえ、荷台に乗っている子どもたちに気を回すことができる人間だとわかったからだ。




「ところで、どんなところなの？　龍りゅうの魔ま峰ほうなんて地名、噂うわさにも聞いたことないわ」

「さてな。俺もよくわからん」

「え？」

「俺が知っているのは、あの場所のほんの一部だ」

「ほんの一部って……。じゃあ、私たちどこに向かってるのよ」




「龍の魔峰には直接は行けない。ジジイが言うには、入れるのはこいつの示す地点からだけらしい」




　アレンが見せた古く色褪せた紙は、一点が紫色の光を明滅させている。リンにはそれが地図のように見えた。




「その光が示してる場所に向かってるのね？」

「ああ。光が中央に近づけば目的地に近づいてることになる」

「へえ。便利なものね」

「と言っても、俺もこうやって地上から自分の足で行くのは初めてで、順調なのかどうかを聞かれると困るがな」

「ふぅん……えっ？」




　目を丸くしたリンの顔を見て、アレンは眉を下げて笑った。




「安心しろ。お前たちは必ず連れていく。それが俺の目的にも繋つながるからな」




　アレンは視線を前に戻し、先ほどから全く変わらない足取りで道を歩く。




「……私たち、やっぱり騙だまされてるんじゃないかしら？」




　途端に不安が増したリン。しかしすぐに首を横に振って後ろ向きな考えを捨てた。




「ダメダメ。あの子のためにも、進まなくっちゃ！」




　そんなリンの背後。ペックが引く荷台では、木箱に混じって二人の子どもと一人の大男が揺られていた。




「山を下りたら、だいぶ景色の雰囲気が変わりましたね」




　星皇教会せいおうきょうかいの少年司教プリストス――エルトが、荷台のほろの間から流れる景色を見ながら話しかける。その相手は同じ年ごろの少女――ハイファだ。




「……………」




　しかし、当のハイファはどこか上うわの空そらで、返事をしない。




「ハイファさん？」

「えっ？　あ……ごめん。聞いてなかった」

「い、いいですいいです。別に大たいしたこと言ってませんから」

「そう……」




　沈黙するハイファ。荷台はまた静かになる。

　エルトは会話の糸口を探そうと、自分たちの向かいに座る異形の大男――シャンに視線を投げるが、相変わらずの沈黙を貫いている。

　ハイファが自分から積極的に話す方ではないとはわかっていたが、ハイファの話し相手をリンから任された手前、ずっとこのままというのも良くない。どうにかしなければ。

　エルトらしい生真面目きまじめな思考が、エルト自身を悩ませる。




「ねえ、エルト」

「は、はい!?」




　期きせずしてハイファの方から声をかけられ、エルトはうわずった返事をしてしまう。




「なんですか、ハイファさん？」




　ハイファは何か言葉を発しようと口を動かすが、すぐに顔を伏ふせてしまった。




「ううん。やっぱり、なんでもない……」

「そ、そうですか」




　エルトも足元の木目もくめに視線を下げ、荷台には気まずい空気が流れる。

　もう一度ハイファの方へ目を動かしたエルトは、憂うれいを帯びたその顔に確信した。

　ハイファの心は、深く傷ついている。




『力の制御に努つとめていたようですが、遅かれ早かれ、ハイファさんは今回のような事態に見舞われていたことでしょう』




　村を出る前にラティアから聞いた話を思い出し、エルトはわずかに息が詰まった。




『今は、ハイファさんにとっての試練の時です。罪の意識に押し潰されるのか、それを背負せおって歩き続けるのか、すべては彼女次第。エルト、その道行きに寄より添そうというなら、ハイファさんが道を踏み外すことのないように導くのですよ』




　ハイファを導く。自分にそれができるだろうか。

　つい弱気が顔を覗かせるが、エルトは自分で選んだ選択を後悔したくはなかった。

　もう一度ハイファに声をかけようとしたその時。荷台が止まった。




「リンさん？」




　立ち上がって声をかけると、緊張した表情のリンが振り返った。




「エルト、ハイファ、ちょっと面倒なことになったかも」

「面倒なことって……えっ!?」




　リンが視線を戻した先にあるものを見て、エルトは思わず息を飲んだ。

　一行の道を塞ふさぐように、粗暴そぼうな風体ふうていの男たちが立ちはだかっている。やや距離はあるが、向こうもこちらに気づいているらしく、ぎらついた目を向けていた。










３―２　応えぬ異形




「な、なんですか、あの人たち。盗賊……？」

「それくらいなら、まだいいんだけどね」




　ペックから降りたリンが後ろ手でボウガンを取り出すのを見て、エルトは荒事あらごとの予感を察知した。




　七人の男が、ゆらゆらと近づいてくる。仲間の証か、全員の腰には同じような赤い布が巻かれている。

　アレンはリンたちを守るように、一歩前に出た。




「なんだ、あんたら。俺たちになにか用か？」




　低い声色で投げかけたアレンに、頭領とうりょうらしい髭面ひげづらの男が答えた。




「なに、ちょっと忠告をしてやろうと思ってな」




　隣の筋骨きんこつ隆々りゅうりゅうで上背うわぜいの男が、にやつきながら続く。




「アタシたちは今、狩りをしてるの。こんなところに来ちゃ危ないわよ？」




　リンは妙に女っぽい話し方をする男から目を逸そらさず、口角をわずかに上げた。




「ここまで来る途中、そんな狩りごたえのありそうな魔獣はいなかったけど？」




　男たちは馬鹿にするような笑い声を出し、リンが眉をひそめる。




「そりゃそうさ。このあたりの魔獣なんて小物ばっかりだ。だから……」




　髭面の男が腰に提さげた剣を抜く。




「俺たちの狩りの獲物えものは、お前らみたいな人間なんだよ！」




　その声を合図に、残りの男たちも各々の武器を構える。




「やっぱり人攫ひとさらいだったわね……！」




　リンはそう吐き捨て、ボウガンの引き金に指をかけた。




「荷物にもつと有あり金がね、なんてケチな話はしねぇ！　お前らの全部をいただくぜ！」

「後ろの荷台にガキが見えた！　二人だ！」

「ひゃはは！　ガキは高値で売れるぞ！」

「ひょろっちい用心棒ようじんぼうは半殺し！　女とガキは生け捕りだ！」




　口々に野蛮な言葉を叫びながら、迫せまりくる暴漢ぼうかんたち。しかし、アレンの口元には懐かしむような笑みがあった。




「用心棒か。昔、そんな仕事もしたっけな」




　黒いもやの混じるそよ風がリンの頬を撫でる。

　その一瞬で、アレンは上背の男の眼前に跳んでいた。




「は？」

「まずは一人」




　アレンの放った蹴りが、男の顔にめり込んだ。




「ぼげ……っ!?」




　物々しい音と共に、アレンより二回りは大きい体躯たいくが吹き飛んだ。

　男は地面を数度転がったあと、倒れたまま動かなくなる。白目を剝むいて、完全に気絶していた。

　残りの人攫いたちが、蹴り飛ばされた仲間に向けていた顔を正面に戻す。全員揃って、あんぐりと口を開いていた。

　着地したアレンは何事もなかったかのような涼すずしい顔をしている。




「……アレンってもしかして、割わりと武闘派ぶとうは？」




　アレンの後ろにいたリンは、彼の脚が異形化していないとわかり、元々の身体能力の高さを理解した。




「どうする？　まだやるか？　こっちは急いでるんだが」




　他意たいはない言葉だったが、髭面の男は挑発と受け取り、静まるどころか吼ほえ猛たける。




「舐めんな！　数はこっちが多いんだ！　やっちまえ！」




　雄叫おたけびをあげながら突進してくる男たち。アレンは面倒そうに頭を掻かいた。




「しょうがない連中だな……。どうなっても知らねぇぞ！」




　瞳に凶暴な光を覗かせたアレンは、男たちへ飛びかかる。

　剣に棍棒こんぼう、ナイフに斧が振るわれるが、そのすべてを軽やかに避けてみせ、棍棒を持った男に右脚を叩きつけた。




「そら！　もう一発！」




　蹴りつけた反動を利用して髭面の男にも左の蹴りを放つ。




「なんのぉっ！」




　アレンの蹴りは男が前に出した剣に当たった。




「へぇ、少しは腕が立つじゃねぇか」

「こちとら何年もこの稼業で飯食ってんだ！　このまま切り落としてやる！」




　男は剣を握る手に力を込めたが、剣は押すも引くもできなかった。




「なんだと!?」

「悪いな。この脚は借りもんなんだ。お前らにはやれねぇよ！」




　右脚を軸に回り、細い身体からは想像できない凄まじい力で男を剣ごと吹き飛ばす。

　落下する男は、受け止めようと右往左往うおうさおうする仲間たち三人に激突し、まとめて地面に倒れた。




「……む、数が合わない」




　振り返ったアレンは、残る二人がリンへ向かっているのを目視した。




「なんだアイツやべぇ！　お頭かしらたちがあっという間に！」

「こうなりゃ、こっちの女とガキを人質ひとじちにするぞ！　多少傷物きずものにしてもかまわねぇ！」




　二人の男はリンを睨みつける。




「そう来ると思ったわ」




　リンは落ち着き払った様子で男たちにボウガンを向ける。




「撃うてんのかよ、お姉ちゃん！」

「本当はビビッてるんじゃねぇのかぁ!?」

「ええ、もちろん撃てるわよ」




　宣言通り放はなたれる矢。しかし挑発した男は軌道を予測しており、腕に付けた小さな盾で受け止めた。




「ひゃははっ！　残念だったな！」




　男が閃ひらめかせた短剣がリンに迫る。




「綺麗な顔に傷つけられたくなきゃ、大人しく――！」




　言い終えることなく、男の顎あごにリンの回し蹴りが炸裂さくれつした。




「ごふっ!?」




　前後不覚に陥おちいった男は、仰向あおむけになって倒れる。




「数は減ってるって聞いたけど、いるところにはいるのね。あんたたちみたいな連中」




　リンは男の手から離れた短剣を拾い上げ、誰もいない方向へ放り投げた。




「こ、この女も、強ぇ……！」

「そっちこそ舐めないでよね。あんたたちより、ずっと怖いやつと戦わされたこともあるんだから！　……嫌なこと、思い出しちゃった」




　若干じゃっかん気持ちが落ち込んでしまったところで、リンは視界の端に荷台へ回り込んでいくもう一人の男を捉えた。




「あっ！　ちょっとあんた待ちなさい！」

「おらガキども！　動くんじゃね――んなっ!?」




　勢いよく荷台の中に飛び込んだ男は、荷台に鎮座ちんざしていた異形の大男を見つけてしまった。




「な、なんだこいつ!?　魔獣か!?」




　シャンに意識を向けたことで、踏み込んだ時点で迎撃に動いていたエルトへの対応が遅れた。




「ごめんなさい！　《ラパル》！」




　錫しゃく杖じょうが輝き、発射された光が男を荷台から吹き飛ばす。




「どわあっ!?　このガキ、魔法を……！」

「い、今のは正当防衛ということで！　とにかく、あなた方の好きにはさせません！」




　最下級とはいえ人に対して攻撃魔法を使うことに抵抗はあったが、荷台を降りたエルトはこれも自分の役目と決意し、後ろを守るように立つ。




「……私も」

「え、ハイファさんっ？」




　ふらりと、エルトの隣に、暗い目をしたハイファが並んだ。




「私も、やらなくちゃ……！」




　付つけ袖そでを落とし、意識を腕に向ける。

　しかし、何も起こらない。異形の腕は現れなかった。




「ど、どうして……!?」

「なんか知らんが、今だ！」




　愕然がくぜんとするハイファに、男が飛びかかる。




「ハイファさん！」




　ハイファをかばうために前に出るエルト。手が触れる直前、男の左肩に矢が刺さった。




「ぎゃあっ！」

「二人から離れなさい！」




　ボウガンを手に駆けてきたリンは、勢いのままに男を突き飛ばし、ハイファとエルトに向けて叫んだ。




「荷台に戻って！　逃げるわよ！」

「わ、わかりました！」




　エルトは呆然としているハイファを抱き寄せて荷台に乗り込む。リンはハイファの付け袖を拾い上げて鞄に突っ込み、自身もペックの背に乗った。




「ペック！　全速力でお願い！」




　主の声に応えて、ペックは力いっぱいに地面を蹴る。

　当初の進行方向の道は、すでにアレンが開いていた。




「アレン！」

「ああ、こっちも片付いた」




　のびている男たちの山の横に立っていたアレンも走り出す。

　ペックと並走するアレンに驚く暇もなく、リンは前方で動くものに気づいた。




「あいつ、もう起きたの!?」




　アレンが最初に蹴り飛ばした巨漢が、陥没かんぼつした顔面を怒りに染そめて、叫びながら剣を振り回していた。




「俺がやる！　このまま突つっ切きれ！」




　加速したアレンがペックを追い越し、剣を振る男に向かう。途中で男の剣に何かを黄色い液体を塗られていると気づいたが、減速する選択は採とらなかった。




「キイィィッ！　よくもアタシの顔を！　殺してやる！　殺してやるわあぁぁっ！」

「最初とそんなに変わらないだろう――がっ！」




　半狂乱はんきょうらんに振るわれる剣を砕き、アレンが再び男を踏みつける。

　顔に新たな凹へこみができた男は、今度こそ平原に五体を投げだして沈黙した。




「やったぁ！　さすがね！」




　リンの快哉かいさいと共に、その真横を荷台が駆け抜ける。

　人攫いたちが見えなくなるまで、リンはペックを走らせ続けた。













３―３　訪れた不運




「ここまで来れば、もう大丈夫ね。ペック、お疲れさま」




　手綱を引いてペックを止めたリンは、ペックの首を撫でる。どくどくと早い脈動が掌に感じられた。




「アレンもありがとう。助かったわ」

「気にするな。あんなところで足止め食うわけにはいかなかっただけだ」

「そ、そう。……それにしても」




　振り向いたリンは、エルトにしがみつくハイファの姿に胸が少し苦しくなった。




「ハイファ……」




　ペックを降りて荷台の中に入ったリンは、付け袖を手にハイファの隣に座り、震える肩に触れた。




「怖かったわね。でも安心して？　もう人攫いたちはいないわ」

「違うんです、リンさん」

「え？」




　リンの顔は、声を発したエルトの方に向いた。




「問題は、あの人たちではないようで……」

「どういうこと？」

「……ない……」




　小さな、とても小さなハイファの声に、二人の視線が集中する。




「腕が、使えない……」




　絶望に染まった顔のハイファがうわ言ようにつぶやく。




「……これじゃあみんなを、リンを守れない……！」




　赤い瞳は、涙に濡れていた。




「い、いいのよハイファ！」




　リンはますます息が苦しくなるのを覚えながら、ハイファの背中に手を回した。




「誰もハイファを無理に戦わせようなんて思ってないって！　ね？」

「リンさんの言う通りです！　そのお気持ちだけで十分ですから！」




　エルトも一緒になってハイファを慰める。




「……あ」




　ハイファは顔を上げたとき、リンの右の上腕に切り傷を見つけてしまった。




「リン、その怪我けが……」

「怪我？　やだ、本当だわ。うわぁ、服にもなんか黄色いの付いてる……」




　先ほど負おったようだが、ハイファに指摘してきされて初めて気づいた程度の小さい傷。どうやって負ったのかもリンはうまく思い出せない。




「痛みますか？」

「全然平気よ。これぐらいなんとも――」




　立ち上がったリンの身体がわずかによろめく。




「りっ、リン!?」

「リンさん!?」

「だ、だいじょーぶだいじょーぶ」




　騒ぎを聞きつけ、アレンがほろをあげて荷台を覗き込んできた。




「どうした？」

「アレンさん！　リンさんが……！」




　荷台に乗ったアレンは、リンの服に付着した染みを見て確信した。




「チッ、こいつは毒どくの類たぐいだな……」

「毒!?　いつそんなものが!?」

「最後に倒したでけえヤツの剣に、似た色のもんが塗られてた。図体ずうたいの割にこすいことしやがって……！」




　毒という言葉を聞いて、ハイファの顔がみるみる青ざめていく。




「そ、そんな……リンは、リンはどうなるの……!?」

「さてな。おい、毒に効く薬はあるか？　行商ぎょうしょうだろ？」

「う、うーん……」




　尋ねられたリンは、ばつが悪そうに視線を逸らした。




「あることにはあるけど、多分使っても効かないわ」

「なぜです？」

「ああいう連中ってさ、抵抗する人を自作の痺しびれ毒どくなんかで無力化するの。まともな解毒げどく薬やくも作った自分たちしか持ってない。で……」




　リンは手前の木箱を開けて、薄青の液体が入った小瓶を取り出した。




「今のうちの在庫は、自然にある毒に効くやつだけなのよ」

「……いやに詳しいな、お前」

「そりゃあ、あなたの言う通り行商だし、知識としてね。でも、本当に大丈夫よ？」




　言い張るリンをよそに心配が止まらないハイファは、あることを思いついた。




「エルト、魔法でどうにかできない？」

「えっ!?　あ、えっと、それは、その……」




　途端とたんに歯切れが悪くなるエルト。ハイファは嫌な予感がしつつ問いかけた。




「エルト……？」




　エルトは観念かんねんしたように、がっくりと肩を下げた。




「……すみません。外傷がいしょうならいいのですが、解毒の魔法は、まだ使えなくて」

「でも、レイバたちの洗脳せんのうを解といてたよ？」

「あ、あれは例外です。　獣骸装アニマファクトの魔力を、星皇神の加護を受けた魔力が祓はらったと言うべきで……！」

「そうなんだ……」

「もう、みんなして深刻しんこくな顔しないでったら！」




　リンは明るい口調で言って、軽快な足取りで荷台を降りた。




「ほんのかすり傷だったもの。ほら、なんともないでしょ？」




　しかし、ハイファやエルトには、リンの顔色がやや悪いように見える。アレンも二人と同じ考えで、リンの後を追いかけた。




「なぁ、マクルとかいったな？　その街はここから近いのか？」

「え……いや、ここまで来ちゃうと、ペレタの方が近いかも。ほら、ここからでも、もう見えてるわ」




　リンの指さした方向には、確かに立ち並ぶ建物があった。




「よし、あの街に行くぞ。宿を取って休む」

「え？　い、いいの？　龍の魔峰に急いでるんじゃ……」

「途中で悪化された方が厄介やっかいだ。ひとまず様子を見るぞ。それに……」




　リンにだけ聞こえるように、アレンは耳元で囁いた。




「ハイファが不安定だ。龍骸装ドラグファクトのこともある。まだ無理をさせない方がいい」




　思わぬ提案に面食らうリンだったが、すぐに笑みを作った。




「あなた、やっぱりいい人なのね」




　アレンは鼻を鳴らしてスタスタと歩き出す。リンも再びペックに乗り、ペレタの街に向かう進路を取った。




　※




　東の果ての国、リューゲル。その中央にそびえる城の最上階。玉座ぎょくざの間ま。

　一体の鎧が腕を組み、憮然ぶぜんとした様子で玉座に腰を下ろしている。




『まったく。様子を見に行くだけって言ったのに、ずいぶん帰りが遅いじゃないか』




　この国の王にして龍瞳りゅうどう教団きょうだんの教主であるヴァルマになじられたのは、悪びれる様子もなく自分の指の爪を見ている女神官。




「ごめんなさい。とても反省しているわ」

『せめて態度と言動を一致させてほしいんだけどね！』




　怒声と共に立ち上がったヴァルマの鎧が、硬質な音を玉座に響かせる。




「なによ、そんなに怒らなくたっていいじゃない」

『怒りたくもなるさ！　君が勝手に動くから、危うく彼の全てが揃ってしまうところだったんだぞ！　計画が台無しになる一歩手前だ！』

「そうはならなかったんだからいいでしょ。よかったじゃない」




　どうあっても自分の非を認めようとしない女神官。




『まあ、君が僕の指示をしっかり守ったことなんてなかったけどさ……』




　ため息をついたヴァルマは女神官に背を向け、奥の扉へと歩き出した。




「あら、お説教は終わり？　珍しくすごい剣幕だから付き合ってあげたのに」

『僕も忙しいんだ。君の行動の後始末あとしまつ、大変なんだぞ。とにかく、これからはもっと慎重な行動を心がけてくれよ』




　一人玉座の間に取り残された女神官は、肩を小さく上下させ、自身もこの場を去ろうと踵を返す。




「………………」




　振り向いた女神官の前に、薄汚うすよごれた灰色のローブを纏まとう一人の女が立っていた。




「来たわね。思ったより早かったじゃない」




　女は返事をせず、ただ無表情に、枯かれ木きのように立ち尽くす。




「長旅ご苦労さま。って言っても意味ないかしらね。フフ……」




　女神官の手によって頭巾ずきんが取られ、その下の素顔が露あらわになった。

　整ととのった顔立ちの、若い女。

　しかし、その表情は虚ろで、その瞳は何も映していない。

　女神官は愉悦に口の端を曲げ、女の頬を撫でた。




「それじゃあ行きましょうか。あなたに、会わせたい人がいるのよ」




　※




『まったく、彼女の奔放ほんぽうには参るよ……』




　自室に戻ったヴァルマはぼやきながら扉に手をかざし、魔力を流し込んだ。

　扉に光の帯が幾重いくえにも重なり、浸透しんとうするように消える。それは、ヴァルマが施ほどこした隔絶魔法が起動した証あかしであった。

　この魔法が発動した瞬間から、部屋は強力な結界と化し、外部からの一切いっさいの干渉かんしょうを受けなくなる。




『さて……。始めるか』




　ヴァルマは部屋の中央の作業台に足を運び、並べられた器具の一つを手に取る。




『あの時観測できた魔力からして、残された時間も多くはないな』




　ヴァルマの前には、鉱物や生物の一部といった一見して関連性のない物が広げられている。

　しかし、その全てが魔力を帯びていたり、魔獣から摘出したものであることなどは、見る者が見ればわかってしまう。

　ただ、これらの物からヴァルマが何を作ろうとしているのかを看破かんぱできる者は少ない。




『なんとか、彼らが来る前に完成させないと……』




　そして、ヴァルマは自分の為なすべきことに没入していく。

　すべては、そう遠くない決着の時に備えるために。













３―４　解毒薬を探せ




　ペレタはマクルよりも東に位置する街で、畜産業を中心にして経済を回している。

　商談や依頼をこなすために街を訪れる者も多い。当然、そういった人々を相手にした宿屋もある。




「あー、えっと……」




　街の中心街にほど近ちかい宿屋の主人は今日最初の客を前に、戸と惑まどいを隠せずにいた。




「大人二人、子ども二人で、ご宿泊のお客さん……ってことで？」

「はぁ……はぁ……え、ええ！　それでお願いっ！」




　とんでもなく顔色の悪い女性が、黒衣の男に肩を支えられながら、部屋を取りたいと言ってきたのだ。しかも子どもを二人連れて。




「お金なら、足りてると思うんだけど？」

「そ、そりゃな」

「ならいいでしょ？　正直、立ってるのも辛くなってきたのよ……！」




　困り果てた主人は、黒衣の男に目を動かす。男は視線を何度か往復させてから、ぎこちない笑みを見せてきた。




「悪い酒を飲んじまってな。もう一歩も動けないんだとよ。参っちまうぜ、はは……」




　なるほど、悪酔わるよいか。そう納得しかけて、二人の後ろにいる不安げな顔の少年少女を見る。少女の方は不思議な服装をしているが、少年の方は、星皇教会の司教プリストスのようにも見える。いったいどういう連中なのか。




「………………」




　旅芸人の一座いちざか何かだろう。そう考えて、それ以上の勘繰かんぐりはやめることにした。金は払うと言っている時点で、どうあろうとも客なのだ。




「……わかった。四人部屋は二階の奥だ。追加で泊まるなら、追加料金をもらうよ」

「よし！　ありがとうなっ！」




　男が女を背負って足早に階段を上がっていく。




「あ、ありがとうございます！」

「どうも……！」




　少年少女もそれを追いかけ、主人の視界から消える。乱暴に部屋が閉まる音に、主人はますます首をひねるのだった。




「なんとかごまかせたが……。いったいどういうことだ？」




　部屋に入った瞬間、リンは限界を迎えた。

　扉を閉めた途端に気を失い、アレンによってベッドに運ばれ、今は苦しそうな顔のまま浅い呼吸を繰り返している。




「リンを医者には診せられないって」




　ベッドの横に置いた椅子に腰かけて釈然しゃくぜんとしない様子のアレン。彼の正面に立つハイファは俯うつむいて何も言わない。




「お前は何か知ってるのか？」




　話を振られたエルトは反射的に背筋を伸ばす。




「い、いえ！　何も知りませんよっ！」




　ブンブンと激しく首を振るエルト。噓をつくのは大の苦手だった。

　アレンはますます渋い顔をして、頭の後ろをばりばりと掻いた。




「その反応で納得するやつはいねぇよ、ったく……」




　立ち上がったアレンがリンに近づくと、ハイファが割って入った。




「な、なにするの？」

「そう構えるなって。腕を見るだけだ」




　額にじっとりと汗を浮かべ、浅い呼吸を繰り返すリンの右腕には、小さなかすり傷を起点に黄色い染みが広がっていた。




「まずいな。さっきより染みが大きくなってやがる」




　アレンはリンの腕を静かに戻し、少年少女に目を動かした。




「お前たちが何を隠してるかは知らないが……。まあいいさ。俺も、お前たちに話していないことはある」




　薄く笑いながら言ったアレンは、すぐに表情を引き締めた。




「さて、どうするか。リンの言った通りなら、あの人攫いどもから解毒薬を手に入れなくちゃならないぞ」

「あの方たち、まだあそこにいるでしょうか？」

「それはないな。殺さないように加減もした。今頃いまごろ目ぇ覚まして、アジトにでも引っ込んでるだろうよ」

「じゃあ、狙うなら、そのアジトですね」

「ともあれ、まずは情報を集める。坊主ぼうず、お前もついて来い」

「え？　あ、はいっ！」




　アレンだけで行くばかりと思っていたエルトは、意外な指名に上ずった返事をした。




「わ、私もいっしょに――」

「お前は来るな」




　冷たい声に、ハイファの足が止まる。




「ど、どうして？」

「戦えないなら足手まといだ」

「アレンさん！　そんな言い方は……！」




　注意するエルトをアレンは意に介さず、ハイファにまっすぐ向き合う。




「それとも、毒に侵おかされたリンを置き去りにするつもりか？」

「あ……」

「お前の気持ちもわかる。でも、今はこらえろ」




　身をかがめてハイファと同じ目線になったアレンは、ハイファの頭に手を乗せた。




「リンのそばにいてやれ。目を覚まして、お前がいたら安心するさ」

「……わかった」




　小さく頷いたハイファに笑いかけたアレンは、立ち上がったときにはすでに真剣な表情に戻っていた。




「よし、行くぞ。今日明日にはカタを付けたい」

「わ、わかりました！　でも、その前に僕も……」




　エルトはハイファのもとへ駆け寄り、付け袖から覗くその手を握った。




「ハイファさん、あまりご自分を責めないでください。リンさんは、ハイファさんが戦えなかったからこうなったんじゃありません」

「エルト……」

「必ず、解毒薬を持ってきます。約束します。星皇神に誓って」




　エルトの眼差まなざしに、ハイファは微笑む。




「うん。エルト、お願いね」




　手を握り返されたエルトは、急に顔が熱くなるのを感じた。

　エルトの意識に、扉に寄りかかっていたアレンの咳払いが割って入る。




「あー、坊主、そろそろいいか？」

「は、はい！　お待たせしました！　ハイファさん、それでは」




　二人はハイファに見送られながら、部屋を出た。




「ったく、お前も大概だぞ。もうちっとマシな言い方しろよな」




　廊下を歩きながら、アレンがエルトにぼやく。




「あれじゃ、俺が悪いみたいに受け取られるだろうが」

「そんなことありませんよ。そんなことより、今は解毒薬です！」

「ハン、張り切りちゃってまぁ……」




　二人は宿の主人に街を見て回るとだけ伝えて、ペレタの街に繰り出した。




「さて、上手くいけばさくっと片付くかな……」

「情報収集って言ってましたけど、アテがあるんですか？」

「まぁな。こんだけの街だ。どこかにあると思うんだが……」

「あるって、何がです？」

「そんなの決まってんだろ」




　アレンが指さした先に見えたのは、数人の男たちが重たそうな革袋を運ぶ光景。

　だが、その男たちが皆同様に簡素な服で、腕には同じ形の焼き印があった。

　もしかして。エルトがそう言う前に、アレンはエルトの思い浮かべた答えを言った。




「この街の、奴隷市場だ」










３―５　爪翼の宣教師




「それで？　おめおめ逃げ帰ってきたと？」




　ごうごうと滝の落ちる音が聞こえる洞窟。岩に腰かけた緑色の髪の男が、不機嫌さを隠す様子もなく言葉を発する。




「す、すまねぇ……」




　男の前には、ハイファたちを襲った人攫いたちが跪ひざまずいていた。

　ここは人攫いたちのアジト。

　そして、龍瞳教団の宣教師せんきょうしルガインが拠点として押し入った場所だ。




「オタクらさぁ、もう少し根性こんじょう見せてもよくない？　イイ思いさせてやるから殺さないでくれっていったの、そっちじゃん？」




　自分たちよりもはるかに若い青年に距離感の近い口調でなじられ、忌々いまいましげに顔を歪める一味だが、反論する者はいない。

　そんなことをすれば、二日前にこの男に殺された仲間の後を追うことになるからだ。




「顔を蹴っ飛ばされたからなに？　腕も足もあるだろ。その首から下は飾りなの？」




　頭部に怪我を負った巨漢が、親に叱られる子どものように、無言でうなだれている。

　ルガインは大げさなため息をして、岩から立ち上がった。




「揃いも揃って情けない……。いっそ、オタクらで遊ぼうか……？」




　肉と骨の軋きしむ音と共に、ルガインの羽織る丈の短い外套がいとうが翼のように変質し、両腕が太く鋭いものに変わる。その先端は鳥の爪ように三方向に分かれていた。

　――殺やられる。

　そう直感して顔を上げたのは、リンに肩を射いられた男だった。彼の肩は一応の手当が施されていた。




「待ってくれ！　やつらはアンタみたいに強かった！　すげぇ強かったんだ！」

「馬鹿野郎……！」

「アナタ、やめなさい……！」




　すぐに頭領と巨漢が止めに入る。だが、ルガインの獣のような目に睨まれて自分が止まってしまった。




「ふぅん？　だから？」




　続きを促うながされ、男は半ば自分でも何を言ってるのかわからなくなりながら言葉を吐き出していく。




「だっ、だから俺にもアンタみたいな力をくれ！　そうすりゃ、アンタのための奴隷の一人や二人すぐに用意して――」




「ほー？　獣骸装アニマファクトが欲しい？　つまりは我らが教団への入信をご希望で？」




　最後まで聞かず、ルガインは愉悦ゆえつに満ちた声をあげる。




「いいね。新しい信徒の勧誘かんゆうも宣教師の立派な仕事だ。俺の評価も上がるってもんさ。導師どうしの座ざにもより近くなるしね」




　人間の姿に戻り、ルガインはにこやかに男のそばに近づいた。




「ただ、簡単には獣骸装アニマファクトは手に入らない。よほどの才覚さいかくがなければ、基本は従者じゅうしゃから下積したづみさ。だが……」




　ルガインが男の肩に腕を回し、ささやく。




「特別に、試練しれんを与あたええよう」

「し、試練？」

「ああ。合格したら君を我らの拠点に案内して、獣骸装アニマファクトを融ゆう通ずうしようじゃないか」




　男は思わぬ話の速さに、わずかに笑みすら浮かべる。




「わかった。何をすればいい？」

「なぁに、難しいことじゃない」




　ルガインが指差したのは、二人を見上げる他の一味たち。




「こいつらを全員殺せばいいだけだ」

「えっ……」




　男が絶句ぜっくし、一味たちも言葉を失う。

　ただひとり、ルガインだけが朗ほがらかな顔をしていた。




「宣教師になれば死……救いは身近なものになる。まずはそれに慣れてもらおう。もちろん彼らも抵抗するだろう。血みどろの殺し合いだ。どうだい？　できるかな？」

「あ、う……！」




　男の震える手が、ナイフに伸びる。

　だが、左肩の痛みが冷静さを呼び戻し、男は手を下ろした。




「はっはっはっはっ！」




　瞬間、天を仰いだルガインのいやに高い笑い声が男の耳元で爆発した。




「まあそうだろう！　その身体じゃあとてもじゃないが無理だとも！　賢い判断をしたよ」




　包帯を巻いていない右肩を軽く叩かれ、男もぎこちなく笑みを浮かべる。

　瞬間、男の胸が背中から貫かれた。




「……は？」




　ごぽ、と血が口から溢あふれる。




「なん、で……？」




　我が身を貫いた猛禽のような腕と、その持ち主のルガインの間で視線を一往復させて、力尽きた男が地面に倒れた。




「気が立ってる俺を余計に怒らせるようなことを言うからさ。向こうで反省しなよ」




　小さな子どもを諭すような穏やかな口調で、ルガインは血に沈んだ男に語りかけた。

　人攫いの一味たちは、仲間の亡骸なきがらに駆け寄ることはなく、ただ口をつぐむ。




「まあ、こんなもんかな……」




　顔を上げたルガインは、黒い装束を翻ひるがえして一味の間を歩き、洞窟の出口へ。




「次は必ず連れてきてよ？　でなきゃ、今度こそお前ら全員を細こま切ぎれにして家畜の餌にしてやる。　逃げたり密告みっこくしたりしようとしても無駄だからね？」




　背中から生えた翼で飛翔し、川と滝の境目にあたる崖の端に立ったルガインは、思案顔で彼方の地平に見える山の稜線りょうせんを見つめた。




「あの方の命でこんなとこまで来たけど、特段変わったものはないな……。しみったれた人攫いしか出てこなかった……」




　自身の獣骸装アニマファクト――《グリフォンの爪翼》を解除する。腕の先から伝う先ほどの男の血が滴したたり落ちていった。




「コンベルで出たという同胞も気になるな。別の同胞と戦っていたというけど……」




　ルガインは道中で聞きき及およんだ噂から、コンベルで宣教師が出現したことは把握していた。無論、コンベルからほど近い拠点が壊滅かいめつしたことも知っている。




「宣教師潰しの宣教師か。いったい、どんな奴なんだろう」




　吹き続ける風に、爽やかな声が運ばれていく。




「ぜひ、会ってみたいもんだなぁ……！」




　その瞳の奥で、どす黒い感情が渦巻いていることは、ルガイン以外の誰も知ることはなかった。










３―６　奴隷市場へ




　ペレタの西側には、中心部に比べてあまり清潔とは言えない街の風景が広がる。砂煙が立ち、行き交う人々の身なりもさまざまだ。

　ペレタの奴隷市場。その入り口からそう遠くない建物の壁に、アレンは寄りかかっていた。




「お待たせしました」




　隣の建物との間の小道から、エルトが出てくる。

　いつもの司教としての装束は、身を包む青いローブで隠されていた。錫しゃく杖じょうも先端を白い布で巻いている。




「どうです？　ちゃんと変装できてます？」

「まあ、できてるけど、お前さ……」




　アレンはエルトの問いに、やや呆れたような声を返す。




「わざわざ買わなくたってよかっただろ。適当なやつをかっぱらえば……」

「窃盗は犯罪です！　というか、言い出したのはアレンさんですからね！」




　街の住民から奴隷市場があることを確認し、さっそく向かうことにした二人。

　しかし、その道中でアレンはある問題に気づいた。

　百歩譲って子どもを奴隷市場に連れ込むのはいい。だが、星皇教会の司教プリストスという立場にある人間が、いかにもな格好をして入って大丈夫なのか――。

　指摘されたエルトもハッとなり、教会に迷惑をかけぬよう、大慌てで変装の準備に取りかかった。具体的には、近くの服屋に駆け込んだ。

　その結果が、今の姿だ。一目でエルトが司教プリストスだと分かる者は少ないだろう。




「そもそも、ずっと気になってたんですが、なんで僕を連れてきたんです？」

「それはあとでわかる。……そら、用意ができたなら行くぞ」

「あ、待ってくださいよ！」




　アレンの隣に追いついたエルトは、これまで感じたことのない空気に戸惑いを隠せなかった。




「ここが、奴隷市場……」




　風が運ぶすえた臭いに、袖を鼻へ持っていく。

　軒を連ねる建物は、どれもそれなりの大きさなのに、奥が薄暗くなっていてよく見えない。

　建物のそばに止められた荷台から奴隷たちが降りてきて、皆一様にうなだれながら建物の中へ消えていく光景に、エルトは身体の芯が冷たくなった。




「なんだか、いやな場所だな……」




　直感的に浮かんだ言葉が、そのまま口に出る。

　その直後、エルトの肩に何かが当たった。それが反対側から歩いてきた人間だとはすぐに気づいた。




「おっと……すみません」

「………………」




　ただ、それがハイファとそう変わらない奴隷の少女だということは、完全に想定外だった。

　手を縄で縛られ、簡素な衣服の外に晒された肌には、鞭で何度も打たれた痛ましい痕が見える。左手には、奴隷の証の焼き印が押されていた。




「……っ」




　ぼさぼさに伸びた黒髪の隙間から見える生気を失った目に自分が映り、エルトは思わず後ずさる。




「失礼。おい、さっさと歩け！」

「………………」




　縄を引く男の鋭い声に従ってふらふらと去っていく少女の背を、エルトはただ見つめることしかできない。




「こういうところは初めてか？」




　頭上からアレンの声がして、エルトは我に返った。




「は、はい。奴隷の方を見たことは何度もありますけど……」

「そうか。まあ、ほいほい来るところでもねぇがな」




　また歩き出したアレンの後を、半歩離れて進む。




「お前、奴隷はかわいそうだって思ってるか？」

「……良い文化とは、思いませんね」




　前を向いたままのアレンの問いに、エルトは常々思っていたことを述べた。




「無理やり奴隷にされる人だっているんです。それを奴隷だからというだけで虐げて、弄んで……。同じ命じゃないですか」

「へえ、お前も、見たことあるのか」

「見たくて見たわけじゃ、ありませんけどね……」




　以前、魔物退治に向かった先の農村での出来事を思い出す。

　あの時ラティアが一緒でなければ、陰惨いんさんな光景が繰り広げられるのを止めることはできなかっただろう。




「アレンさんは、どう思ってるんです？」




　エルトは沈んでいく気持ちを抱えたまま、呻くように問い返した。




「興味がない」




　答えは、残酷なまでに簡潔だった。




「俺は俺の目的を果たす。そこに誰も入る余地よちなんてない。奴隷だろうが、王様だろうがな」

「目的……」




　エルトは思い出した。自分は、アレンのことをあまり知らない。

　確かに旅の行先を示してくれたが、あまり多くは語ろうとはしていないのだ。

　アレンの目的を知りたい気持ちはある。ただ、言葉にはしない明確な拒絶をエルトは確かに感じていた。

　シャンに対するハイファの気持ちもこうなんだろうか。そんなことを考えつつ歩いていると、アレンが突然足を止めた。




「……あそこでいいか。おい坊主、今から俺がいいと言うまで一言もしゃべるなよ」

「あ、ちょ、ちょっとアレンさん!?」




　再びずんずんと歩いていくアレンを、小走りで追いかける。

　二人に気づいたギョロ目の奴隷商人が、わざとらしい笑顔を向けてきた。




「いらっしゃい。どんなやつをお望みだい？」




　硬い表情のエルトをよそに、アレンは店主との会話に突入した。




「この市場の元締もとじめに用がある。今どこにいるか教えてくれないか？」

「んだよ、客じゃないのか。モラゴの旦那だんなに用って、兄ちゃん何者だ？」

「なに、ただの商談相手さ。モラゴさんが前から探してる例のブツが手に入ったんで、その話をな」




　言われた通り沈黙を守るエルトは、アレンがこの奴隷商人から情報を得ようとしているのだと直感した。




「例のって……まさか、見つかったのか!?」




　男のただでさえ大きい目がさらに見開かれる。




「えっ？　あ、ああ。まあな」




　当のアレンも出まかせを言っただけだった。元締めの名前がわかっただけでも収穫と思っていたが、極めて短時間の思考で、さらに攻めることに決める。




「いやぁまったく、見つけるのに苦労したぜ」

「こりゃ驚いた……！　なぁ、俺にも教えてくれ！　どうやって手に入れた？」




　妙に食いついてくる男に悟さとられぬように、アレンはもったいつけて首を振った。




「先にモラゴさんに話してからだ。その後なら、あんたにも教えてやってもいい」

「ええー？　この時間なら、いつもみたいに競せりの仕切りをやってるんじゃないか？　じゃなかったら知らねぇよ」




　男が視線を向けた先には、木組みの台の上に並べられた奴隷と、それを見つめる人だかり。アレンは唸うなりながら額ひたいに手をやった。




「おかしいな。さっき行ったんだが……入れ違いか？　仕方ない、もう一度行こう。悪いな。助かった」




　短い挨拶だけして店から去ったアレンに、エルトも追従する。




「お、おーい、さっきの話！　忘れんなよー！」




　奴隷商人の声に軽く手を振って、アレンは真剣な表情に戻る。




「もういいぞ。さて、あのあたりのどこにいるかな」




　発言を解禁されたエルトは、今の一連のやりとりで最大の疑問を口にした。




「モラゴって人、いったい何を探してるんでしょう？」

「知るかよ。おおかた、ロクでもねぇもんだろうさ」










３―７　エルト流交渉術




「さあ！　この奴隷たちを買うのは誰だ？　レウン金貨五枚から行ってみようか！」




　台に上がった恰幅かっぷくのいい男が、声を張り上げる。その横には、手枷と足枷で身動きを封じられた数人の男女が、諦めたような表情で立っていた。

　人だかりからは奴隷に支払う代金の宣言が次々と上がっていく。




「仕切りしてるあいつ、あいつがモラゴだな」




　つぶやくアレンと同じ方を向くエルトに、新たな疑問が浮かんだ。




「あの人に解毒薬をもらうんですか？　持ってますかね？」

「いいや、あいつに用はない。もっと手っ取り早くいく」




　アレンは競りから目を離すと、人だかりから少し距離をとった場所にゆっくりと顔を動かす。




「何年もやってるって言ってたからな。……そら、見つけたぜ」

「見つけたって……あっ」




　エルトも気づく。襲ってきた人攫いたちと似た風体の若い男が、つり上がっていく奴隷たちの値段にほくそ笑んでいる。




「あの人攫いたちの仲間の方、でしょうか？」

「金の受取役だろうな。街ぐるみでやってんのか。こりゃ、いい強請ゆすりのネタになりそうだ。が、今はどうでもいい」




　エルトが顔を上げると、ちょうどアレンと目が合った。




「坊主、お前が治なおせる怪我ってのは、どの程度までだ？」

「え？　単純な骨折くらいなら治せますが……なんの関係が？」

「いいね、多少手荒にやってもよさそうだ。あいつの後ろに回り込むぞ」

「ちゃんと答えてくださいよっ！」




　見失わないように必死に追いかけ、エルトはアレンと共に物陰ものかげに潜ひそむ。




「俺が捕まえる。用意はいいな？」

「は、はい。でも、やりすぎないでくださいね……！」




　完全に油断している男の背後で示し合う二人。

　そして、アレンは男の首に腕を回し、男を物陰に引きずり込んだ。




「ぐごっ!?　な、なんだお前ら!?」

「大声を出すな。てめぇらの使ってる毒に連れがやられた」




　アレンの言ってる意味を理解したようで、男は邪悪に笑った。




「へ、敵討ちか……！　そいつはご愁傷しゅうしょうさまってやつだな」

「まだ死んでいません！　ですが、とても苦しんでいます！」

「ああ？　なんだこのガキ……ぐぅえ!?」




　アレンが男の首に回した腕に力を入れる。




「てめぇの持ってる解毒薬、そいつを渡せ」

「も、持ってねぇよ……！」

「なに？」

「持ってねぇつってんだよ！　俺は今日の競りの分け前を取りに来ただけだっ！」




　力を抜かないまま、アレンはエルトに続きを聞くように目で促した。




「なら、解毒薬はどこに？　あなた方のアジトですか？」

「誰が言うか……！」

「――チッ」




　舌打ちをしたアレンは、男を壁に叩きつけ、逃げられないように男の胸をまだ異形化していない足で押さえつけた。




「穏便に済ませてやりたかったんだがな。坊主、回復魔法の準備しとけ」

「え？　……はっ!?」




　そこで、ようやくエルトは理解した。アレンが自分を呼んだ理由を。

　男を捕まえる前に、妙な質問をしてきた意味を。




「まさか……そういうこと、なんですか？」

「お前も、相当頭に来てるんだろ？　安心しろ。これは、れっきとした人助けだ」

「で、でも……！」




　なおも逡巡するエルトを、アレンは鋭く冷たい目で見つめた。




「お前が悩んでる今もリンは苦しんでる。ハイファもだ。わかるな？　俺たちは、正しいことをしてるんだ」

「正しい、こと……」




　宿を出る前の、リンとハイファの姿が頭をよぎる。

　人攫いたちの行動は、確かに許せない。

　しかし、自分の信じる神の教えと、師から学んだ力を、暴力的な報復に使うことは、正しいことなのだろうか。




「僕にとって、正しいことは……！」




　エルトは、錫杖を握りしめた。

　だが、それは魔法の準備のためではない。

　勇気を、振り絞るためだ。




「あの！　人攫いさんっ！」

「ぐ……？」




　押さえつけられたままの男が、エルトを睨む。




「この人は、今からあなたを痛めつけようとしています。拷問ごうもんしようとしてるんです」

「おい、坊主？」

「骨を折るのか、皮膚を裂くのか……。具体的に何をするか想像もつきません。もちろん僕がすぐに治します。でも、痛い思いをする前に、正直に話してくれませんか？」




　きょとんとする男。




「ふ、は、ははははっ！」




　しかし、すぐに大爆笑に転じた。




「それで脅おどしてるつもりかよ！　とんだ甘ちゃんだなぁ？　……舐めてんじゃねぇぞクソガキがっ！」

「う……！」




　恫喝どうかつされ、エルトは委縮いしゅくしてしまう。




「……はあぁぁぁぁぁぁぁぁ……」




　アレンは、深く長いため息をついた。




「バカなやつだよ、まったく」




　それが自分に向けられた言葉だと考え、エルトは俯く。




「仕方ねぇ。こうなりゃ奥の手だ」




　アレンが男を踏みつけた左足から、黒い火が滲み出る。




「なんだ、そりゃ……!?」

「俺たちが本気だってことをわからせてやる。俺の脚は特別でな。このまま力を入れれば大変なことになるぞ。こんな風にな」




　まだ異形化していない左足に体重をかけると、男の身体にわずかに足がめり込んだ。




「ぎゃああああああっ!?　い、いだだだだっ!?」

「アレンさん！　それ以上は……！」

「っと、いかんいかん。治療ちりょう云々うんぬんじゃなくなるな」




　エルトがたまらず制止の声をあげ、姿勢を戻したアレンは男に顔を近づけた。




「いいか？　バカなお前にわかるように言ってやる。お前は今、判断を誤あやまった」

「なんだと……？」

「坊主の言う通りにしておけば、痛い思いはせずに済んだって話だよ。こいつの優しさを無下むげにしたのは良くなかったな」

「アレンさん……」




　下がっていたエルトに振り向いたアレンの顔は、少しだけ笑って見えた。

　顔を男の方に戻し、アレンはさきほどよりも詰め寄る。




「これからこの足を乗せてるお前のあばらを踏み折る。ただ、さっき坊主が言ったみたいな治療はしない。それどころか、痛覚を倍増する魔法をかけられるぞ」

「は……!?」

「こいつの機嫌を損ねたお前の落ち度だ。しかし、万が一、お前が正直に話せば、まだ取り返しがつくかもしれないがな。……さぁ、始めようか」




　ぐりぐりと足を動かすアレン。エルトも咄嗟とっさに錫杖を構える。




「こ、このガキ本当に……!?」




　男には、エルトのその行動がとても恐ろしく見えていた。

　アレンはそんな男の怯おびえを察知し、今が好機とばかりに質問に移る。




「三つ数えるうちに答えろ。アジトはどこだ？　さーん、にー、いーち……」

「待て待て待てっ！　言うよ！　ガナン渓谷けいこく！　ガナン渓谷だ！　街の南門から出て道なりに進めば着く！」




　男が口を割った。この機を逃すまいと、アレンが畳みかける。




「渓谷のどこだ？　にー、いーち」

「大きな滝がある！　そのそばの洞窟だ！」




　エルトもアレンの作った流れに乗った。




「そこに行けば、解毒薬は必ずあるんですねっ？」

「いーち」

「あるあるあるっ！　奥の部屋の貯蔵庫ちょぞうこにある！」




　必要な情報を得た。確信したエルトがアレンを見やる。

　アレンはまだ、険しい顔をしていた。




「嘘だったら、承知しねぇぞ？」

「はあ、はあ……本当だ。俺はこの目で見たんだ……！」

「ああ、わかったよ」




　アレンが男から足を離す。男は肺の中に張り詰めていた空気を吐き出した。




「貴重な情報を、ありがと……なっ！」

「ごふっ!?」




　アレンの足が男の腹を打った。男は白目を剝いて、その場に昏倒こんとうする。




「ちょっ、アレンさん!?」

「気絶させただけだ。競りも終わった。これ以上騒がれても面倒だ」




　男を壁にもたれさせ、アレンは汚れを払った自分の手をそのまま腰にやった。




「にしてもお前、何言い出すんだよ。びっくりしたわ。向いてないぜ、こういう世界」




　しかし、エルトはどこか誇らしげだった。




「いいですよ、別に。僕はただ、自分が正しいと思ったことをしたまでですから」

「そうかい。ったく、頑固なんだか、なんなんだか……」




　肩をすくめたアレンに、エルトが微笑む。




「でも……アレンさん、ありがとうございました」

「あん？」

「僕の考えを汲くんで、この人にひどいことはしないでくれたじゃないですか。てっきり、本当にやっちゃうんじゃないかと」

「どうかな。本当に、やってたかもしれないぜ？」




　エルトは首を横に振った。




「しませんよ。だってアレンさん、いい人だってわかってますもの」

「お前な……」

「それと、僕はお前でも坊主でもありません。エルトです。ちゃんと名前で呼んでください」




　言い返すのも馬鹿馬鹿しくなるくらい、まっすぐな目。アレンは鼻の奥がむずがゆくなって、空を見上げてごまかした。




「……やっぱ、かなわねぇな」

「アレンさん？」

「なんでもない。さっさとガナン渓谷とやらに行くぞ。どうせ、付いてくるつもりだったんだろ？」

「もちろんです！　ハイファさんと約束しましたから！」




　二人は奴隷市場を後にし、そのままガナン渓谷へ進路を取った。













３―８　ハイファの贖罪




　夢の始まりは、いつも檻おりの中。

　商品となった自分が最後に流れ着いた、人の欲望よくぼうと悪意あくいの吹ふき溜だまり。

　遠く聞こえる音と悲鳴は、持つ者と持たざる者の関係を無遠慮に突きつける。

　石の床に横たえた身体に力は入らず、薄く開いた目で虚空こくうを見つめるしかできない。

　扉部分の鉄てつ格子ごうしが地面と擦れて不快な音を立てれば、それは合図だ。

　すでに折れた反抗心を徹底的に砕くための、おぞましい行為が始まる。

　ほら、あの足音が、もうすぐそこまで――。




※




「ん……」




　ゆっくりと目を開ける。木製の天井がやけに高く見えた。

　目尻に溜まっていた涙の滴しずくがこぼれ、枕に小さな痕あとをつける。




「……しばらく、見てなかったのにな」




　前に見たのはいつか、もう忘れてしまった。

　だが、あの夢の先を、身体が覚えている。

　続きを見ずに済んだだけ、幸運と言えるだろう。




「あっ、リン！」




　名前を呼ぶ声に、どうにか頭を動かす。




「ハイファ……」

「気が付いたんだね！　よかった……！」




　ハイファの表情と自分が横たわっているベッドに、リンは安堵あんどすると同時に状況を理解した。




「そっか。私、気絶しちゃったんだ……」

「うん……。この部屋に入って、すぐに。今ね、宿のおじさんが薬と水を持ってきてくれたの。ふつかよい？　に、効くんだって」




　ハイファが両手で持つ盆ぼんには、小さな丸薬がんやくと、水の注がれたグラスがあった。




「そう……。お水は、ありがたくもらっておこうかしら……」

「ま、待って！」




　身体の痺れと、頭の奥に居座いすわる鈍痛に耐えながら起き上がろうとすると、慌てた様子で盆を椅子に置いて、リンの背中に手を回した。




「まだ顔色も悪いし、無理しないで？　私も手伝うから」

「あ、ありがとう」




　リンはハイファの介助を受けながら上半身を起こし、両手でグラスを受け取る。自分の手で持てる程度に力は残っていた。冷たい水が喉を流れていったことで、わずかに頭も回り出す。




「……ふぅ。エルトとアレンは？　いないみたいだけど」

「解毒薬を取りに行ったよ」

「取りに行ったって……まさか、人攫いのところに？」

「分からない……。情報を集めるって言ってた。しばらく経つけど、まだ戻ってこないの」

「アレンったら……。気を回してくれるのはいいけど、エルトまで連れて……！」




　エルトの身に何かあったら、ラティアになんと言えばいいか。リンの頭痛の種がまたひとつ増えてしまう。

　ただでさえ判然はんぜんとしない思考を遮さえぎるように、ぶるりと強い寒気がリンを襲う。

　じっとりと肌に貼りつく服が、外気に触れてリンの体温を奪っていた。




「ひどい汗……。これも毒のせいかしら……」




　リンの言葉にハイファはピンと背筋を伸ばして反応し、踵を返した。




「ふ、拭くもの、持ってくるねっ。　着替えも、荷台から持ってきてるから……！」

「え、ちょっ、ハイファ？」




　ハイファは、ぱたぱたと部屋の奥へ引っ込むと、本当にタオルとリンの着替えを手に戻ってきた。




「ずいぶん、気が利いてるけど……」

「私が拭くから、リンはそのままでいいよ。あ、でも、服は脱いでおいてね？」




　微笑むハイファに、妙な違和感を覚える。

　しかし、せっかくの申し出を断る理由もなかった。




「じゃあ、お願いするわ」

「うんっ」




　服を脱いで、ハイファに汗ばんだ背中を見せる。

　遺跡で受けた背中の傷は、エルトがすでに魔法で癒しており、きれいさっぱりなくなっていた。

　ベッドに上がったハイファは、宿泊客用のタオルで丁寧にリンの背中を拭っていく。

　無言の時間がリンにはとても息苦しく思えて、ハイファと会話を試みることにした。




「ごめんね、こんなことさせちゃって……」

「ううん。これくらい、やらなくちゃ。だって――」




　ハイファの手が止まる。




「私は奴隷だから」

「え？」

「何も覚えていなくなって、奴隷がどういうものかはわかってるよ。ご主人さまの役に立たないと」

「ハイファ……？」




　なにか、とても恐ろしいことが起きている。リンはそう直感した。




「どうしたの、急に……。なんだか、変よ？」

「リンが眠ってる間、ずっと考えてたの。それで、決めたんだ」




　この気配に、覚えがある。絶望に打ちひしがれて、考えることを放棄した、かつての自分と同じ気配だ。




「私は龍瞳教団の宣教師せんきょうし。だけど、今はその力も使えない……。だからね」




　ハイファが、リンの汗を拭う奉仕を再開する。




「私、奴隷として生きるよ。リンだけじゃない。エルトにシャン、アレンの奴隷にだってなる。みんなが、私のご主人さまになるの」




　ハイファが遺跡の件を引きずっているのはわかっていた。




「少しでもみんなの役に立って、自分がしたことの責任をとるよ」




　しかし、それがここまで彼女を追い詰めていたとは、想像できなかったのだ。




「よし。汗拭きと着替えはおしまい。リン……ううん。ご主人さま。次は何をすればいい？」




　明るく振る舞おうとする声が、たまらなかった。




「……そうね、じゃあ。ベッドを降りて、私の正面に回って」

「はい。わかりました」




　必要以上に従順な態度が、苦しかった。

　次の命令を待つ、貼りついた笑顔が少し怪訝けげんになる。




「ご主人さま？」




　その呼びかけが、限界だった。




「――ごめん」




　乾いた音が弾ける。




「え……？」




　自分の意思に関係なく、ハイファは横を向いていた。

　それが、リンに右頬を平手打ちされたからと気づくのに、わずかな時間を要した。




「リ……ン……？」

「ふざけんじゃないわよ……！」




　毒に侵されていることも忘れるほどの激情げきじょうが、リンの中で爆発した。




「望んでないわそんなこと！　人殺しの宣教師？　それエルトが言ったの？　アレンが言ったの？　それともシャン!?」




　詰問きつもんされ、ハイファは凍った表情のまま、首を左右に振る。




「誰も、言ってない、けど……」

「だったらなおさら意味わかんない！　なんでそんなことを考えるのよ！」




　リンの怒りは止まらない。許せなかったのだ。

　奴隷として生きるなどと言い放ったハイファがではない。傷だらけのハイファをさらに傷つける、この世界が許せなかった。




「私たちはハイファに助けられた！　命の恩人よ！　なのに、どうしてハイファは自分を苦しい方に追いやるの!?」




　痛い。痛い。張はり裂さけそうなほどに胸が痛い。

　二度と離れないと、悲しませないと約束した少女に手をあげてしまった事実が、深く心に突き刺さる。




「……だって」




　痛みと悲しみでハイファの顔が歪ゆがみ、大きな瞳から涙が溢れ出した。




「だって、もう他に思いつかないんだもん！」




　押し込めていた感情が、一気に解放される。




「誰も私を叱しかってくれない！　優しくしてくれる！　慰めてくれる！　なら私は！　この気持ちをどうすればいいの!?」




　子どもじみた、それでいて切実な叫びが、リンの耳朶じだを打つ。




「守るための力だって信じてた！　そうしようと思って頑張った！　なのに、それなのにっ！　私は、取り返しのつかないことを、したんだよ……！」




　俯いたハイファは、手からタオルを落とし、自分の腕を抱いた。




「あのまま村にいるのが、怖かった……。あそこにいたらきっと、今以上に、自分が許せなくなって……。けど、村を出ても、リンをこんな風にして……っ！」




　腕を掴む手には強い力が入っており、指先が食い込んでいる。




「友達も、大切な人も守れないなら……っ！　こんな腕、いらないよぉ……！」




　椅子に腰を沈めて泣きだしたハイファの頭に、リンは静かに手を置いた。




「ハイファの気持ちはよくわかったわ……。だからなおさら、あなたの思い通りにはしてあげられない」

「え……？」




　涙に濡れたハイファの顔が、リンに向けられる。




「ねえ、ハイファ。遺跡で腕を使おうとしたとき、自分が間違ってるって思った？」




　涙を流したまま、首を横に振る。




「怖かったけど、助けたかった……！　それだけ、だったのに……っ」




　ハイファの答えにリンはゆっくりと頷いた。




「レイバたちから聞いたわ。ハイファがおかしくなったのはエルトを庇かばった直後だったって。それまであなたは、みんなのためにその力を使えていたのよ」




　リンの手がハイファの腕に触れる。不意の感覚に、ハイファの小さな肩が、ぴくりと震えた。リンはそのまま、ハイファを抱き寄せる。




「誰もハイファを責めたりなんてしない。みんな、ハイファが精いっぱいやったこと、わかってるんだから」




　赤色の滲にじむ腕に、リンの手の温かさが伝わってきた。




「もし、本当にハイファが悪いことをしたなら、私がちゃんと叱しかってあげる。だからもう泣かないで。ハイファが泣いてばかりじゃ、私たちまで気持ちが沈んじゃうもの」

「……でも、怖いよ……」




　ハイファの視線が下がり、落ちた涙がリンの肩を濡らす。




「腕を使ったら、また、悲しいことが起きるんじゃないかって……」




　自分が内側から『何か』に染められていく恐ろしさは、依然いぜんとしてハイファの心に暗い影を落としている。

　それでも、リンは穏やかな笑みを崩さなかった。




「ハイファがハイファのまま、正しいと思ってその腕を使うなら、そんなことは起きないわ。私が保証する。あなたが優しい子だってこと、一番よく知ってるからね」

「リン……」

「それにさっきも言ったけど、無理して腕を使うこともないんだから。単純な力で解決することって、結構少ないし」




　自分のしたことが、なかったことになるわけじゃない。

　ただ、自分の気持ちを言葉にしてぶつけて、それにリンが応えてくれたことが、ハイファにほんの少しだけ胸のつかえが取れるのを感じさせた。




「ほら、涙を拭ふいてあげる。可愛い顔が台無しよ？」




　ハイファを離したリンは自分の服の袖で、ハイファの涙を拭きとっていく。

　少しだけ赤い顔を上げたハイファは、リンの双眸そうぼうをしっかりと見た。




「リン、私、頑張る。もう、間違えないように、頑張るからね」

「ええ。信じてる。……で、も」




　リンの人さし指が、ハイファの鼻先に触れる。




「次また『奴隷として生きる』なんて言ったら、私、本当に怒るからね？」

「うん……。ごめんなさい……」




　謝罪するハイファに笑顔を見せ、リンは叩いてしまった頬を撫でる。




「こっちこそ、叩いてごめんね。痛かったでしょ？」

「大丈夫。リンの気持ちが、伝わったから……」

「あはは、そう言ってくれると、気が、楽に――」




　リンがくらりと倒れ、身体をベッドに沈めた。




「リン!?」

「あー……ちょっと無理しちゃったかなぁ……」




　最初に倒れたときのような息苦しさと、浅い呼吸が戻ってきた。興奮して、毒の回りが早くなったのかもしれないと、遠のいていく意識で考える。




「ど、どうっ、どうしよう……！　やっぱりお医者さんを……!?」

「いいわ。大丈夫。ちょっと、疲れただけだから……」

「でも、リン、辛そうだよ……！」

「うん。毒、盛もられてるからね。少し寝るわ。けど……」




　リンは、ふらふらと右手をハイファに伸ばした。




「ハイファ……手を、握ってくれる？」

「う、うん」




　小動物を扱うように、ハイファはリンの右手をそっと包み込む。




「ああ、ハイファの手……あったかいなぁ。とっても、安心……す……る……」




　そのまま、リンが喋しゃべらなくなる。最悪の言葉がハイファの頭に浮かんだが、リンから聞こえる規則的な呼吸に胸を撫でおろした。




「リン、ありがとう……」




　再び静かになった室内で、ハイファはリンの手を握り続ける。

　ふと気配を感じて首を動かすと、部屋の中央に、仮面の大男が立っていた。




「シャン……」




　無言でこちらを見つめるシャンに、ハイファは困ったように笑う。




「出てきちゃったんだね。ペックがまた、びっくりしちゃう」

「………………」




　声は発していないはずなのに、ハイファはシャンが何を伝えようとしているのかを漠然とだが理解ですることができた。




「私は大丈夫。だから、エルトとアレンが危なそうだったら、二人を助けてあげて？」




　ハイファの言葉が通じたのか、シャンは黒い煙となって姿を消す。

　シャンが流れていった窓の向こうを見たハイファは、エルトたちの無事を祈った。













３―９　ガナン渓谷




　ペレタの南側に広がる広大な原野には、一本の澄んだ川が流れている。

　住民たちの水源になっているその川は、周辺に生息する生物たちにも水飲み場や狩場として重要な役目を果たしており、複数種の生物が日夜訪れる。




「……ぁぁぁぁ……」




　川辺にやって来ていた生物のうち、小型の魔獣《ビルバル》は、特徴の大きな耳でそれを聞いた。本能が記憶している、人間の声だ。




「ぁぁぁあああ……！」




　徐々に近づいている声の主を外敵と判断し、水かきがついた前足を使って他の生物に先さきんじて川に潜る。




「あぁぁあぁあああああぁあああぁぁあぁあああああああああぁぁああああぁっ！」




　直後、絶叫が空に木霊こだました。

　それが、疾風のごとく速さで駆け抜けるアレンに背負われたエルトであることなど、当事者たち以外は知る由もなかった。




「やかましい！　耳元で叫ぶな！　つか声出すな！　舌噛かむぞ！」




　変装したままのエルトに怒鳴どなるアレンの脚は、異形と化している。




「そんなこと言われてもおおぉおおおおぉぉぉおおおぉおおおぉぉぉぉぉおぉっ！」




　人攫いのアジトへの移動開始から少し経ったころ、誰もいない路上で「俺にいい考えがある」などと切り出したアレンに言われるがまま、彼の背中に乗ってしまったのが運の尽つき。

　アレンの常軌じょうきを逸いっした身体能力による全力疾走で、文字通りあっという間にペレタの街はエルトの視界の遥か彼方に追いやられた。




（この旅自体が修行ってことだけど、これはいつもの修行よりキツい！）




　エルトの脳裏を、ラティアとの修行の日々がよぎる。




『これも修行ですよ、エルト。ふふふ』




　女神のようなその笑みは、エルトがギリギリこなせる課題を与えるときによく見るものだった。




（師匠、僕頑張ります！　頑張りますけどおぉぉぉぉっ！）




　発声は危険とわかっているので、胸中で悲鳴をあげる。

　その間も、アレンは後方に土煙つちけむりをあげながら大地を疾駆しっくした。

　川の上流へ向かって野を越え、岩を飛び越え、魔獣の群れを掻かき分わけて、エルトがこれまでの人生を振り返りそうになったころ、その脚はようやく止まった。




「うっし、到着だ」

「ぜぇ、はぁ、ぜぇ、はぁ……！　」




　ずり落ちるようにしてアレンの背から降りたエルトは、そのまま地面に横たわる。




「じ、じぬがど思いまじだ……！」




　ぐったりするエルトに、異形化を解いたアレンはやや眉を下げた。




「おいおい、今からそんなんで大丈夫かよ。本番はこれからだぞ。ほれ」




　アレンが預かっていた錫杖を支えにして立ち上がったエルトは、文句を捲し立てる気力もなく、最初に浮かんだものだけ口にした。




「ほんと、なんなんですかその身体。無茶苦茶ですよ……」

「ん？　ああ、魔法で細工したズボンだからな。龍骸装ドラグファクトを使うときは消えてちょっと涼しい」

「そうじゃなくて！　いやそれもちょっと気になりますけど！」

「その気になれば、ハイファだってできるぞ、今の移動」

「えっ」

「いつかおぶってもらったらどうだ？」

「僕がハイファさんに、おんぶ……？」




　ハイファに背負われ全力疾走されたとき自分がどうなるか、今の経験から容易に想像できたエルトは青い顔を左右に振った。




「いえ……ハイファさんに情けないところを見せてしまいそうなので」

「ははは、まぁ、お前くらいの年なら見栄みえを張りたい相手もいるか」

「み、見栄を張りたいとか、そういうわけではなく……！」




　取り繕うエルトの肩を軽く叩き、アレンは正面を見据えた。




「で、ここがあの野郎が言ってた渓谷なわけだが……」

「もっと怖いところかと思いましたが、割と普通ですね」




　眼下を流れる清流せいりゅうに、エルトは肩透かたすかしを食らっていた。

　しかし、アレンは飄々ひょうひょうとした態度とは裏腹に警戒を解いてはいない。




「気をつけろ。こういう目立たない感じが逆に怪しい。それに、見てみろ」




　アレンがエルトの顔の前にやったのは、龍の魔峰への道を示す地図だった。

　ペレタに向かう道中で説明は受けていたエルトは、光が前に見た時よりも中心に寄っていることに気づいた。




「俺たちの目的地にも近づいてる。ここは通り道だったんだ」

「この先に、龍の魔峰が……」

「何かあると思っておいた方がいい。用心して進むぞ」

「ええ。確か、アジトは滝のそばの洞窟と言ってました。滝の音は聞こえていますし、音のする方へ向かいましょう」




　頷きあった二人は、渓谷に流れる川の流れと反対の方向へ歩き出した。

　長い年月をかけて形成された谷は、大小さまざまな岩が転がり、少しずつだが左右の崖も高くなってきている。

　アレンの後ろを歩くエルトは、谷を吹き抜ける冷たい風に、つい嫌な想像をしてしまった。




「ここまで来てなんですが……。もしかして、あの人攫いの方々と、僕ら二人だけで事を構えたりするんでしょうか」

「可能性はあるな。だから作戦としては、俺が連中を引き付けて、お前にはその間にアジトに侵入して解毒薬を取ってきてもらおうと思ってるんだが、どうだ」

「どうって言われても……。アジトの広さにもよりますよ」




　もう少し詳細に聞いておけばよかったと、エルトはどうにもならない後悔をする。




「なぁに、いざとなったら全員壁かべにめり込ませて、そのあとじっくり物色ぶっしょくすればいい」

「できるだけ穏便おんびんにいきましょうよ……」




　やがて、二人は轟音と共に流れ落ちてくる滝の前にやって来た。滝を作る断崖だんがいの横に、洞窟が見える。




「あれだな。ちょうど人が出入りできそうな穴がありやがる。行くぞ」

「待ってください」




　エルトは洞窟に飛び込もうとしたアレンを引き留めた。




「なんだ？」

「中の様子を探ります。万が一、罠だったりしたら大変ですから」

「そんなことができんのか？」

「人がいるかどうかわかる程度ですけどね。それに、力を使ってる間は動けません」




　エルトは錫杖の底を灰色の地面につけ、目を閉じた。

　星皇教会の司教プリストスたちは、星皇神イミルセスの加護により、命を魔力の輝きとして見ることができる。

　人ならば白く、それ以外は赤く、といった具合だ。

　加護の力を通して見た洞窟には、確かにいくつかの白い光が内部にあった。




「中に何人かいます。やっぱり、ここで間違いありません。ただ……」




　目を開けたエルトは、どこか張り詰めた顔をしていた。




「ここには、攫われた人がいたりするんでしょうか？」

「あり得るな。それがなんだ？」

「なんだもなにも、だったらその人たちも助けないと！　放っておいたら、奴隷にされてしまいます！」




　息巻くエルトに、アレンは身体ごと正面を向けた。




「市場にいたときから思ってたんだが、お前、奴隷のことになると妙に熱くなるな」

「いけませんか？　窮地にある人へ手を差し伸べるのは、星皇教会の信徒しんとの務つとめです」

「ご立派なこった。でも、お前のそれは少し違うな」




　アレンがエルトの瞳の奥を覗き込む。




「助けようっていうより、守ろうとしてるって感じだ」

「……仰っている意味が、よくわかりませんが」




　エルトは背中が急に汗ばむのを感じながら、絞り出すように言い返す。アレンはエルトの様子に短くため息をついた。




「この際だ。はっきりさせようぜ。リンも奴隷なんだろ？」




　エルトは肯定も否定もせず、アレンを見る目をわずかに細めた。




「医者に診せられないってのも、それが理由だ。何も知らないはずの俺が、奴隷なのに行商をしてるリンを、衛兵に突き出しでもすると思ったか？」




　アレンの指摘はすべて、エルトが考えていたことだった。

　隠れ村で背中を治療した際、リンにハイファと自らの焼き印について明かされた。

　驚きはしても怒りはなかった。その程度で二人への信頼が揺らぐことはなく、むしろ、焼き印を消すという新たな目標をエルトの内心で立てさせたほどだ。

　しかし、知ってしまった以上、エルトも二人の秘密を隠さねばならない。

　そこに現れたアレンという存在に、嘘が苦手なエルトは気が気ではなかった。




「そうだと言ったら、どうなりますか？」




　アレンはエルトの周囲の空気が変化したのを感じ、手を前に出した。




「落ち着けよ。さっきも言ったろ？　奴隷になんざ興味はない。目的を果たすために、余計な時間も食いたくないんだ。だからこんなところまで来てる」

「ご自分の目的のために、リンさんたちには危害を加えないと？」

「そういうことだ。心配するな。終わったあとも何も言やぁしねぇよ」




　アレンの眼差しが、どこか遠くに向けられる。




「そんなことしても、待ってるのは後味の悪い結末だけだからな」




　エルトとアレンの間に、沈黙が漂う。

　しかし、それもほんの数秒のことで、すぐにエルトは息を吐いた。




「……わかりました。あなたの言葉を信じさせてもらいます」

「そいつはありがたい。お前相手にこの脚を使うのは、さすがに気が引けるからな」




　相槌を打ちかけて、エルトは止まる。




「えっ、まさか、暴力で解決しようとしてたんですか!?」

「そっちこそ殺気みたいなもん出してたじゃねぇか」

「そ、そうですか？　そんなつもりは別に……」

「自覚なしかよ……。あー、もういい。さっさと行くぞ」




　会話が元の調子に戻って毒気が抜け、アレンは洞窟へ足を動かす。

　追いかけるエルトは、一つの懸念が消えたことに安堵していた。これで当初の目的である解毒薬の回収に専念できる。




「目的……」




　前を行く痩せぎすの背中に、エルトはこちらも奴隷市場にいたときから気になっていたことを尋ねることにした。




「あの、アレンさんの目的って――」

「危ねぇっ！」




　言い終える前にアレンに突き飛ばされ、エルトは地面に倒れる。

　直後、エルトの頭上で何かが激しくぶつかり合う音が響いた。













３―１０　進化する獣骸装アニマファクト




「な……え……？」




　ひとつは異形化したアレンの右脚。そしてもうひとつは、初めて見るものだ。黒い翼に、黒い腕、その先端は鋭い爪になっている。それは、人の身体から伸びていた。




「…っらあっ！」

　アレンが脚を振り抜き、飛びかかってきた何者かは地面に着地した。




「まっすぐ向かってくる気配があると思ったら、オタクら何者だ」




　立ち上がったのは緑色の髪に黒衣の男。

　だが、魔獣と一体化したような、不気味な姿だ。

　エルトはその男によく似た姿を知っていた。しかし、こんなところで遭遇することはまったくの想定外だった。




「り、龍瞳教団っ!?」




　男――ルガインは、起き上がったエルトの言葉に不敵な笑みを見せた。




「へぇ、こんな子どもまで俺たちを知ってるのか。活動の賜物だね。しかし……」




　ルガインの視線が、ゆらりとアレンに動く。




「お前のその脚、見たところ獣骸装アニマファクトのようだが……宣教師か？」

「生憎、俺は星皇教会で世話になってな。お前らの神にも教義にも、クソくらえって思ってる」




　怪訝な顔をしたルガインは、すぐに何かを理解したかのように首を縦に揺らした。




「ああ、そうかなるほど。コンベルに現れた宣教師潰しってのはアンタか」

「なに……？」

「いやぁ、会ってみたいとは思っていたけど、まさか今日の今日に会えるなんて。ツいてるなぁ。討ち取れば、あの方も褒めてくださる……！」




　獣骸装アニマファクト《グリフォンの爪翼》が持つ一対の翼が、ルガインの身体を浮かべる。




「見せてくれよ。アンタの力をさっ！」




　再びの激突。衝撃はすさまじく、震える大気がエルトの肌を粟立たせた。




「エルト！　こいつは俺が引き受ける！　お前は解毒薬を取ってこい！」

「で、でもっ！」

「ごろつき相手とはワケが違う！　お前を守りながらこいつと戦うのは無理だ！」




　左から襲い来る爪を、アレンは身体を仰け反らせて避け、そのままルガインを蹴り飛ばす。




「ははっ！　いい体捌きだな！」




　ルガインの賛辞を無視し、エルトにさらに言葉をぶつける。




「腹ぁ括れ！　てめぇの神に、誓いを立てたんだろうが！」




　エルトは奥歯を噛み締め、洞窟へと走り出した。




「アレンさん、お気をつけて！」




　振り返らず、右手を軽く上げて応えたアレンに、対峙するルガインはほくそ笑む。




「何しに来たか知らないけど、むざむざ死にに行かせるようなもんじゃないか？　あの中には怖いおっさんたちがいっぱいだよ？」

「あいつを見くびるなよ。やるときゃやる。覚悟を持った男だぜ」

「そうかい。……なら、やられる前にあの子もさっさと仕留めないとなぁ！」




　ルガインの風切り音と共に迫る突進を、振り上げた脚で受け止める。




「よく言うぜ。最初の一撃、あれはエルトを狙ってただろうがよ！」

「あっはは！　バレてる！　にしてもやるなぁ！　今のは結構本気でかました一撃だったんだけど！」

「なら、もっと本気で来るんだな！」

「ああ！　そうさせてもらうよ！」




　大きく広げた翼で風を掴んで上昇し、上空で弧を描いたルガインが、アレンに向けて急降下する。




「そんなもんが何度も通用するか！」




　異形の脚から黒炎を噴き出し、迎撃の構えを取る。

　しかし、アレンの蹴撃は、ルガインが直前で軌道を変えたことで空振りに終わった。




「は……!?」

「アンタこそ、そんな簡単に俺の攻撃を見切れると思ってたの？」




　滝壺に移動したルガインは、自分の姿を反射する水面を翼で力強く殴打した。

　立ち上がった水飛沫が壁となり、ルガインの姿を隠す。




「子ども騙しが！」




　勢いよく振られた脚が、水の壁を切り裂く。

　ルガインの姿はすでに消えていた。




「いないっ!?　上か！」




　見上げた瞬間、水中から飛び出したルガインがアレンの首を掴んだ。




「ぐぁっ！」

「はははは！　翼を持ってるとさぁ！　みんな上を警戒してくれるんだよね！」




　アレンを掴んだまま上昇したルガインは、滝よりも遥か上空へ到達すると、その手を離した。




「自慢の脚も、空中じゃ意味ないでしょ！　地面に激突するまで、いたぶらせてもらうよ！」

「………………」




　声もなく落下していくアレン。気を失ったかと口角を上げたルガインだったが、すぐにその顔から表情が消えた。

　絶体絶命にあるはずなのに、アレンは意識も失っておらず、それどころかこちらを見て笑っていたのだ。




「お前、飛べるのは自分だけだと思ってるだろ？」




　アレンは脚を地面に向けた。ルガインはアレンが何かする前に即座にとどめを差すことを決意し、落下するアレンを追う。




「こっちにもあるんだぜ、そういうの！」




　滝の音すら掻き消す爆発音。

　それは、異形の脚から黒い炎を下方向に放つ音だった。




「なっ……！」




　アレンの身体が高く打ち上がる。




「にぃっ……!?」




　対するルガインはなおも降下中だ。

　アレンは、驚愕に塗れた彼の顔を見下ろす位置についた。




「そぉらよっ！」




　炎の噴射と共に振り下ろされた踵が、ルガインを捉える。

　ルガインの身体は風を切り裂いて落下。激突した地面から土煙があがった。

　重力に従って地面に向かうアレンは、地面が近くなった瞬間にもう一度炎を爆発させ、その衝撃を利用して軽やかに着地する。

　滝になる川の岸、やや陥没した地面に転がったルガインに、アレンはなおも警戒を解かない。




「ふぅ……。立てよ、鳥野郎。直前で防御したのはわかってる」




　むくりと起き上がったルガインは、腕の先の爪で頭をさすった。




「いたたた……。本当に強いな、アンタ。あの攻撃、大体のやつは死ぬのに」




　両方の脚でしっかりと立つルガインのこめかみからは、血が垂れている。




「爆発の勢いで飛ぶとか滅茶苦茶すぎて笑える。コンベルで宣教師を倒して、拠点もぶっ壊したってのも頷けるよ」




　まだ余裕たっぷりな様子のルガインに、アレンはいつでも追撃を行える体勢のまま言い返した。




「さっき言いそびれたが、それをやったのは俺じゃない」

「へえ！　じゃあアンタみたいなのが他にもいるのか！　どんなやつなんだ？」

「知らねぇな。お前こそ宣教師のくせに、なんで人攫いのアジトにいやがる」

「成り行きさ。探し物を頼まれてね。拠点にちょうどいいかと思ったら、先客がいたんだ。ちょっと力を見せたら、すぐに譲ってくれたけどね」




　戦いの場には似つかわしくない、どこか暢気な会話。しかし二人の間では、隙を伺うための視線のぶつかり合いが幾度となく繰り広げられている。




「笑えるぜ。宣教師が人殺しもせずに探し物かよ」

「直々の命令なんだ。アンタも知ってるでしょ？　我らが教主さまさ」

「教主？　てめぇらの親分か」

「そうだよ。じゃあ一応、アンタにも聞いておこうかな」




　一陣の風が、断崖を駆ける。




「龍の魔峰って知ってる？」




　その一瞬を、ルガインは逃さなかった。一気にアレンに肉迫し、彼の右腕に爪を突き立てる。




「ぐ、く、おぉお……っ！」

「反応した！　心当たりがあるんだ！」

「て、めえぇっ！」




　地面に刺した右足を軸に回転し、アレンはルガインを振りほどく。




「っ……！」




　アレンの額に汗が滲む。異形の脚が生み出す炎は、アレンの身体に宿る魔力、つまりは生命力が燃料。過度な使用は本人の危険に繋がる。飛行に爆発を使うのも、長い噴射は体力の消費が激しいからだ。

　しかし、まだ戦えなくなるまでの消耗はない。アレンが感じている焦燥は、命の燃焼とは別のところにあった。




「なんで、お前が龍の魔峰のことを！」




　わずかに距離の離れたルガインに、アレンは叫ぶ。




「そりゃ、教主さまに聞いたからね。教団の今後にとって邪魔になる異界。その入り口になる石像を壊してほしいんだってさ」

「邪魔だと？　教団とあの場所に何の関係がある！」

「そこまで話す義理はないなぁ。でも、しっかり仕事はこなしてるよ。いただいた絵を元に探してさ、ここに来るまでに、それっぽいのを三つは壊した」




　アレンの顔がますます険しくなる。未だ漠然としている目的地への入り口が、すでに破壊されている。自分たちの目的地にあるものがそれに含まれていたら、もう手の打ちようがない。




「……どうやら、本格的にお前をここでぶちのめさないといけないらしいな」




　異形の脚に力を入れ、ルガインを睨む。

　ルガインは喜悦に染まった顔で言葉を紡いだ。




「そうこなくっちゃ！　俺も、アンタになら本気の本気でぶつかれそうだ……！」




　身体を低くして、両手を地面につけると、ルガインを中心に風が渦を巻き始めた。




「俺さ、教主さまに期待されてるんだよね。俺だから使えるって言ってくださった。命を喰らって強くなる、この――進化する獣骸装アニマファクトを！」




　ルガインの背に生える黒翼が、一回り大きくなり、同時に彼の四肢が変質する。

　人の身体を離れ、獣のように。鋭く、力強い輪郭が形成されていった。




「おいおい、噓だろ……！」




　骨格規模の変化が、アレンの眼前で進む。陽の光を遮り、影は大きくなっていく。




「さあ、もうひと勝負といこうじゃないか！」




　ルガインの身体は人の上半身を残し、空を征く魔獣《グリフォン》へと転じた。










３―１１　背後に潜む危機




「まさか、宣教師がいるなんて……！」




　洞窟に入ったエルトは、自分の想像を易々やすやすと越えてくる事態に慄いていた。




「レイバさんが言っていたこと、本当なんだ……」




　エルトの胸には、隠れ村でレイバの口にしていた言葉が刻まれている。あの村にいた彼らだけが例外で、龍瞳教団はやはり凶悪な集団なのだ。実際に襲われたのが、何よりの証拠と言えよう。

　そして、龍瞳教団は死を撒き散らす。この渓谷はペレタに近い。標的にされる可能性も十二分にある。




「まだ街に被害はないみたいだけど、早くなんとかしないと！」




　薄暗く曲がりくねった道を進むと、わずかに開けた場所に出た。

　少し目を凝らすと、遠方に光が見える。




「繋がってる……。魔獣の巣穴かなにかだったのかな？」




　そして、手前にはエルトが入ってきたものよりも大きな横穴があった。




「こっち、だよな……」




　肺に潜り込む冷たい空気が、身体を強張らせる。

　アレンにかけられた発破はっぱを思い出し、意を決して足を踏み入れた。

　魔力を流した錫杖を松明たいまつ代わりに、少しずつ奥へ。

　警戒のため、左右に忙せわしなく視線を動かす。

　だが、そのせいで足元がやや疎おろそかになってしまった。




「――わっ」




　ぬかるみに足を取られ、前のめりになる。しかし、地面に手をついてどうにか転ぶことは避けられた。




「ふぅ。……ん？」




　手のひらを見ると、べったりとなにかが付着していた。

　赤黒く、そして、かすかな鉄の匂い。

　それは、血であった。




「ひっ!?」




　思わず悲鳴を上げてしまう。

　エルトは自分が踏んだぬかるみも、手に付着している血と同じものだと理解して、全身から汗が噴き出した。




「どうして、こんなところに血が……！」




　よく見れば、血は穴のさらに奥から続いている。

　エルトは唾を飲み込んで、なおも前に進む選択を採った。

　壁伝いに慎重な足取りで目的地を探すが、それらしい部屋も横穴も見つからない。




「思っていたより広い……。奥の部屋ってどこなんだ？」




　気を張り続けているため、わずかな距離でも、とても長く感じる。疲労こそ少ないが、焦りばかりが募っていく。




「本当は話し合いで解決したいけど、うまくいかないな……」




　今の自分が、成り行きとはいえ盗みを働いているような気がするのも、どこか足を重たくしている。

　そんなエルトの前に、二股の分かれ道が現れた。




「どっちだろう……」




　もう一度、加護を用いた探知を行おうとした瞬間だった。




「誰だ！」




　鋭い声が飛来し、身体が硬直する。

　分かれ道の左側からエルトの前に現れたのは、見覚えのある人攫いたちだった。

　見覚えがあるのは彼らも同じらしく、エルトの顔を見るなり驚きを露わにする。




「お前、昼間の！」

「どうやってここに！」

「いったい、何しに来やがった！」




　身構える男たち。エルトは彼らの行動を止めようと半歩前に出る。




「ま、待ってください！　僕は戦いに来たわけじゃ――」

「いや……」




　しかし、エルトの声は遮られた。

　男たちの顔が、みるみる歪んでいく。




「何しに来たかなんて、もうどうでもいい」

「ああ。お前らに会ってから、いよいよおかしくなっちまったんだ……」

「そうだ、そうだ……お前らのせいで、お頭は！」




　腰に提げた剣やナイフが、錫杖の光を反射する。




「み、みなさん？　どうか、落ち着いて僕の話を……！」

「黙れ！」

「こうなりゃヤケだ！」

「死にさらせぇええぇぇぇぇっ！」




　男たちが一斉に飛びかかる。




「わあぁぁぁぁぁっ!?」




　エルトの悲鳴と共に、錫杖の光が大きく広がった。

　叫んだ弾みで杖に流れ込んだ大量の魔力が輝きに変わり、エルトの姿を隠した。




「く、くそ！　なんだ今の光！」

「おいっ、あのガキはどこ行った！」

「出口の方だ！　追え！」




　男たちの声を背後に聞きながら、エルトは元来た道を戻る。こうなってしまうと、解毒薬の確保など言ってはいられない。




「せっかくここまで来たのに……！」




　胸の中でのたうつ、忸怩じくじたる思い。エルトには、人に向かって攻撃魔法を積極的に使う選択肢はない。

　戒律で厳しく禁じられているのもあるが、一番の理由は、ラティアが行方不明になる前日に交わした誓いがあるからだ。

　だが、そんなことを人攫いたちは知る由もない。追ってくる怒号どごうと足音はどんどん近づいてくる。




「なんとかしないと、なんとか……！」




　出口が見えた瞬間、エルトは天啓てんけいを得えた。




「そうだ！　防御魔法で壁を作って、あの人たちの足を止めれば！」




　洞窟は一本道。塞いでしまえば彼らも手出しはできないはずだ。

　エルトは出口の手前で踵きびすを返し、詠唱のために息を吸う。

　トン、と背中に硬いものがぶつかった。




「へ？」




　ありえない。直前まで出口は見えていた。行き止まりのはずはない。

　ゆっくりと、振り返る。




「あらぁ、誰かと思えば、あの荷台にいた可愛い坊やじゃない」




　そこには、アレンが荒野で蹴り飛ばした筋骨隆々の男がいた。




「つーかまーえたっ！」




　頭での処理が追いつかず、丸太のような腕に抱き上げられて、エルトはようやく我に返る。




「わ、わあぁっ！　離して！　離してください！」

「うふふふ！　元気がいい子ね！　迷子かしら？」




　女の口調で話す男は、エルトの抵抗などまったく意に介さない。

　そこに男たちが追いついた。他の仲間も呼んだのか、明らかに数が増えている。




「あっ！　ボニーさん！」




　ボニーと呼ばれた男は、エルトを抱えたまま男たちを見やった。




「アナタたち、何があったの？」

「ボニーさんが戻ったのかと思ったら、変な光が見えて、近づいたらそのガキがいたんだ！」




　頬に十字傷がある男が、ボニーの問いに答える。




「俺たちを襲いに来たに違いねぇ！」

「やっちまおうぜボニーさん！」




　ボニーは湧き上がる男たちの怒号を受けつつ、今度はエルトを見つめた。




「ボクちゃん、そうなの？」

「ち、違います！　僕は解毒薬を取りに来たんです！」




　首を何度も横に振って、エルトは懸命に訴える。




「危害を加えるつもりはありません！　あなた方には頭目がいたはずです！　その人と話をさせてください！」

「彼なら死んだわ」




　短くそう告げたボニーの表情は、とても冷たかった。




「えっ？」

「アタシたち、変なやつに命握られちゃっててね。彼、ソイツと話すって言って出て行ったら、その後に……」




　エルトは二つの事柄が繋がったのを確信する。




「その変なやつというのは、龍瞳教団の宣教師ですね？」

「あら、ボクちゃん知ってるの？　その通りなの。突然現れたアイツに、仲間が何人も殺されてるわ。見せしめってやつよ」

「な、なんてことを……」




　愕然とするエルトに、ボニーは怪しく微笑む。




「そう。酷いでしょ？　アタシたちも割と限界感じてるの。だ、か、ら……」




　ボニーが腕に力を入れて、エルトをさらに自分の身体に密着させる。




「ボクちゃんをいただいて、そのままトンズラしちゃおうかしら？」

「ひいいぃっ!?」




　ぞわわわっ！　とエルトの全身に鳥肌が立った。




「やめっ、やめてください！　おおお、怒りますよっ？　本当に怒りますよっ!?」

「ボクちゃんは売り飛ばしたりしないから安心して？　代わりにアタシがめいっぱい可愛がってあげるわー！」




　エルトの抵抗も、ただボニーを喜ばせるだけになってしまう。




「ほらアナタたち！　ボサッとしないで縛るものと口を塞ぐもの持ってきなさい！」




　喜々とした顔のボニーから命令が飛ぶ。

　しかし、男たちは動かない。怯えた小動物のように、震えて立ち尽くしている。




「な、なんで……」




　それどころか、エルトまで目を見開いて固まっていた。




「ちょっと、どうしたってのよ」

「ボ、ボニーさん、うう、うしっ、後ろ……！」




　短髪の男が指さす方向に首を動かす。

　そこに、異形の大男がいた。










３―１２　神は来ずとも




「んなっ!?」




　自分よりも大きな身体を持つシャンが突然現れたことに、ボニーは動揺どうようする。




「な、なに、こいつ。いつの間に私の後ろに!?」

「シャンさん……どうしてここへ？」

「………………」

「シャンさん？」




　エルトが再び名前を呼ぶと、シャンの背中から伸びる管が青い煙を吐き出した。

　煙は意思があるかのように、ボニーの首を取り囲んでいく。




「……ぐげえええぇっ!?」




　直後、ボニーが苦悶くもんの絶叫を吐き出した。




「い、いき、息が……でき、な……っ！」




　ボニーの腕による拘束が緩み、エルトはどうにか着地する。

　同時に、ボニーの身体が少しだけ浮き上がった。

　自由になったボニーの手が、青い煙を掴もうと暴れる。

　だが、煙は指の間をすり抜け、彼の首から離れない。




「ごぼっ、が、がっが……！」




　ボニーは口の端から泡を吹き、手足の動きも次第に緩慢かんまんになっていく。

　このままではいけない。悟ったエルトはシャンへ顔を向けた。




「シャンさん！　やめてください！　もう十分です！」




　エルトが叫び、煙は弾はじけて消えた。

　背中から地面に落ちたボニーは、身体を折り曲げ、短い周期で大きく息を吸っては吐いてを繰り返す。




「ぼ、ボニーさん！」

「大丈夫ですか！」

「しっかりしてくれ！　ボニーさん！　アンタまでいなくなったら、俺たちは……！」




　男たちの悲痛な声を聞き、エルトが回復魔法を使おうとした矢先。




「ああもうっ！　離れなさいよっ！」




　縋りつく男たちを跳ね除け、ボニーは地面に拳を打ちつけた。




「いい加減にして！　なんなのよ！　なんなのよ本当に！　どうしてこうわけの分からないことばかり起きるのよぉ……！」




　うずくまって震えるボニーの目からは、涙がこぼれていた。




「覚悟はしてた！　ロクな死に方しないくらい、わかってたわよ！　けど、こんなの、あんまりじゃない！　お頭かしらちゃんも他の仲間たちも、遊び半分に殺されて……っ！」

「ボニーさん……あんた、そこまで……」

「くっ！　お頭かしら……！」




　人攫いの男たちも、暗い表情で俯く。ボニーと同じように、彼らの心もまた、不条理によって摩耗まもうしていた。




「……アナタ、さっき解毒薬がどうのって言ってたわね。ひょっとして、そっちも仲間がやられたクチかしら」




　上半身を起こしたボニーが、エルトに向けて自嘲気味に笑う。




「仕返しに来たなら、大成功よ。さぞ気持ちがいいでしょうね。本当はアナタも、アタシたちなんて簡単に殺やれるんでしょ？」




　男たちから、先ほどと違った感情のこもった視線がエルトに集中する。




「……僕は、最初から仕返しなんて考えていません」




　どうあろうと彼らが悪事を働いていたことに変わりはない。

　リンが毒に倒れたのも、原因は彼らだ。

　それでも。

　目の前で罪を認め、涙を流す人を、見捨てることはできなかった。




「ボニーさん、でしたか」




　エルトは変装用のローブを脱ぎ、星皇教会の司教プリストスとしての姿に戻る。




「僕はあなたの、あなたたちの言葉を聞きました。犯した罪は償つぐなわなければなりませんが、その悔恨かいこんは、きっと我らが主も聞き入れてくださるでしょう」




　膝を折り、ボニーと同じ目線で語りかける。

　エルトの姿に面食らったボニーは、すぐにまた顔を伏せた。




「……神さまなんていないわよ。本当に辛いとき、何もしてくれないもの」

「よく言われます。だから、僕たちがいるんです」




　エルトは、かつて自らもラティアから聞いた、司教プリストスの存在意義の話を思い出した。




「主は、僕たちの前に現れることはそうありません。だから加護を受けた僕たちが、主に代わって人々に手を伸ばすんです。そして、僕たちが助けた誰かが、また別の誰かを助ける……。そういう繋がりを、主は見守っておられます」

「アナタが、アタシたちを助けてくれるっていうの？」

「はい。それが、僕の使命です」




　立ち上がったエルトは、錫杖の先を覆う布を取り去る。




「まずは、あの宣教師をどうにかしないとですね。今、僕と一緒にここに来た人が戦っています。加勢しないと」

「大丈夫なの？　アイツ、恐ろしく強いわよ」

「わかっています。でも、獣骸装アニマファクトとの戦い方は、心得こころえているつもりです。シャンさん、行きましょう」




　エルトが走り出し、下半身を煙に変えたシャンもそれに続く。




「なんなんだ、あのガキ……」

「あんなやつ相手に、どうしようってんだ」

「どうせ殺される。いい機会だ。アイツの気を引いてくれてる間に逃げちまおう」




　男たちは、小さくなっていく少年の背中に、思い思いの言葉を口にする。

　ひとり沈黙していたボニーは、土を巻き込んで拳を固め、力を入れた両足で立った。




「アタシたちも行くわよ」

「ボニーさん!?」

「本気ですか!?」




　どよめく男たちに、ボニーはジロ、と鋭い目を向けた。




「根性見せやがれ！　テメェの不始末、あんなガキに片付けられたら終わりだぞ！」




　洞窟の空気を震わせるほどの一喝に、男たちは目を丸くした。




「ぼ、ボニーさん？　いつもの口調が……？」




　厳めしい、激情に満ちたボニーの顔が、一気に弛緩する。




「なーんて、お頭かしらちゃんなら言うんじゃないかしら？」




　ぽかんとなる男たち。しかし、すぐに互いの顔を見合わせ、短く息を吐いたり、頭を振ったりしたあと――。




「ボニーさん！　あんたの言う通りだ！」

「そうだ！　やられっぱなしじゃいられねぇ！」

「おうとも！　やってやらぁっ！」




　武器を手に取り、口々に勇ましい声をあげる。




「よぉし、行くわよアンタたち！」




　男たちは少年を追って、光に向けて駆け出した。










３―１３　復讐の徒




「見せてあげるよ！　今の俺の全力をさぁ！」




　魔獣と融とけ合あい、倍近い巨体へと変貌したルガインが、アレンへ突進する。




「図体が大きくなったところでっ！」




　背後が断崖になっているアレンは、前方に跳躍ちょうやく。




「俺が怯むと思うなよ！」




　まだ人間の姿を保つルガインの上半身を狙った蹴りを放つ。




「おっと危ない！」




　が、ルガインはアレンの予想よりも素早い動きで身を翻した。




「そぉら、ガラ空きだ！」




　大槌おおつちのような脚から放たれる攻撃が、アレンの胴体を叩く。




「ぐあっ！」




　水面を跳ねて対岸へ転がったアレンは即座に立ち上がるが、突然暗くなって視界に顔を上げた。

　グリフォンの脚が、すぐ目の前にあった。




「あははっ！　潰れちゃえよ！」

「ンなろぉっ！」




　足裏で爆発させた炎の勢いで移動し、アレンは一瞬前まで自分がいた場所が大きくひび割れているのを睨みながら、異形の脚を地面に刺して停止した。

　ひび割れのすぐ近く。ルガインはアレンに喜悦の混じった目を向ける。




「すごいなぁ。この姿の俺を見て、まだ生きてるなんて！」




　対するアレンは、忌避の混じった眼差しを投げ返す。




「お前、平気なのか？　ほとんど魔獣じゃねぇか。元に戻れるのかよ、それ」

「ご心配どうも。　でも大丈夫。　前にも一度この姿になったことがある。なんだったら人間でいる時より気分がいいよ！」

「ふん、化物ばけものが……」

「アンタも、似たようなもんじゃないか」




　発言と同時に、グリフォンの脚がアレンの頭を潰さんと繰り出される。




「チィッ！」




　横に跳んだアレンを目がけて、ルガインは鋭い爪を持つ自分の腕を伸ばした。




「力を振るうのは楽しいだろう？　その脚で、たくさん殺したんだろう？　俺たちは同類だ！　一緒に教主の役に立とうよ！」

「ふざけるな！　俺はてめぇとは違う！」




　ルガインの連続攻撃を躱かわしながら、アレンは怒気を孕んだ声を張り上げる。




「誰かのためじゃない！　俺は、俺のために戦ってる！」




　吼え猛るアレンに、ルガインの顔から表情が消える。




「あっそ。案外つまんないな。だったらそこらのチンピラでも相手してりゃいいのに。なんでアンタはそんな脚を持ってるんだ？」

「ンなもん、決まってるだろ！」




　異形の脚が燃え上がる。その炎の色は、深い紫に変わっていた。




「俺から、俺のすべてを奪ったやつをぶっ殺すためだ！」




　地面を砕きながら飛び出したアレンに、ルガインは哄笑した。




「はははっ！　なんだよ、結局殺すんじゃないか！」




　直線的な動き。強化された視力ならば容易に追える。今度こそ、この爪で掴み、踏み潰し、千切り殺す。ルガインの目は、すでに人から凶悪な獣へと変じていた。

　しかし――。




「殺すさ！　だが、たった一人だ！」




　アレンの目は、それ以上に力強い輝きを宿している。




「そいつを殺して、俺も死ぬっ！」

「意味不明なんだよ！　アンタはさぁっ！」




　グリフォンの爪がアレンの頭を捉える。その直前。アレンの右足で炎が爆ぜ、アレンの身体を左へずらした。

　爪は空を切り、ルガインに隙が生じる。アレンの左足は、炎を圧縮していた。




「それが俺の、復讐だあぁぁぁッ！」




　爆発の威力を上乗せした左の膝蹴りが、ルガインの顔面にめり込む。




「がぶぁ……っ!?」




　吹き飛びそうになる意識。ルガインはそれでも確信した。




（さっきより、速く――！）




「おぉぉぉらあぁっ！」




　再びアレンの右足が爆発。グリフォンと混ざり合ったルガインの巨体を空に打ち上げた。

　無防備を晒すルガインの上半身に、すかさず炎を纏う右脚が叩きつけられる。

　続けざま、大きく傾いたルガインを全力で振り抜いた左脚がさらに蹴り上げた。




「この……！　調子に乗るな！」




　ルガインは黒翼を広げて風を掴もうとする。その行動はアレンの予測の範疇だった。




「させるかよ！」




　異形の右足の踵かかとから、鎌のように婉曲えんきょくした刃が伸び、ルガインの翼を切り裂く。

　逃げる手段を失ったルガインの身体が、重力に引かれて落ち始めた。




「そ、そんな！　俺は……俺は強いのに！　強いはずなのにっ！」




　自分よりも高い位置にいるアレンを睨にらみ、忌々しげに叫ぶ。




「今まで、手加減してたっていうのか!?」

「本気だったさ。お前に気づかれないように振る舞うのにな」




　右足の爪先にも同様に、三本の刃が現れる。アレンの右脚は形状こそ猛禽に似るが、明らかに強大かつ凶悪なものになった。




「ありがとな、そんな姿で暴れてくれてよ」

「なに……!?」




　ルガインがその言葉の真意を推し量る間もなく、アレンは左足からの爆発を利用してさらに上昇。落下の開始に合わせて、左足を空に向けた。

　四つの刃が切っ先を合わせた右足が、宵闇よいやみの色に包まれる。




「相手が悪かったぜ、お前」




　これまでより一段階強い爆発が、アレンを射出した。

　身体を穿うがつ衝撃に、ルガインは悲鳴をあげることもできず、そのまま超高速で地面に激突する。

　地面はさらに深く割れ、その陥没の中心に、ルガインを踏みつけるアレンがいた。




「……がは……っ！　ふ、ふ、ふふ……」




　ルガインの口から血が溢れる。しかしその口の端が嘲りを込めてつり上がる。




「なん、だよ……。言った割には、大したことないね……！」




　めり込んだルガインの身体は、まだ魔獣との融合状態。全身に激しい痛みはあるが、動けないほどではない。その思考には、アレンの喉笛を掻き切ることしかなかった。




「お前こそ、なに勘違いしてんだ」




　笑顔のルガインとは対照的に、アレンは冷たい表情を見せる。




「この程度で済むなんて、思ってんじゃねぇよ」




　次の瞬間、崖の一部が、凄まじい音と共に崩落した。

　それも、アレンとルガインを諸共に巻き込んで。




「がっ、崖が崩れ――ああっ!?」




　突然のことに焦ったルガインは、踏みつけられている身体に熱を感じた。




「あんな場所で、あんだけボコスカ地面を叩けば、こうなるのも当然だろうが」




　ルガインに乗せたままのアレンの右足が、青い炎を覗かせている。




「これで……」




　アレンが何をしようとしているか、理解したときにはすでに手遅れだった。




「ま、待って――」

「終わりだっ！」




　再びの轟音とほぼ同時に、ルガインは滝壺の横の地面に叩きつけられる。追い打ちをかけるように大小さまざまな岩が降り注いだ。













３―１４　譲ってはならぬもの




　着地したアレンは、背後の岩の山を見上げ、すぐに足元に視線を下げた。




「……まだ、死んじゃいないだろ？」

「う、ぐうう……！」




　岩の下敷きになって呻くルガインは、話しかけてきたアレンに殺意に満ちた目を向けた。




「よくも、こんな……！」

「悪いな。すぐに死なれちゃ困るんだよ」




　不敵に笑うアレンは、洞窟から飛び出す人影に視線を移した。




「あ、アレンさん!?」




　エルトだ。なぜか変装を解いているが、目立つ外傷はない。




「おう、ちょうど終わったところだ。そっちはど……あ？」




　アレンは最後まで言い終えることができず、怪訝な顔になった。




「ウオオオオ！　……あら？　なにこの状況」




　エルトに続いて、人攫いたちが躍り出てきたのだ。しかも、見覚えしかない筋骨隆々な男が先頭で。




「って、あーっ！　アンタ、アタシの顔を踏んづけたやつ！」




　アレンの姿を視界に捉えたボニーは、顔を真っ赤にして憤慨した。




「さっきはよくもやってくれたわねぇ～……！　今度こそギッタンギッタンにしてやるわ！」

「ちょ、ボニーさん落ち着いてください！　あの人は敵じゃありません！」

「止めないでボクちゃん！　乙女の顔を蹴るようなやつは敵よ！　人間の敵！」

「概ね同意します！　けどボニーさんは男性ですよね!?」




　今にも飛びかからん勢いのボニーを止めるエルト。三白眼でその光景を観察するアレンは、どうにも背後関係がわからなかった。




「おいエルト。俺は解毒薬を取ってこいって言ったよな？　それがなんで人攫いどもと仲良くなってやがる」

「い、いやぁ、これにはちょっとしたワケが……」

「ボニーさん！　あいつ、あの宣教師野郎をやっつけてますぜ！」




　人攫いの一人、眼帯の男が、岩に身動きを封じられたルガインを指差した。




「んまっ！　本当だわ！」




　ボニーを筆頭にしてルガインとアレンのいる方へ向かう人攫いたち。エルトも彼らに続いて、ボニーに押しのけられたアレンのもとへ駆け寄った。




「この方たち、その宣教師に襲われて、無理やり従わされていたそうなんです。頭目をはじめ、他のお仲間の方も何人も殺されてしまったらしくて……」

「それで決起したってわけか。そりゃ悪いことしたな。復讐相手を取っちまった」




　ルガインを囲む人攫いたちを見ながら、アレンは腕を組む。エルトはアレンの異形化した脚に意識を向けた。




「やっぱり、ハイファさんのものと似てますね。その脚……」

「そりゃあ、同じ材料だからな」

「え？」




　問いただすより早く、アレンとエルトの間にボニーが割って入った。




「ぼ、ボニーさん？」

「ボクちゃん、本当にありがとうね。アナタのおかげよ」

「おい、戦ったのは俺の方で――」

「アンタは黙ってなさい！」

「ええ……」




　あまりの気迫にアレンは続く言葉が出なくなってしまう。ボニーは曖昧に笑うエルトに膝を折り、腰布に括りつけていた小瓶を手渡した。




「これ、アタシたちが使ってる毒の解毒薬。欲しがってたでしょ？」

「い、いいんですか？　僕、まだ何もしてないのに」

「私たちを助けてくれようとしたじゃない。それで十分。ただ、すっごく苦いから、そこは勘弁ね」

「ボニーさん……！　ありがとうございます！　アレンさん、やりました！」




　エルトはアレンに見えるように小瓶を高く掲げた。




「ああ。急いでペレタに戻るぞ。あいつらが待ってる」

「はい！」




　元気よく頷いたところで、エルトははたと気づく。




「あれ？　シャンさん？」

「どうした？」

「アレンさん、シャンさんを見ませんでしたか？」

「は？　あいつも来てるのか？」

「来てるもなにも、僕を助けてくれたんです。洞窟を出るまでは一緒だったのに……」




　周囲を見渡すも、それらしき姿は見当たらない。




「やっぱりいない……。もしかして、洞窟の中にいる人を助けに？」

「それはないわ。前に捕まえたのは、もう売られてしまったし」




　洞窟に振り向いたエルトに、ボニーが首を振る。




「それにアタシたちも今はこれで全員。あの中に誰もいないわ。もっとも、こんなにされちゃ、引き払うしかないけどね。もう足を洗うんだし、いい機会だわ」

「そ、そうですか。アレンさん、どうしましょう？」




　シャンを案じるエルトに、アレンは涼しい顔をする。




「あいつのことだ。そんなに心配しなくてもいいだろ」

「わかるんですか？」

「ここまで自力で来たんだぞ。帰りだってどうにかするだろうさ」

「それはまあ、そうかもですけど……」




　不承不承といった様子で、エルトは口を尖らせた。




「っと、忘れるところだった。帰る前に聞いておかなきゃな」




　アレンは人攫いたちの間を通り、ルガインに近づく。砂に塗れた顔が、のそりと動いた。




「……なんだよ」

「なんで教団は龍の魔峰を狙う。正直に話すなら、そこから出してやるぞ」




　アレンを追いかけたエルトは、首を傾げた。




「アレンさん？　どういうことです？」

「こいつ、俺たちが目指してる龍の魔峰への入り口を壊して回ってたらしい」

「え……ええっ!?　どど、どうしてそんなことを!?」

「それを今聞いてんだっつの……。おら、とっとと話せ」




　アレンは柄悪く座り、ルガインの額を小突く。

　龍瞳教団にはあの女神官がいる。教団の狙いがわかれば先手を打ち、引いてはあの女の鼻を明かすことに繋がるかもしれない。これは、アレンの私怨による尋問だ。

　ルガインは首を右に動かした。




「誰が話すか。教主さまを裏切るようなことはしない」

「……ああ、そうかよ」




　すんなりと引き下がったアレンに、エルトは意外そうな顔を向ける。




「いいんですか？」

「期待しちゃいない。それに、あんまり待たせたられないだろ。向こうも、こっちも」

「こっちって……あっ」




　エルトはアレンの言っている意味がわかった。

　人攫いたちの雰囲気が、変わっている。




「さぁて、どうしてくれようか、こいつ」

「今まで散々コケにしてくれたからなぁ……」

「頭しか出てないが、首から下は危ないから、むしろ安心だぜ」




　彼らの様子に何か言いかけたエルトを、ボニーがその首根っこを引いて下げさせる。




「悪いわね、ボクちゃん。ここからは、アタシたちの番なの」

「あ、あなた方は、改心されたのでは……!?」

「それとこれとは別。そっちのアナタなら、分かってくれるんじゃない？」




　話を振られたアレンは、薄く笑った。




「ああ。譲っちゃいけねぇ落とし前ってのはある。エルト、この世界には、お前の優しさでもどうにもできない人間ってのがいるんだよ。そこの宣教師みたいにな」

「アレンさんまで……」




　アレンの目に、わずかだが暗いものが見えた。アレンを少しはわかったつもりでいたエルトは、それが思い上がりなのだと痛感した。




「ボクちゃん、エルトっていうのね。覚えておくわ。終わったらアタシもペレタに行くから。色々相談に乗ってちょうだい」




　ボニーは、エルトの頭を撫でて微笑む。




「行くぞ。見てても面白いもんじゃない」

「は、はい……」




　アレンに背中を押されて歩き出すエルトは、小瓶を握りしめ、背後で起きることに意識を向けないようにした。

　アレンもエルトの健気な努力に報いるため、やはりここで異形の脚による大跳躍を行うことを決めた。




「……あ？」


　ふと、妙な違和感を覚え、足を止める。




「アレンさん？」

「なんだ、この感じ……？」




　何かが起きようとしている。

　ほとんど気のせいのような、不確かな感覚。

　それでも、全神経が、危険を訴えている。

　振り向いたアレンの視線の先に、ルガインがいた。




「……終わる？　俺が？　いいや、そんなはずはない……」




　ルガインの口が呪文めいた言葉を紡いでいく。




「そうだ。もっと殺さなきゃ。もっと殺して、強くなるんだ」




　その身体が膨れ上がり、押さえつける岩たちが崩れ始める。




「もっと多く。もっと強く。もっと、殺さなきゃ……！」




　赤く塗り潰された目を見た瞬間、アレンは叫んだ。




「お前ら！　今すぐそこから離れ――！」




　視界を埋め尽くす、黒い閃光。

　続けて、とてつもない衝撃と爆音。

　ルガインを中心にして、滝を吹き飛ばすほどの爆発が起きた。










３―１５　禍つ黒翼の獣




　反射的にエルトを庇ったアレンは、異形の脚の爪を地面に食い込ませて耐えた。

　どうにか自分もエルトも無事なことを確認したアレンは、爆発の方へ視線を移す。




「どうなってやがる……！」




　そこには、魔獣がいた。

　人間の名残など欠片も残らず、ただ、《グリフォン》となり果てた姿があった。




「あ、アレン、さん？　なにが、何が、起きて……？」

「見るなエルト！」




　叫んだ時には、巨大な魔獣と、爆発の余波に巻き込まれて肉片と化した人攫いたちを見てしまった。




「ひぃっ……!?」




　眼前の凄惨せいさんな光景に青ざめるエルト。




「きゃああああっ!?　なに!?　何が起きたってのよぉっ!?」




　その真横で、甲高く、かつ野太い悲鳴があがった。




「ボニーさん!?　無事だったんですね！」




　エルトとアレンは、ボニーのそばに、十字傷の男と眼帯の男もいるのを認めた。




「一瞬早く動けてたから、どうにかね。にしても、酷いわ……」

「生き残ったのは、俺たちだけかよ……」

「そんな……みんな死んじまった……！　みんな……！」




　声を震わせ、愕然とする人攫いたち。アレンは己の詰めの甘さを内心で悔いた。




「くそっ！　もう一発ブチ込んで、今度こそ！」




　グリフォンに叫び、異形の両脚が再び宵闇色の炎を噴き上げる。




「コオォォロォスウウゥウゥウゥッ！」




　グリフォンは人語のような咆哮と共に、完全に再生した翼で風を巻き起こした。




「ぐ……っ！」

「うわああっ!?」




　暴風を耐えるエルトたちの前で、グリフォンの巨体が浮かび上がる。

　滝よりも高い位置に至ると、アレンたちには目もくれず、川の下流へ飛んでいった。




「どういうことだ？　あいつ、一体どこへ……」




　エルトもアレンと同様に、魔獣の行動に疑問を抱いた。

　しかし、滝の音と川の流れから導き出した答えに、顔から血の気が失せる。




「大変だ……！　この川の先には、ペレタの街があります！」

「なんだとっ!?」




　エルトの発した言葉と、ルガインだったグリフォンの咆哮に、アレンは忌々しく思いながらも合点がいった。




「もっと殺すってそういうことかよ……！　ペレタを襲うつもりだ！　追うぞ！」




　アレンはエルトを肩に担ぎ、一気に跳躍に移る。




「待って！」

「俺たちも！」

「連れてってくれ！」

「お前らっ!?」




　離陸の瞬間、右脚にボニーが、左脚に二人の男がしがみついた。爆発は五人をまとめて空に放り投げる。




「なんでお前らまでついてくんだ！　重いだろうが！」




　青筋を立てるアレンに、ボニーたちは脚を抱く力を強める。




「冷たいこと言わないでよぉ！」

「あんなところに置いてかれたら、どうにかなっちまう！」

「頼むよぉ！　行く当てなんてないんだぁ！」

「ふざけんな！　気色悪い！」

「アレンさん！　まずいです！　も、もうあんなに遠くに！」




　エルトが示す前方。飛行するグリフォンとこちらとは、すでにかなり距離がありもはや一刻いっこくの猶予ゆうよもない。ボニーたちを振りほどくために動けば、この差を埋めきれなくなるのは確実だ。

　歯噛みしたアレンは、半ば自棄やけ気味に叫ぶ。




「チッ！　仕方ねぇ、しっかり捕まってろよ！」




　アレンは爆発を繰り返しながら、怪鳥となったルガインの追跡を開始した。

　運ぶ人数は増えたものの、爆発による跳躍の速度は衰えない。

　上昇と下降を繰り返すたび、脚にしがみつくボニーたちが短い悲鳴を上げた。




「この鳥野郎！　待ちやがれっ！」




　アレンの額に汗が滲む。速度が落ちない代わりに、体力消費の勢いが上がっていた。




「ちょっとアンタ！　もっと速く飛べないの!?　もう街が見えてるじゃない！」

「こっちも必死なんだよ！　これが精いっぱいだ！」




　急せかすボニーに怒鳴るも、その言葉は否定しない。実際、ペレタの街の壁にはかなり近づいている。




「せめて、アイツの気を引ければ……！」

「僕に任せてください！　アレンさんはそのまま飛び続けて！」




　身を乗りだしたエルトが、錫杖の先端をグリフォンへ向ける。




「大いなる星皇神よ！」




　アレンはそれが詠唱であることに即座に気づき、エルトを振り落とさないように腕に力を入れる。




「天に浮かぶ数多の輝きのその一つ！　害あるものを穿つ輝きを！　地を這う者に貸し与えたまえっ！　――《パルジア》！」




　錫杖から放たれた光線が、グリフォンの背中を穿つ。

　体勢の崩れた魔獣はグラグラと定まらない軌道で落下し、そのまま大地に激突した。




「よし！　うまく当たりました！」

「ひゅーっ！　やるじゃないエルトきゅん！」

「きゅん!?」

「次の爆発で下に降りる！　全員歯ぁ食いしばってろ！」




　ひときわ大きな爆発による跳躍でグリフォンと距離を詰め、アレンたちも地上へ。異形の脚にしがみついていたボニーたちは着地の弾みで地面に転がった。




「ちょっと！　もう少し丁寧に降りなさいよ！」

「勝手についてきたくせに文句言うな！」

「お二人とも！　言い争ってる場合じゃないですよ！」




　アレンにまだ抱えられていたエルトは、いちはやくグリフォンの様子に気づいた。




「向こうは、完全に僕らを狙っています……！」




　グリフォンは禍々しい咆哮のあと、エルトたちを目がけて突進してきた。小高い山が迫ってくるような威圧感に、エルトは背筋を凍らせる。

　しかし、そんなエルトを抱えるアレンは強気に笑っていた。




「それこそ狙い通りだ。これで、時間を稼げる」




　アレンがエルトを降ろすと、異形の脚は深い紫に燃え上がった。




「やつは俺が食い止める。エルト、お前は街へ行け。薬をリンに飲ませて、全員で北側から街を出るんだ」




　その提案に、エルトはすぐには従えなかった。




「何言ってるんですか！　あんなのを一人で相手するなんて無茶ですよ！」

「心配すんな。別に刺し違えようってわけじゃない」




　アレンの声色が不思議と穏やかで、エルトはわずかに戸惑う。




「俺だって、こんなところで死ぬつもりはねぇんだよ。ハイファたちを守れば、俺の目的も達成しやすい。ついでに教団のいいようにされるのも面白くねぇ。そんだけだ」




　アレンは、迫る魔獣のさらに向こうにあるものを見ている。エルトは確信と共に言葉を飲み下し、静かに頷いた。




「わかりました……。でも、必ず助けに戻ります！」




　走り出すエルトに短く鼻息をつき、アレンはボニーたちのいる方へ目を動かした。




「お前たちもだ。ここにいても死ぬだけ――」

「最初からそのつもりよ！　こっちは任せるわ！」




　生き残った二人の部下と共に、ボニーはエルトの後を追いかける。




「てめぇら……！」

「だから、あの子のことは任せなさい」




　振り向いたボニーの目に、諦念ていねんなど一片たりとも存在しない。そのことに気づいた以上、何も言うことはなかった。




「さぁて……」




　頭を傾け、アレンは猛進してくるグリフォンを睨んだ。同時に、グリフォンの身体がわずかに傾き、もう一度翼を広げて地面から離れる。

　黒い巨体は、数が多い方――エルトたちに向かった。




「行かせるかぁっ！」




　一直線に飛んだアレンの蹴撃しゅうげきが、グリフォンの嘴くちばしを捉えた。爆発の音に、硬質の物体が激しくぶつかる音が重なる。

　着地し、体勢を立て直したグリフォンが、街を背にしたアレンに唸る。

　アレンは炎を維持したまま、変わり果てた姿に話しかけた。




「随分と大きくなりやがって。進化する獣骸装アニマファクトってのはそういうこともできんのか？」




　アレンの挑発めいた声にも、返ってくるのは理性の剥がれ落ちた叫びだけ。




「本当の魔獣になっちまったな……。作ったやつは何考えてんだ」




　冷めた顔で吐き捨てたつぶやきに、同情の念はない。




「力に酔ったやつに相応しい末路か。俺も、そうならないように気をつけないとな」




　鋭い嘴をギラリと鈍く光らせて、グリフォンが動き出す。それに合わせてアレンも脚に力を入れた。




「教えてくれた礼代わりだ。もういっぺん、叩きのめしてやるよ！」




　踏みしめた地面を破砕して、異形の脚が高く跳んだ。










３―１６　もう一度、今度こそ




　ペレタの宿でエルトたちの帰りを待つハイファは、少しずつ茜色に変わっていく日差しに心を波立たせていた。




「リン……」




　罪の意識に塞ぎかけていたハイファの心を救い、自身の意識を混濁に沈めたリンは、それきり目覚めずにいる。

　ハイファは時折、眠るリンの額の汗を拭い、あとは彼女の手を優しく握り続けていた。それしかできない自分を歯がゆく思いながら。




「きっとエルトたちがお薬を持ってきてくれる。だから、頑張って……」




　不意に、部屋の外から喧噪けんそうが聞こえた。




『ちょっと、困るよ……！』

『うっさいわね！　非常事態なのよ！』




　なにやら言い争っているようだが、少しずつ音は近づいてくる。




「な、なに？」




　ハイファが椅子から腰を浮かせたところで、扉が勢いよく開け放たれた。




「ハイファさん！」

「エルト……！」

「持ってきました！　解毒薬！」




　安堵の表情を作るハイファだったが、エルトの後ろから三人の男がなだれ込んだことで、赤い瞳は困惑でいっぱいになる。




「だ、誰？　その人たち……」




　ハイファは男たちの服装に昼間の出来事を思い出し、即座に身構えた。




「エルト、どうしてあの時の人たちと、一緒にいるの……？」

「待ってくださいハイファさん！　この人たちは――」

「いいのよ、エルトきゅん」




　エルトの擁護を待たずに、ボニーはハイファの前に立った。




「あなたたちには迷惑をかけたわ。これまでのことも含めて、どんな罰でも受ける覚悟よ。本当にごめんなさい」

「え……」




　数刻前に襲ってきたとは思えないしおらしい態度と発言に、ハイファは面食らった顔になる。エルトは解毒薬の小瓶を手に、ボニーの隣に並んだ。




「ハイファさん、あの時の方々はここにいるボニーさんたちを残して、宣教師に殺されてしまいました」

「宣教師……!?」




　そこで初めて、ハイファはアレンの姿が見えないことに気づいた。




「アレンは？　アレンはどうしたの？」

「今もその宣教師と……いえ、宣教師だった魔獣と戦っています。この街が狙われているんです！」




　語気が強まるエルトに、ハイファは目をしばたたく。




「い、言ってること、全然分からないんだけど……」

「すぐに理解ができないのも仕方ありません！　でも、この人たちはもう悪事を働く気はないんですよ！」

「エルト……」




　ハイファは言葉に迷ってしまう。エルトが嘘をついているようには思えない。それに嘘をつく理由も分からない。

　何より、ハイファ自身が、エルトを信じたかった。

　眠るリンに顔を向け、もう一度ボニーとその後ろの男たちを見たハイファは、そっと微笑んで首を上下に揺らす。




「わかった。エルトが信じてる人なら、きっと大丈夫」




　華やぐエルトにはにかんでから、ハイファはボニーの顔を覗き込んだ。




「でも、ちゃんとあとでリンにも謝ってね？」

「……ええ。そうさせてもらうわ」

「さあ、早くリンさんに薬を！　みなさんも手伝ってください！」




　ボニーたちの手助けを借りながら、眠るリンの身体を起こす。




「リン、お薬だよ」

「苦いらしいですけど、我慢してください……！」




　エルトは小瓶に入った解毒薬をリンの口に流し入れる。




「うーん……うぅん？」




　半醒半睡で嚥下したリンに、すぐに異変が起きた。




「う、うぅぅぅ……！」




　プルプルとリンの身体が震え始め、ハイファの口から案じるような声が漏れる。

　そして――。




「にっっっっっっっが!?」




　絶叫と共にリンの目が大きく見開かれた。




「げほごほっ！　な、なに!?　なに飲ませたの!?」

「リン！」




　喜悦を隠さずハイファはリンに抱き着く。




「は、ハイファ？」

「よかった、リン、よかったぁ……！」




　涙混じりの熱い抱擁に目を白黒させながらもハイファを抱き返すリンは、傍らにいるエルトを見つけた。




「エルト？　帰ってきたの？」




　その横のボニーたちを視界に収めたのは、その一秒後だった。




「うわぁっ!?　昼間の人攫い!?　なんで!?　どうして!?」

「安静になさい。毒が完全に消えるには、もう少しかかるわ」




　ボニーの言葉にリンはますます思考が追いつかなくなる。




「リンさん、安心してください。この人たちはもう悪いことはしませんよ」




　それを察知していたエルトが説明に入った。




「宣教師に襲われて、これまでの罪を認めて改心されたんです」

「ま、待って待って。情報が整理できてないから……！」




　ズキズキと鈍痛どんつうが響く額を押さえ、エルトの言葉をどうにか理解しようとする。

　だが、そんなリンなどお構いなしに、強い揺れが宿を包んだ。

　揺れは宿だけでなく街全体を襲ったようで、外からもどよめきが聞こえてくる。




「まさか……！」




　エルトが窓の方へ走り、開けた窓の外に身を乗り出した。

　壁からやや距離はあるが、この宿からでも視認できる。

　グリフォンは、もう壁のそばまで来ていた。




「エルト、あれって……」




　エルトの横で、同じく窓から顔を出したハイファが目を見開く。




「あれが僕らを襲った宣教師です。この街の人たちを襲うつもりなんです」

「人が、魔獣になっちゃった、ってこと？」

「ええ。にわかには信じられませんが……」

「ちょっと、アイツは大丈夫なの？　まさかやられちゃったんじゃない？」




　ボニーの言葉の直後、闇色の炎が瞬き、グリフォンの顔が反対方向に弾かれた。




「まだアレンさんは戦ってる……！　僕も行かなくちゃ！」




　装束を翻し、部屋を出ようとするエルト。




「エルト！」




　それをハイファが鋭い声で引き留めた。




「ハイファさん？」

「私も……私も行く！」

「えっ!?　でも、ハイファさんは……」




　付け袖を外したハイファにたじろいだエルトは、視線をリンに泳がせる。ハイファも真剣な表情のリンを視界に収めた。




「私は、私にできることをもう一度やってみたい！　今度こそ、正しいと思ったことを最後までやりきりたいの！」

「ハイファ……」




　数秒の見つめ合い。リンは目を逸そらさないハイファに、何も心配することはないと確信した。




「わかったわ。今のハイファならきっと大丈夫。付け袖、預かっておくわ」




　リンの許しを得たハイファは付け袖をリンに手渡し、気力に満ちた眼差しをエルトに投げる。




「エルト、行こう！」

「は、はいっ！」




　部屋を駆けていく少年と少女。だが、すぐにハイファが同じ速度で戻ってきた。




「シャン！　リンをお願いね！」




　部屋に残っていた面々は、きょとんとした顔になる。




「シャン？」

「それってアタシを絞めたアイツ？」

「そういや、いつの間にかいなくなったって」

「言ってたよな？」

「………………」




　シャンはすでにベッドのそばに立っていた。




「わあっ!?　い、いつからいたのよっ!?」




　驚くリンたちに頬を緩め、ハイファは階段を降りて外にいたエルトと合流する。




「エルトお待たせ！」

「いえ！　それより、本当に大丈夫なんですか？　僕らが出発したあと、何が――」




　再びの地鳴じなり。

　それは空に飛び上がるためにグリフォンが地面を踏みしめた音だった。

　夕日色の空に黒翼が広がる光景に、エルトはかつて文献で読んだ星皇神イミルセスと魔獣たちの戦いの伝説を思い出す。

　壁を越えそうになるグリフォンをアレンが宵闇色の炎を纏う蹴りで阻はばみ、続けざまの後方への爆発で諸共に街の東側へ消えていった。




「なんだよ、ありゃあ……」




　外に出ていた宿の主人が戸惑う顔を晒しているのをよそに、ハイファとエルトは互いに頷き合った。




「エルト、話は後で。今は、あの魔獣をなんとかしないと」




　エルトはハイファの腕に走る十字の傷を目にした。




「ではひとつだけ。ハイファさん、ありがとうございます。信じてくれて」




　丸くした目に、暖かな光を宿したハイファは、両腕に意識を集中させる。




「怖いけど……怖がってばかりじゃ、何も守れないからっ！」




　一瞬の輝きの後、ハイファの腕は異形へと変化した。




「それが、ハイファさんの龍骸装ドラグファクト……」




　はっきりと見るのは初めてだった。アレンの脚と同じ、吸い込まれそうな深い夜の色をしている。




「エルト、あのね……」




　ハイファが右手を差し出してくる。




「ペックはリンのためにもここに残しておきたいの。それで、二人で一緒に、すぐにアレンのところに行けるいい考えが、あるんだけど」




　口ごもるハイファに、エルトは迷うことなくその手を取った。




「僕も、ハイファさんと同じことを考えていましたよ」




　力強く頷いたハイファは、エルトを背負って屋根まで跳躍した。










３―１７　〝正しいことのために〟




　吹きつける風が、二人の髪を揺らす。




「用意はいい？」

「いつでもどうぞ！」

「――行くよっ！」




　最初から全速力。ハイファは屋根の縁を蹴って隣の屋根へ飛び移る。

　柱の間を駆け抜けて。背の高い建物を飛び越えて。

　逃げまどう人々とは反対の方向へ、一切の減速をせず、屋根伝いに街を疾走する。




「く……ぅ……っ！」




　引き剥がされそうになるほどの逆風に耐えながら、エルトは内心で苦笑する。




（こんなに早く想像が現実になるなんてな……！）




　情けなく悲鳴をあげるようなヘマはしまい。そう固く決意した直後。

　かなりの高さから、ハイファは背の低い屋根に飛び降りた。




「ひぇ……！」




　耐えたが、悲鳴はこぼれてしまう。




「ごめん！　ちょっと高かった！　エルト大丈夫!?」




　ハイファからの気遣う声に、エルトはつとめて真剣な表情をつくった。




「ぼっ、僕のことならお気になさらず！　アレンさんのときよりずっと快適です！」

「そ、そうなんだ？」




　エルトの返事の意味がいまいち分からなかったが、ひとまず相槌をうつ。

　ハイファが再度動き出そうとしたとき、これまでよりも大きな轟音が街を震わせた。

　それは、グリフォンの翼が起こした暴風によって壁の一部が崩壊した証だった。

　その威力は、壁だけでなく壁に近い街の外縁部の建物もなぎ倒し、空へ打ち上げる。

「ハイファさん大変です！　壁がっ！」




　エルトの声と瓦礫が街に降り注ぐ音に混じり、破壊された街の方角から悲鳴が溢れ出す。

　痛みと嘆きの叫びに、ハイファは胸の真ん中でうねる不快な冷たさを感じた。




「急ごう！」




　速度をさらに上げたハイファは、次の嵐がすぐに来ないよう祈りながら、街を駆け抜ける。途中で飛び移る建物がなくなり、破壊された街の一画へ降りた。




「痛い、身体中が痛い……！」

「う、ぁ、なに、が、何が、起きたの？」

「あ、う、腕、ああ、俺の腕……」

「お母さん！　目を開けて！　お母さぁん！」




　そこには惨憺が広がっていた。

　建物や壁の残骸に人々が押しつぶされ、四方八方から苦しむ声がする。




「ひ、ひどい……！」




　ハイファの背を降りたエルトが青ざめた顔で呻く。

　言葉すら発せないでいたハイファは、破壊された壁の方へ視線を投げた。

　壁の向こうで、アレンが戦っている。救援に行かなければ、この惨状はさらに広がってしまう。

　だが、眼前の消えかけている命たちを放っておくこともしたくない。

　迷うハイファの肩に、エルトの手が乗った。




「ハイファさん、どうかご自身の心に従ってください」

「エルト？」

「僕にはわかります。アレンさんならきっと大丈夫です。だから、この人たちを助けましょう！」




　その声音に、エルトのアレンに対する信頼が垣間見えた。




「誰か！　誰か手を貸してくれ！」




　近くで弾けた声に顔を向けると、衛兵えいへいの男が大きく腕を振っていた。足元では、数名の住民が大きな建物の下敷したじきになっている。

　エルトとアレンの間に何があったのか気になるが、身体の内からの熱に背中を押されたハイファは走り出し、エルトも後を追った。

　駆け寄ってくる二人の子どもに、若い衛兵は目を剥く。




「な、なんだ君たちは!?　というか、その腕は――」




　衛兵が言い終えるより先に、ハイファは異形の腕を瓦礫と地面の間に潜り込ませた。




「この人たちを助けます。危ないから離れて」

「た、助けるって……！」

「ここは、彼女に任せてくれませんか」




　エルトはハイファを止めようとした衛兵の前に立った。




「彼女は今、正しい道を歩もうとしています。どうか邪魔をしないであげてください」




　そのまっすぐな目に、衛兵も思わず後ろに下がる。




「ふっ……！」




　ハイファは瓦礫を持ち上げ、人がいない位置に再び降ろす。それを見ていた群衆から、感嘆かんたんとも驚愕きょうがくともつかない声が漏れる。




「エルト、治療はお願い！」

「任せてください！　――《ヒアルラ！》」




　エルトが掲げた錫杖から光が広がり、下敷きの状態から解放された人々へ飛ぶ。




「ひとまずの応急処置です！　すぐに安全な場所に運んでください！」




　エルトが叫んだ指示に、衛兵は言いかけた言葉を飲み下して頷き、動ける人々を先導して救助活動に入る。




「おぉい！　こっちも頼む！　親父の脚が挟まっちまった！」

「すぐに行きます！　エルト！」

「はいっ！」




　エルトを腕に抱えてひと跳びで崩壊した家屋の前に向かい、瓦礫を持ち上げた。

　老人の脚は息子の手を借りてすぐに引き出され、エルトが治癒魔法をかける。




「街の奥は被害が少ないです。そちらに避難を」

「あ、ああ。親父、もう少し辛抱しんぼうしてくれよっ」




　老人を背負って走っていく姿を見送り、エルトとハイファは次の怪我人を探す。




「っ！　エルト、あそこ！」




　ハイファが指さした先、破片が散乱する道に二人の少女がいた。

　うずくまって動かない黒髪の少女を、金色の髪の少女がどうにか連れ出そうとしている。ハイファたちは共に少女たちへ動いた。




「大丈夫ですか!?」




　エルトの呼びかけに顔を上げた金髪の少女の目は、涙に濡れている。




「どこか、怪我をしたの？」




　ハイファが尋ねると金色の髪は左右に揺れた。




「この子が、お、怯えちゃって……怪我は、してないけど……私、わたし……！」




　うずくまる少女を見て、エルトは思わず固まった。




「君は……」




　身に着ける服が変わり、髪も手入れされて雰囲気は変わっているが、間違いない。

　奴隷市場でぶつかった少女だった。

　エルトが声をかけようとした時、再びの破壊音が炸裂した。

　グリフォンの起こした風が数分前と同じく街を削り、また悲鳴が上がった。




「また瓦礫が来るぞぉっ！」




　誰ともつかない叫び声が耳をつんざき、ふっと明度めいどを下げた視界に空を仰ぐ。

　飛来する壁の破片を認識すると同時にハイファ右の拳こぶしを構かまえた。

　だが、わずかな瞬間で理解してしまう。




（大きすぎる……！）


　たとえ拳で破壊しても、地面に近すぎて周辺の人々、そしてエルトや背後の少女たちにも被害が及びかねない。




（……それでも……）




　もう、間違えないと誓った。この力を、今度こそ守るために使うと約束した。

　時間が、ゆっくりと流れていく。頭蓋ずがいの奥に小さな痛みが走った。

　意思と記憶が繋がって、ひとつの映像になる。

　龍はその吐息をもって、障害を打ち払うのだ。




（それでも、私は！）




　衝動の赴くまま、熱を帯びた右腕を高く掲げる。

　指先が第二関節にあたる部位から折りたたまれて並び、手のひらには虚空に繋がるような穴が開く。

　それは、砲口ほうこう。

　ハイファの右腕は、巨大な砲身に変化した。




「ハイファさん、それは……!?」




　近くにいるはずのエルトの声は、とても遠い。

　熱は鼓動こどうに乗って全身を駆け巡って右腕に集約。空気を焼く甲かん高だかい音おとを響ひびかせて、血のように紅あかい光弾こうだんを形成していく。




（正しいと思うことのためにっ！）




　砲身に添そえた左手に受ける熱が最高潮に達し、ハイファは光弾を撃ち放つ。

　光弾は一直線に瓦礫へ飛び、激突と同時に爆散した。

　極小の破片がパラパラと地面を叩く。しかしどこにも被害はない。

　張はり詰つめていた息を吐き出すと、砲身は異形の右腕へと戻った。




「ふぅ。……え？」




　ハイファはそこで、ようやく周囲がシンと静まり返り、自分に視線が集まっていることに気づく。エルトも驚きの顔を向けている。




「あ……」




　しまった、とハイファは内心でつぶやいた。

　自分でどう思おうとも、結局決めるのは他人だ。

　こんな恐ろしい姿で助けられても、きっと嬉しくなんてない。

　今にきっと、怯えや拒絶が投げつけられる。




「ごっ、ごめんなさい！　もう、ここには来ないから――」




　立ち去ろうとする一秒前に、歓声かんせいが湧きあがった。




「すげえ！　すげえぞ嬢ちゃん！」

「あんなデカい瓦礫を、跡形もなく吹っ飛ばした！」

「ああ、もうダメかと思ったのに！」

「どんな魔法なの!?　初めて見たわ！」

「え、えっ……？」




　何が起きたのか、すぐには理解できなかった。

　怯えや拒絶など、一片いっぺんたりとも存在しない。賛辞さんじだけが送られている。




「今のうちに退避を！」




　人々は衛兵らに連れられて、街の奥へ走っていく。

　金髪の少女も、エルトの手助けを受けて立ち上がった黒髪の少女と共に人流と同じ方向へ歩き出す。




「お姉さん！　ありがとう！」




　去り際の金髪の少女の言葉に、どくんとハイファの心臓が跳ねた。

　少女たちの背中から、ハイファは自分の手に視線を落とす。




「私……できた……？　助け、られた……？」




　感謝の言葉が、身体の中で反響する。

　少しずつ大きくなっていく実感に、視界の輪郭りんかくがわずかにぼやけた。




「ハイファさん」




　声をかけてきたエルトの目は、どこまでも優しかった。




「エルト……私、私ね……！」

「ええ。この目でしっかりと見ました。ハイファさんは、あの人たちを助けましたよ」

「うん。うん……！」




　ハイファの背後で、魔獣の咆哮が響き渡る。

　まだ、何も終わっていない。異形の腕の指先で目元を拭い、表情を引き締めた。




「エルト、私たちも行こう！」

「はいっ！」










３―１８　茜空を切り裂いて




　ハイファはエルトを抱えて壁へ向かい、半壊した部分から外へ飛び出した。




「ハァ……ハァ……ッ！」




　アレンはすぐに見つかった。肩で息をして、かなり消耗している。




「アレンさん！　ご無事ですか！」




　エルトが声をかけると、額から血を流したアレンが驚愕の顔をこちらに晒した。




「エルト!?　本当に来やがったのか！　って……」




　アレンはエルトの隣に立つハイファに、思わず固まった。しかし、すぐに冷涼な目になってハイファを睨んだ。




「お前、もういいのか？」

「うん。今度は、私が頑張る番だよ」




　ハイファの纏う空気が、これ以上の問答は必要ないと訴えている。




「……そうかい。なら、アテにさせてもらうぜ！　ハイファ！　エルト！」

「うん！」

「任せてください！」




　三人に増えた敵を前に、グリフォンが双眼を光らせ禍々しく吼える。




「援護えんごします！　思いきりやってください！」




　足元に魔法陣を展開し、淡あわい光で身体を包むエルトが勇いさましく叫ぶ。

　ハイファとアレンは突進するグリフォンの左右に回り込み、異形の拳と脚を振るう。
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「うああぁっ！」




　グリフォンの右前脚に拳が命中し、巨体がぐらついた。




「ぶっ倒れろっ！」




　反対側からアレンの蹴りを受け、グリフォンは頭部から地面に倒れる。

　身体を捻って飛翔のために翼を動かすが、直後にその頭上を光が覆った。




「邪悪を祓はらう雷霆らいていのごとき輝きを！　――《ギオラ・サルダン》！」




　降り注いだ光がグリフォンを焼く。

　咆哮と共に光を跳はね除のけ、狂暴に閃ひらめいたグリフォンの爪がハイファを襲った。




「ううぅっ！」




　ハイファは鼻先まで迫った爪を両腕で受け止める。衝突の勢いで、後ろに押されながら地面を削る。




「街にはリンがいるの……！　行かせない――よっ！」




　半分埋まった足に力を入れると、グリフォンを力任せに投げ飛ばした。




「やるじゃねぇか！　ちょっと前まで落ち込んでたとは思えないぜ！」




　ハイファの動きを先読みして空中にいたアレンが、槍のようになってグリフォンを地面に叩き落とす。

　しかし、グリフォンの動きを止めるには足りない。すぐにアレンを弾き飛ばして立ち上がった。




「まだ立つなんて……！」




　エルトは、グリフォンの強靭さに冷たい汗を流す。




「チィ……！」




　着地したアレンが膝をつく。そばにいたハイファはアレンに駆け寄った。




「アレン、大丈夫？」

「ああ、さすがに張り切りすぎたみたいだ……。ぼちぼち限界だ」




　それでも立ち上がったアレンは、ハイファに笑った。




「だから、次で仕留める」

「どうするの？」

「やつの頭を狙う。龍骸装ドラグファクトの全力の一撃を同時に喰らって、沈まないはずがねぇ」

「わかった。……エルト！　魔獣の動きを止めてほしいの！　できる!?」

「当然です！　それは、師匠からよく飛んできた指示ですよ！」




　エルトは高く掲げた錫杖を振り下ろし、その底で地面を衝く。




「おかげで、師匠より強力な魔法が使えます。――《ルア・バイネディ！》」




　無数の光の鎖が飛び出し、グリフォンの身体を戒める。




「今です！　ハイファさん！　アレンさん！」




　ハイファは赤い魔力光を、アレンは宵闇の炎を、それぞれの腕と脚から噴き上げる。

　翼を暴れさせて鎖を砕いたグリフォンは、同時に飛来する二人への対応が一瞬だけ遅れる。

　その遅れが、必中の間合いとなった。




「はああぁぁぁっ！」

「おおおぉぉぉっ！」




　嘴に大きなヒビが入り、二つの龍骸装ドラグファクトがグリフォンを吹き飛ばす。




「やった！」




　エルトが歓声を上げる。

　しかし、直後に打ち上げられたグリフォンが身を捩って反転。そのまま大空へ飛び去っていく信じがたい光景を目にした。







「なっ!?」

「え……！」

「あの鳥野郎、逃げるつもりか！」




　グリフォンの行動を理解したアレンは、追いかけようと異形の脚の炎を燃やす。




「うっぐ……」




　しかし異形の脚は、アレンが崩れ落ちるのに合わせて黒い腰履に包まれた脚に戻ってしまった。




「アレン!?」

「ここまでかよ、ちくしょうが……！」




　歯噛みするアレン。エルトはすぐに魔力弾を打ち放つ魔法を使うが、グリフォンまで届かない。




「だ、ダメだ！　詠唱破棄じゃ精度が足りないっ！　あんな状態で逃がしたら、どうなるか分からないのに……っ！」




　詠唱をしている余裕もなく狼狽するエルト。やがて、体力の限界によって光弾も撃ち止めになる。




「それなら！」




　ハイファは右腕に意識を集中させ、一歩踏み出した。




「ハイファ？　お前、なにを――」




　ハイファの次の行動を読めずにいたアレンが、掠れた声を投げかける。

　突き出したハイファの右腕が、砲身へ再度変化した。




「おい、そいつは……！」




　アレンの言葉をよそに、右腕を空いている左手で掴んで安定させる。




「どれだけ遠くても……」




　異形の右腕が熱と魔力を帯びて上下に開き、内側から赤く光り輝く。それは、ハイファがこの一撃に全身全霊を込めていることを意味していた。




「どれだけ怖くても……！」




　街で光弾を放ったときよりも、さらに激しい音が原野を駆け巡る。




「私には！　守りたいものがあるんだっ！」




　解放された強大な魔力が、深紅の奔流となって空を裂いた。

　光は絶大な威力をもって瞬く間にグリフォンに追いつき、その巨体を飲み込んだ。

　光はグリフォンの身体を溶とかし、人の形に逆行していく。

　やがて光は消え、砲身も役目を終えたように人間としての腕に戻った。




「はぁ……っ！」




　不意に脚から力が抜けて、ハイファは両手を地面につける。




「ちょっと、疲れた……！　あっ」




　思い出した時にはすでに、人の姿を取り戻したルガインが気絶した状態で落下を始めていた。

　動くことができず、ハイファはヒヤリとしたが、黒い煙がルガインの胴に巻きついて落下速度を落として地面に放り投げる一部始終を目撃する。




「今のって……」




　直感したハイファはすぐに背後へ振り向いたが、彼の姿はなかった。




「ハイファ～！　みんな～！」




　代わりに荷台を引くペックに跨ったリンが、手を振ってこちらに近づいてくるのを視界に捉えた。




「リン、元気になったんだ……って、え？」




　安堵しかけたハイファは、荷台から身を乗り出した大きな影に思わず声が出た。




「エルトきゅーん！」

「ちょ、危ないですって！」

「落ちる落ちる！」




　荷台には、ボニーとその部下、人攫いの残党が乗っていた。




「ちょっと！　片方に寄りすぎないでよ！　倒れちゃうじゃない！」




　叫ぶリンの姿にハイファは戦いの終わりを確信し、異形の腕の顕現を解除する。




「リン！」




　居ても立っても居られず、ハイファもリンのもとへ駆けた。

　荷台を止めてペックから降りたリンも、ハイファに腕を広げる。




「ハイファ！　怪我はない？」

「うんっ」

「きゃーっ！　エルトきゅん無事だったのねぇーっ！」




　二人に目もくれず走ったボニーは、そのままエルトを抱えあげて狂喜する。




「ボニーさん!?　お、落ち着いてください！」

「こんなに小さいのに、すごいわ！　ステキ！　最高！」




　目の前で繰り広げられる光景に、付け袖を戻したハイファはリンと揃って困惑の表情になった。




「きゅん？」

「あの人、エルトに諭されたって言ってたけど、本当どういうことなの？」

「俺が知るか。あー痛ってぇ。全身ボロボロだぜ、まったく」




　不愛想に答えながら近づいてきたアレンが、額の血を拭った手を見てぼやく。




「さて、向こうで倒れてるあいつはどうする？」




　アレンの言う『あいつ』とは、少し先で倒れ伏すルガインだ。

　質問を返され、リンはひとまず一般的な手法を提案する。




「やっぱり、衛兵に引き渡すとか？」

「そうしてやってもいいが、見られちまったからな……」

「ええ。言っといてなんだけど、同感だわ。コンベルで似たようなことがあったときは危なかったみたいだし。荷物もまとめて来ちゃった」




　アレンは得心とくしんいった目をリンに動かした。




「やっぱりお前らか。コンベルで事を起こしたのは」

「えっ、なんで知ってるの？」

「鳥野郎が言ってたんだ。まあ、お前らの顔かおは割われてないみたいだから、気にするこたぁねぇだろ」

「気にするわよ。ヤバい連中が目を付けてるってことじゃな――」

「おーい！」




　眉を下げるリンは背後からの叫び声に、びくりと肩を跳ねさせた。




「そこのあんたたちー！　待ってくれー！」




　やっと地面に降ろされたエルトは、馬に乗ってやって来る衛兵が、救助活動のときにいた男と気づく。




「あの人は……」




　一行に追いつき馬を降りた衛兵は、やや緊張した面持ちで口を開いた。




「急ですまないが、街に戻ってきてもらえないだろうか」




　その言葉を受けてアレンはため息をつき、かぶりを振った。




「そんなこったろうと思ってたぜ」




　開いた目は、冷涼な光を宿している。




「俺たちを捕まえようって腹はらなら、よした方がいい。犯人は向こうで転ころがってる男だ。詳しい事情はそこの筋肉男が全部話す」

「ちょっと！　筋肉男ってアタシのこと!?」

「他に誰がいんだよ」

「ムキーッ！　せめて美しい身体の男って言いなさいよ！」

「どこに妥協点だきょうてん持ってきてんだ」

「ああ、いや、あんたたちを捕まえようとか、そうではなくて……」




　アレンとボニーのやり取りを手で制した衛兵は、歯切れ悪く言葉を重ねた。




「街の住民たちが、子どもたちに話があると……」




　この場に子どもと呼べるのは二人、ハイファとエルトしかいない。




「私と……」

「僕に？」










３―１９　結ばれた願い




　ペレタに戻ったハイファたちは、門のすぐ裏で待っていた住民たちに迎えられた。




「おお！　戻ってきた！」

「良かった！　もう行っちゃったかと！」

「よっ！　街を救った小さな英雄！」




　街に入るや否や飛んできた称賛の言葉に、少年少女は面を食らう。




「あ、あの、これはいったい？」




　エルトが問いかけると、衛兵は困ったように笑った。




「見ての通りさ。命いのちの恩人おんじんの君らに、感謝を伝えたいらしい。探して来いと尻を叩かれたよ」




　語る衛兵を押しのけんばかりの勢いで、住民たちが詰め寄ってきた。




「お前さんたちが助けてくれて、親父は脚をダメにせずに済んだ！　感謝するぜ！」

「うちの子も大事には至らなかったわ。本当にありがとう！」

「被害も街の東側だけで済んだのは、君たちのおかげだ！」




　温かな言葉を浴びるエルトは、リンに身体を寄せていたハイファに振り向く。

　ハイファは状況が飲み込めていないのか、無表情で固まっていた。

　そんな彼女に、二人の少女が一人の男を連れて近づいた。




「お父さま！　このお姉さんが助けてくれたんです！」




　笑顔を見せる金髪の少女に腕を引かれ、後ろにいた男が会釈えしゃくをする。




「娘たちを助けてくれてありがとう。まさか、あんな場所にいるとは思わなくてね」




　ハイファの硬直はリンに背中を押されることでようやく解けた。




「ぶ、無事でっ！　よかった……」




　やや上擦るもどうにか応答し、ハイファは黒髪の少女に目を移す。




「あなたも。とても、怖がっていたから」

「あ……ぅ……」




　自分にどこか似ている少女は、視線を忙しなく迷わせたあと、逃げるように俯いた。

　リンは少女の焼き印に気づき、わずかに顎を引いて男の顔を見つめた。




「あの、差し出がましいようですけど、その子はどういう……？」

「ああ、この子は――」

「私の親友なんです！」




　父親よりも先に説明に動いた金髪の少女が揺れ、リンはごく稀に商品でしか扱わないような高級石鹸の香りを嗅いだ。




「小さい時からずっと一緒で、でも、売られて、奴隷にされて……だから、お金を貯めて連れ戻したんです！」




　子どもの小遣い程度で買えるほど、奴隷は安くはない。後ろの父親の助力もあっただろう。

　しかし、少女は『連れ戻した』という言葉を選んだ。そこにリンは現実的な邪推じゃすいを捨て、少女への好感だけを残す。




「ただ、怖い目にあってきたみたいで……私、元気になってもらいたくて、いろんなところに連れて行って……それで……」




　少女の声はどんどん声が萎んでいく。リンが視線を戻すと、父親は娘の言葉を無言で肯定した。

　リンは父親の気苦労きぐろうを察してわずかに息を吐き、膝を折って少女の顔を覗き込んだ。




「あなたがしたこと、素敵だと思う。でも、あんまり子どもだけで危ないところに行っちゃダメよ？　これからは、お父さんの言うことも聞いてあげてね？」

「はいっ！　だから私たちを助けてくれて、本当に、本当にありがとう！」




　金髪の少女がぺこりと頭を下げる。




「あ、り……ありが、と、う……」




　黒髪の少女も、服の裾すそをぎゅっと掴みながら、懸命に言葉を紡いだ。




「だそうよハイファ。……ハイファ？」

「………………」




　はらはらと。リンが見たハイファの瞳からは涙が溢れていた。




「ハイファ？　ど、どうしたのっ？」

「わから、ない……けど、なんだか、止まらないの……」




　ハイファは、胸の奥を締め付けるような、それでいて優しく温かな感覚に戸惑った。

　悲しくなんてない。全身に喜びと安堵が満ちている。

　けれど、上手く笑顔が作れない。




「ごめん。すぐ、とめっ、止めるから……！」




　息が詰まるその間も、言葉にならない感情が涙に変わっていく。




「ハイファ。いいの」




　リンの手が、震えるハイファの頭を撫でた。




「いいのよ。その涙は、間違いなんかじゃない」

「……リン」

「うん」

「私……できたよ。ちゃんと、できた……！」

「ええ。よく頑張ったわね」




　抱きしめるリンの胸の中で、ハイファは声をあげて泣いた。

　この力を、正しく使えると証を立てられた。その喜びに打ち震えて。

　悲しいだけじゃない涙があるんだ、と心に刻みつける。

　そうして泣き止んだハイファは、周囲の心配を吹き飛ばすほど晴れやかに、とても晴れやかに笑うのだった。
















第４章　龍が座す異界へ










４―０　夢の淵




　暗く冷たい闇の中を、ただ静かに沈んでいく。

　どれくらいの間、こうしているんだろう。

　沈み続ける私の中から、何かが抜けて、消えていく。

　消えていく。消えていく。

　忘れたくないはずの思い出が、少しずつ崩れて消えていく。




「……お……は……さ……いな……て……」




　嬉しかったはずの言葉は、もうほとんど聞こえない。




「……き……だ……」




　消えていく。消えていく。

　大切だったはずの彼の姿が、色を失って消えていく。




「――」




　ああ、誰かが、私の名前を呼んでいる。




「踊ろう、――。一緒に」




　差し伸べられた手を、顔も見えない誰かの手を、私は受け入れる。

　ええ。踊りましょう。だって……。

　それが、私たちのずっと望んでいたことなのだから。
















４―１　再出発




　爪翼そうよくの魔獣《グリフォン》と化した宣教師ルガインを退しりぞけた翌日。ハイファはリンに見守られながら、一部が崩壊したペレタの防壁の修復作業に参加した。

　異形いぎょうの腕で瓦礫がれきの撤去や資材の運搬を行うハイファには、必然的に住民たちから腕への質問が飛ぶ。

　だがアレンの手助けもあり、特殊な身体強化魔法ということで事なきを得た。

　そして昼過ぎ。一行は住民たちに見送られながらペレタを後にし、龍りゅうの魔ま峰ほうへの旅を再開したのだった。




「もう、街があんなに遠い……」




　荷台から街の方角を名残惜なごりおしそうに見つめたあと、ハイファは付け袖の上、十字の傷を撫でる。




「……えへへ」




　指に触れる感触に、この腕の力が感謝されたことを思い出す。それだけでハイファの顔は綻ほころんだ。




「ご機嫌ですね。ハイファさん」




　隣に座っていたエルトの穏やかな声に、ハイファは少し顔を赤らめる。




「そ、そう？」

「はい。嬉しそうなのがよくわかります」




　ハイファは指をもじもじと動かし、最後には小さく頷いた。




「……うん。エルトの言う通り。今、とっても嬉しい。胸のあたりが、ずっとぽかぽかしてるの。この腕をちゃんと正しく使えるって、わかったからかな」

「きっとそうですよ。僕も、ハイファさんが笑っていてくれて嬉しいです」




　ハイファが壁の修復作業に出ている間、エルトは負傷した住民たちの様子を見て回った。

　命に関わるような重傷者は少なく、住民たちはエルトだけでなくハイファにも向けた感謝を口にしていた。

　それを伝えたときのハイファの微笑みは、エルトの心に印象深く残った。




「ハイファさんの笑顔、とても素敵ですから」

「エルト……」

「あっ、い、いえっ！　なに言ってるんですかね僕は！　あは、あははは……！」

「ううん。エルトにそう言ってもらえるのも、なんだか嬉しいよ」

「おーおー、司教プリストスさまが女を口説くどいてら」




　二人の会話に、男の声が割って入る。

　声の主ぬしの方へハイファとエルトが顔を向けると、ペレタから荷台に乗っているアレンがにやにやと笑っていた。




「くど……？」

「アレンさん!?　何を言い出すんですか！」




　首をかしげるハイファと、真っ赤な顔で反論するエルトに、アレンは肩を揺らす。




「はっはっは。すまんすまん。ついな」

「ちょっとー。あんまり子どもたちに変なこと吹き込まないでよね」




　ペックの背中に乗るリンが、荷台の方に振り向いて冗談めかした声を投げる。




「あんまり度が過ぎるなら、荷台から降りてもらうわよー」

「わかってる。せっかく得た信頼だ。捨てるような真似はしないさ」




　アレンは出発前にいつの間にか荷台の定位置に戻っていたシャンを一瞥いちべつし、手を頭の後ろで組んで荷台に深く座った。




「しかし、あいつらも律儀りちぎなもんだ。鳥野郎だけブチ込んじまえばいいのに、わざわざ自分たちから牢屋ろうやに入るとは。渓谷のアジトも衛兵たちに教えちまうし」




　エルトは話の流れから、アレンはボニーたちのことを言っているのだと察知した。




「今回の件は宣教師によるものですが、あの方たちにはそれまで重ねてしまった罪があります。それは償つぐなわなくてはなりません」




　エルトは、清々しい表情で街の収監施設に入っていったボニーたちの姿を瞼まぶたの裏に映し出す。




「でも、悔い改める心があるのなら、いつかきっと罪は赦ゆるされます。またみなさんとお会いできる日が、今から楽しみです！」

「私も。リンを大変な目に遭わせた人たちだけど、今度はちゃんとお話がしたいな」

「……子どもは純粋だな、まったく」




　やがて一行はガナン渓谷を通過し、アレンの地図の示す方へ従って岩肌が剥き出しの山道を上がり始めた。




「結構それらしくなってきたわね」




　なだらかな傾斜を登りながら、リンはペックの上でつぶやいた。




「リンさん、気をつけてください。こういった場所には魔獣が出やすいんです」




　荷台の前部から顔を出したエルトが注意を促うながす。




「エルト、わかるの？」




　ハイファは流れる景色からエルトに視線を向けた。




「はい。師匠の魔獣討伐に同行した際に、似たような場所に来ました。その時はヤクルスの群れがいたんですよ。ハイファさんはご存じですか？　ヤクルス」

「ううん。知らない。どんなの？」

「翼の生えた蛇なんです。一匹ではそれほどでもないんですけど、群れだと厄介で。討伐を依頼した集落も、ヤクルスの群れに家畜が襲われて大変だったんです」




　その話を背中越しに聞いたリンは感心した風に声を上げる。




「へえ、やっぱりそういう仕事もしてた――ん？」




　突然、ペックが歩を止めた。




「どうしたのよペック？　急に止まって」




　リンが声をかけても、ペックは反応しない。




「疲れちゃったのかな？」




　ハイファの言葉を聞きながら鞍くらを降りたリンは、ペックの顔を覗き込む。




「ん～。というよりは……」




　忙せわしなく首を動かし、瞳孔どうこうの伸縮を繰り返す様子は、リンがレックレリムの習性として知っているものと一致していた。




「何かに、怯えてる？」

「怯えて……？　まっ、まさか、本当に魔獣がいるんですか!?」

「わからん。が、一応警戒だ。荷台を囲め！」




　アレンの指示が飛んで、ハイファとエルトも荷台を降りる。

　エルトが錫杖を構え、その近くでハイファは付け袖に指をかけた。

　張り詰めた空気を、岩山に吹きこんだ風が貫いていく。

　しかし、魔獣は一向に現れる気配がない。




「……何も、起きないわね」




　沈黙を破ったリンの声に、アレンも同意した。




「ああ。気配のけの字もありゃしない。その鳥の気のせいじゃないのか？」

「うーん……。どう？　ペック、まだ怖い？」




　ボウガンを下ろしたリンが尋たずねると、ペックは一度短く鳴いた。それを肯定と捉えたリンは、アレンに肩をすくめてみせた。




「レックレリムは勘がいいらしいからな。つっても、ここで立ち往生するわけにもいかないぜ。まだ目的地と光の位置が重なってないんだ」




　アレンが手に持った地図では、光は地図の中央には到達していない。それはここが目的地ではないことを示している。




「進むしかないみたいね。ほらペック、ぐずってないで。はやく行きましょ」




　リンが手綱を引くと、ペックは拒否するように首を振り、脚に力を入れてしまった。

　ペックは荷台を運ぶ役割を果たしている以前に、大切な仲間。リンには置いていくという考えはない。




「弱ったわね……。アレン、引き返しても別の道ってあるかしら？」

「難しいな。ここまでの道中、他に道らしい道もなかったろ」




　警戒を解いたリンとアレンのもとに、ハイファとエルトも集まる。




「ペック、動きませんか？」

「そうなのよ。エルト、あなたの魔法でなんとかならない？」

「できなくもないと思いますが……」




　会話するエルトとリンの間から、ハイファは前方の岩壁になにかがあることに気づいた。




「ねえ。あれ、なんだろう」




　ハイファが指さした先には、幼い子どもほどの大きさの石像が立っていた。










４―２　重なる世界




「なにかしら、これ」

「石像のようですが……あっ」




　気づいたエルトがアレンに振り返る。




「アレンさん、もしかして……！」

「ああ。十中八九、あの鳥野郎が探してたやつだな」

「それって、龍の魔峰への入り口に繋がるってやつ？」

「じゃあ、ここが目的地？」

「いや、それはない。さっきも言ったが、光が真ん中に来てないからな」




　石像はかろうじて輪郭を保っていたが、それが何をかたどっているのかは判別できない。




「ペックは、この石像が怖いんでしょうか？」

「まっさかぁ！　ねえ、ペック、いくらなんでもそれは……」




　笑いながら振り返ったリンだが、じり、と後ずさりしたペックに表情が凍る。




「え、本当にそうなの？」

「うーむ。どうする？　こいつを壊せば解決するか？」




　石像に近づき、ゆらりと右脚を上げたアレンをエルトが慌てて止めた。




「ダメですよ！　それじゃあ宣教師と同じです！」

「目的地じゃねぇし、こんなボロボロだし、構いやしないだろ」

「発想が短絡的過ぎますって！　調べますから、ちょっと待っててください」




　エルトは錫杖を傾け、石像の頭部に添える。




「……ほんの少しですが、魔力を感じますね」

「これ、魔石でできてるってわけ？」

「はい。それに……」




　ハイファはエルトと目が合い、「なぁに？」と首を小さく傾けた。




「ハイファさんやアレンさんの魔力と、どこか似ているような気がします」

「私たちの？」

「どういうことだ？」

「そこまではわかりません。というか、アレンさんこそ何も知らないんですか？」




　集まる視線にも、アレンはどこ吹く風といった様子で腕を組んだ。




「俺が任されたのはお前たちを連れてくることだ。龍骸装ドラグファクトについては、龍の魔峰に着かなくても、今夜には話すつもりだから安心しろ」

「何も安心できないんですが……」

「なんにしても、ペックをどうにかしないといけないわね」

「私、やってみる」

「ハイファ？」




　ペックが近づいてきたハイファの小さな手に嘴くちばしを擦りつける。

　微笑むハイファは、リンに教わった撫で方でペックの機嫌を取った。




「大丈夫。みんな一緒だから、怖くないよ。行こう？」




　ハイファが手綱を軽く引いて歩き出すと、ペックは一歩、また一歩と前進した。




「怖くない。怖くない……」




　言い聞かせるようにして、歩を進める。

　実のところ、ハイファにもペックが怯えている原因はわかっていなかった。

　それでも、この先に求めるものがあるならば、立ち止まってはいられない。

　そして、ハイファはリンたちがいる石像の前を通り過ぎ――。




「っ!?」




　踏み込んだ瞬間。『重さ』がのしかかった。

　立てなくなるほどではないが、世界がかさを増したような感覚がある。




「ハイファさん？」




　立ち止まったハイファに、エルトの心配そうな声が届く。




「今、誰かに肩を押さえつけられたような……。みんなは、何も感じなかったの？」




　そう問われ、顔を見わせる三人。




「言われてみれば……。少し身体が重いかも？」

「僕もです。山を登ってきましたから、てっきりそのせいかと思ってました」

「龍の魔峰に近づいてる影響かもな。どうだ、ペックは大丈夫そうか？」




　ハイファから手綱を受け取ったリンは、ペックの顔つきが先ほどと変わっているのを感じ取った。




「平気よ。腹を括くくった顔してるもの。ハイファに励まされて、やる気が出たみたい」




　リンの言う通り、ペックにはもう怯えた様子はない。




「よかった。ペック、えらいね」




　ハイファに頭を撫でられて嬉しそうに鳴いたペックは、リンへ鞍に乗るように急かした。




「ハイファもありがとう。身体が重いのは大丈夫？」

「うん。もうなんともないよ」

「終始しゅうしよくわからなかったが……。解決したなら、先を急ごうぜ。目的地も近いようだから、ここからは俺が前を歩く」

「わかったわ。ハイファ、エルトと一緒に荷台に戻って」

「うん」




　荷台に戻ったハイファは、動き出した荷台から、ふと後方に目をやった。

　いつの間にか消えていた重さの正体はわからない。




「なんだったんだろう……」




　けれど、風化ふうかした石像がなぜかすぐには忘れられそうになかった。










４―３　見えない入り口




「……よし、ここだ」




　確信に満ちた言葉と共に、アレンが地図から顔をあげる。

　石像を通り過ぎてさらに数刻。一行はついに目的地に到着した。

　到着したのだが……。




「ここが、龍の魔峰への入り口……」




　荷台を降りたハイファが周囲を見渡す。




「思ってたのと少し……いえ、かなり違うわね」




　リンの口からそんな言葉が出るのも無理はない。なぜなら、ここは――。




「どう見ても、ただの村のようですが……」




　ハイファの隣に立つエルトの言う通り、ここはどこにでもあるような、小さな村であった。

　小さくともしっかりした造りの家々が並び、往来おうらいのそこかしこから賑やかな話し声も聞こえてきて、寂さびれているというわけでもない。




「どうなってんだ？　場所は確かにここのはずだぞ」




　アレンは地図と目の前の光景を交互に確認し、手近にいた村人に声をかけた。




「なあ、そこのばあさん。ちょっといいか？」




　アレンの前を通りがかった老婆は、若干の間を置いて反応する。




「はい？　私に何か？」

「このあたりに、龍の魔峰へ通じる道があるはずなんだが、何か知らないか？」




　老婆はきょとんとして、それからおかしそうに笑った。




「ほほほ。あなた、それをどこで聞いたのかしら？　それはこのムルジ村に伝わる大昔の伝説ですよ」

「村に伝わる？」

「大昔の？」

「伝説？」




　アレンは背後に嫌な重圧じゅうあつを覚えつつ、老婆に質問を続けた。




「その伝説ってのは、どんな内容なんだ？」

「確か、遠い昔に龍に恋をしたお姫さまが、叶かなわぬ恋を嘆なげいてこの近くの山で命を落としたとかなんとか……。すみませんね。私も詳しい話はあまり覚えていないんですの」




　アレンは軽い眩暈めまいがしたが、すがる思いでさらに重ねた。




「な、なら、伝説に関する遺跡とか、そういうものはあるか？」

「さてねぇ、この村にそんなものは……」




　老婆は首を横に振り、アレンはいよいよ途方にくれる。




「あ、いたいた！　おばあちゃーん！」




　茶色い髪をふたつに結った、ハイファと同年代くらいの少女が駆け寄ってきた。どうやらこの老婆の孫らしい。




「どうしたの、エノ？　そんなに慌てて」

「お母さんが準備を手伝ってほしいんだって！　はやくはやく！」

「はいはい今行くよ。では、私はこれで」




　会釈えしゃくした老婆にならって、少女もアレンに小さく頭を下げた。

　立ち尽くすアレンに、リン、ハイファ、エルトはどう言葉をかけたらいいかわからない。




「どういうことだ、あのジジイ……。さては適当なこと抜かしやがったな……！」




　わなわなと震えるアレン。握りしめた紙がクシャリと乾いた音を立てる。







「もしかして私たち……迷子まいご？」




　ハイファの言葉がアレンの胸に突き刺さった。




「ま、待て。それはまずい。それじゃあ俺も困る」

「私たちも困るわよ。ここまで来て何もないなんて割に合わないわ」




　腰に手を当てたリンが慌てた様子のアレンに言う。言い方には少し棘があった。




「ここで立ち往生おうじょうしてもよくないし、まずは情報収集といきましょう」




　リンに仕切られ、一行は村の探索を開始する。

　そう広くない村の探索はすぐに終わったが、結果は芳かんばしくなかった。




「ダメね。まったく手がかりなしだわ」

「みなさん、大昔の伝説でしか龍の魔峰をご存じないようですね。しかも、今日はそれどころではないみたいですし……」




　エルトの言葉にハイファも同調した。




「みんな、忙しそう」




　三人目に尋ねた村人が言うには、村長の上の孫娘が結婚するため、今日は村ぐるみで祝いの宴を開くのだという。

　リンたちは、それを聞いて以降、村人たちに話しかけづらくなってしまい、聞き込みもままならなかったのである。




「間が悪かったのかしらね。アレン、どうするのよ」




　リンが話を振ったが、アレンは返事をしなかった。宴のことを聞いてから、アレンは険しい表情になり、急に口数が減ってしまったのだ。

　いよいよ手詰てづまり。リンがそう思いかけた時だった。




「あ、あのっ！」




　不意に横から声をかけられた。




「あれ？　あなた、さっきの……」




　それは、この集落に入って最初に声をかけた老婆の孫娘――エノであった。

　顔を上気させて肩で息をするエノは、呼吸を整わないままに言い放つ。




「おじいちゃんが、すぐに連れてこいって！」




　一拍の間を置いて、リンたちは停滞の壁が崩れるのを感じた。










４―４　龍姫物語




　エノに連れられてリンたちがやって来たのは、村で最も大きな平屋。

　玄関で出迎えてくれたエノの祖母に屋敷の奥の一室へ案内されると、老いているが体格の良い男が待っていた。

　一行が男と向かい合うように座ると、男が口を開いた。




「よくぞ参られた。私はザルシ。この村の長おさをしている。龍の魔峰について聞いて回っているそうだな」

「ああ」




　リンが答えるより先に、アレンが前に出た。




「何を知っているのか、聞かせてもらうか」

「ちょっとアレン、いきなり失礼でしょ」




　最短距離で話を進めようとするアレンを諫いさめ、リンはザルシに顔を向けた。




「ごめんなさい。私たち、どうしても龍の魔峰に行かなくちゃいけないの」




　ザルシは頷き、とうとうと語り出す。




「龍の魔峰はこの世界とは隔絶された空間……境界きょうかいに存在している。こちら側から行くことはほぼ不可能だ」

「そ、そんな！」

「だが、方法がないわけではない」




　ザルシが傍かたわらに置いていた木箱をリンたちの前に押す。エルトが手を伸ばし、箱を開けた。




「これは……本？」




　色褪いろあせた表紙をめくったエルトの横からハイファも覗き込む。街で見るような字ではなかった。




「エルト、これ、読めるの？」

「ぜ、全然読めません。この本、僕の知ってる言語で書かれてないですよ……」

「無理もない。その書物は龍の文字で書かれている。普通の人間には読めん代物だ」

「龍の文字って、なに？」

「言葉通り、龍が使う文字だ」

「へぇ、龍って読み書きするのね。しかもこんな本まで……」

「友人から、龍の魔峰を調べて村を訪れる者にその本を渡すよう頼まれている。それが君たちなのだろう。その本は龍の魔峰へ導く標だそうだ」

「その友人とやらはジジイ……ガリ・シャッドか？」




　アレンの問いにザルシは小さく首を振った。




「答えかねる。彼は、名も聞かぬうちに私の前から去ってしまった」




　答えに納得がいかず、アレンは眉間のしわを深くする。




「そんな得体の知れないやつからの頼みを、律義に守っていたのか？」




　呆れ顔を作るアレンを尻目に、未知の言語で記された書物に行商としての興味を惹かれ、リンは好奇心を口にした。




「いったいどんな内容なの？　あなたは読めるんでしょう？」




　瞳の光をわずかに揺らして、老人は額に手をやった。




「生憎だが私もさっぱりでな。だが、彼から大まかな内容は聞き及んでいる。種を越えて愛を成なそうとした、ある女の戦いの物語。本の名は、そう……」




　思い出すかのように虚空に投げた視線が、再びハイファたちに向けられた、




「――龍りゅう姫き物語ものがたり」

「えっ!?」




　直後に、リンの目が驚きと共に大きく開かれた。




「リン？　どうしたの？」

「……ハイファ、あなたとシャンの名前を決めるとき、おじいさんから聞いたお話があるって言ったの、覚えてる？」




　ハイファはすぐに頷く。リンとの初めての思い出を忘れるはずなどない。




「そのお話の題名も、龍姫物語なの」




　リンが驚いた意味を理解して、ハイファはザルシのあまり表情が読めない顔を見た。




「でも、こんなに分厚い本になるような内容だったかしら……？」

「おそらく、君が知っているのは伝わる中で内容が変わったものだろう。この本はその原典と言える。ふむ、面白い偶然だな」




　言う割りには鉄面皮てつめんぴのザルシは淡々と分析して、続く言葉を紡いだ。




「ともかく、それは君たちのものだ。どう使うかはわからないが、持っていくといい」

「は、はあ……」




　エルトが本が入っていた箱の蓋を戻すと、ザルシは自分の膝を軽く叩いた。




「さて、話は変わるのだが、よければ今夜の宴うたげの席に加わってもらえないか？」

「宴って、結婚のお祝いの？」




　リンは外で行われていた祝いの宴の準備を思い出した。




「でも、いいの？　私たち、ついさっき来たばかりよ？」

「なに、ろくな歓迎もできなかったせめてもの詫わびだ」

「……だそうよ。みんな、どうする？」




　リンに話を振られて、エルトは温和に笑った。




「僕はみなさんに合わせます。ハイファさんはどうです？」

「わ、私も――」




　言いかけたところで、音もなくアレンが腰を上げた。




「悪いが、俺は外させてもらう」




　反論の余地を与えず、アレンは足早に部屋を去っていく。




「あ、アレンっ？　もう、どうしたってのよ……」




　アレンの考えが読めず、困り顔になるリン。

　ハイファは去り際に見えたアレンの張り詰めた表情に、妙な胸騒ぎを覚えた。




「……っ」




　立ち上がり、アレンの後を追いかけて部屋を飛び出す。




「アレン！」




　部屋と曲がり角の中間地点にいたアレンが足を止めた。

　振り向いた鋭い眼差しに、ハイファは思わず身を引いてしまう。




「用がないなら、もう行くぞ」

「用ならあります」




　ハイファの後ろにエルトが立っていた。




「どうしたんですかアレンさん。さきほどから様子が変ですよ」

「別に、お前たちには関係ないだろ」

「そんな言い方はないんじゃない？」




　部屋から出てきたのはリンも一緒だったようで、壁に身体をもたれさせて腕を組んでいる。




「この子たち、あなたを心配してるのよ。私もね」

「揃いも揃って……。俺が一人になるのがいけないのかよ。俺はお前たちと仲良しこよしするために来たんじゃない」

「目的のため、ですよね」




　エルトが言う。アレンは震える瞳の焦点をわずかに下げた。




「アレンさんは何かの目的があって、ハイファさんたちを龍の魔峰に連れて行こうとしています。ですが、僕らはあなたの目的が何かを知りません」




　ハイファとリンは視線を交え、エルトにこの場を任せることを確認し合う。




「龍骸装ドラグファクトのことも、僕らはあまりに無知です」




　前に出るエルトの動きに合わせて、錫杖が小さく澄んだ音を鳴らした。




「だから、話しましょう。いい機会だと思いませんか？」

「あのな……ん？」




　言いかけたアレンは、気配を感じて振り返る。




「あ……」




　曲がり角からこちらを覗いていたエノと視線がぶつかった。




「あの、お、お話、聞こえました。今日のお祝い、出てくれませんか？」




　エノは自分の倍近い背せ丈たけの男を前に、勇気を出して躍り出る。




「今日、お姉ちゃんが結婚するんです。きっと人が多い方が嬉しいから、ずっと楽しみにしてたから……」

「おいおい、だから俺は……」




　言いかけて、アレンはエノの瞳が潤んでいるのに気づく。




「あー……」




　三人をもう一度見て、観念したようにため息をつく。




「……そういや、今夜話すって言ったけな」

「アレンさん、それじゃあ……！」

「わかったよ。俺の負けだ。出りゃいいんだろ。出りゃあ」




　その言葉を聞いた途端、エノの表情が華やぐ。

　ほっと身体の緊張を解いたハイファは、身体を傾けてこちらを見てきたエノに、自然と小さな笑みをこぼすのだった。










４―５　龍骸装ドラグファクトの正体




　日が傾き、宴が始まった。

　会場となる広場では、そこかしこで酒や料理が振る舞われ、中央で赤々と燃える炎を囲む人々の賑やかな声が、星の瞬く空へと吸い込まれていく。

　華やかな衣装で着飾った新郎新婦の二人は、広場を見渡せるように設けられた席に隣り合って座り、続々と祝福の言葉を告げに来る村人たちに笑顔で応えている。

　リンたちは外からの客人を歓迎する意味も込めて、新郎新婦に近い位置に椅子とテーブルを用意された。




「あっはっはっは！　どうなるかと思ったけど、あんな可愛い子のお願いは断れないわよね！」




　酒の入った器を片手に大笑いするリンの横には、決まりの悪さをごまかすように酒をあおるアレンがいた。




「やめろ、背中を叩くな。子ども相手に意地張るのがバカらしくなっただけだ。あとクソ鳥、お前も俺の頭をつつくな。シメるぞ」




　口の端に付いた泡を拭ぬぐい静かな声音で主張するアレンに、リンは手を止め、ペックはつつくのを止めた。ペックのそばには荷台があり、シャンはその中でいつものように佇たたずんでいる。




「ったく。酒も飯も悪くねぇのが救いだぜ」

「またまた照れちゃってぇ～。でも、あなたのことがまた少し分かった気がするわ」




　上機嫌な様子で言うリンに、アレンは目だけを動かす。




「と言うと？」

「あなたがちゃんといい人だってこと。私が倒れてる間、あの子たちをありがとうね」

「……ふん、行商ってのはもっと計算高くて疑うたぐり深ぶかいやつだと思ってたがな」

「あら、私だって誰彼構わず信用するわけじゃないわよ？　あなたが気に入ったの。何か入り用のものができたら、少しは安くしてあげるわ」

「そりゃどーも」

「リン、食べ物のおかわり、持ってきたよ」




　そこに、こんもりと料理を載せた皿を両手で持ったハイファが戻ってきた。




「ありがとうハイファ。……あら？　エルトはどうしたの？　一緒だったわよね？」

「エルトなら、ほら……」




　リンとアレンがハイファの振り向いた先を見ると、エルトは頭こうべを垂たれる新郎新婦に何やら言葉を紡いでいた。




「え、何してるの、あの子」

「エルトが司教プリストスだから、お祈りしてほしいって、お爺さんに頼まれたの」




　ハイファは言いながらテーブルを挟んで二人の向かいに座る。『お爺さん』とはザルシのことだとリンは理解した。




「二人は、何かお話してたの？」

「ええ。アレンが子どもに弱いって話をね」

「おい……！」




　愉快そうに笑うリンと、リンを睨みつけるアレンの間に、険悪な空気はない。

　そこに歓声があがり、三人は反射的に声の方に振り向く。

　視線の先で、新郎新婦の手を取り、全身から淡い光を放つエルトの姿があった。




「うわわわわ、なにあれなにあれ」

「光ってる……」

「あれは《契りの加護》だ」




　呆気に取られている二人に、唯一平静なアレンが淡々と説明した。




「星皇教会の司教プリストスは、ああして新郎新婦に魔力の光を浴びせて、加護を分け与えるんだ。つってもあくまで形だけで、本当の加護があるわけじゃない」




　詳細な説明を口にしたアレンに、リンとハイファは驚きの表情を作る。




「詳しいのね、アレン」

「うん。詳しい」




　二人の視線を浴び、アレンはすぐにわざとらしく咳き込んだ。




「こ、これくらい常識だろ。さして褒められるようなもんじゃない」




　発光はすぐに終わり、起こる拍手に応えながら、エルトはハイファたちのもとへと帰ってきた。




「すみませんハイファさん。こういう場で頼まれたら、無下むげにもできなくて」

「ううん。平気。エルトすごいね。ぴかーって」

「そうね。さすがの宴会芸だわ！」

「リンさん!?　宴会芸ではありませんよ！　ちゃんとした儀式です！」




　リンの称賛に食ってかかるエルト。そこでアレンは器を置き、三人の注目を促した。




「そろそろ頃ころ合あいだ。始めようぜ」




　わずかに空気が引き締まる。エルトも座り、四人は膝をつき合わせた。




「アレン。私、あなたと話がしたかった」




　名指しされたアレンは、ハイファの瞳の奥の真意にすぐに気がついた。




「知ってること、全部教えて。龍骸装ドラグファクトって何なの？　獣骸装アニマファクトとは違うの？」

「落ち着けよ。順を追って話す。まあ、俺が聞いたことだけどな」




　アレンは酒を一口飲み、ハイファの付け袖の下に隠れる腕を見た。




「龍骸装ドラグファクトは、龍瞳教団の連中が使う獣骸装アニマファクトの素材を魔獣から龍に変えたもの……。それは間違いない。ただ、そう何個もあるわけじゃない。この世に存在するのは、一体の龍の身体を解体バラして作った五つだけだ」




　リンは龍という希少生物の存在に興味を持ったが、それを口にすることはなかった。




「頭と胴と翼。それとお前の腕と俺の脚。胴は俺が確保した。頭と翼がどこにあるかは俺も知らん」

「胴って、もしかして……チャフのこと？」




　想起するだけで胸を抉る痛みがある。それでもハイファはその名を出した。




「賢いな。その通りだ。そして龍骸装ドラグファクトの中には、龍の意識が宿っている」

「龍の意識？」

「お前が言った自分じゃない誰かの声……。俺にも覚えがある。抑えられない衝動だ。気がついたら周りはめちゃくちゃになってやがった」

「アレンもあんな風になったの？」




　暴走したハイファの姿を知るリンに、アレンはさらに酒を飲みながら答えた。




「ああ。過程は話せば長いから省くが、魔力切れになるまで暴れちまった」

「ということは、魔力切れになれば止まるんですね……」

「俺も気になってることがある。ハイファ、お前その腕をどこで手に入れた？」

「……ごめんなさい。よく、覚えてなくて……」

「なに？」




　ハイファの回答をリンが引き継いだ。




「この子、コンベルの近くにあった教団の拠点にいたの。その時から腕はこうだった。でも、記憶を失っていて、ハイファって名前も私が……」




　リンの言葉を最後まで聞かず、アレンは頷いた。




「腕はそこでか。もうひとつ教えてくれ。お前の腕、ペレタでの戦いで変わったよな。あれはなんだ？　何をしたんだ？」

「それもよくわからない。みんなを守りたいって思って、そしたら、黒い龍が見えた」

「黒い龍、ですか？」

「ぼんやりとだけど。でも、その後、どうしたらいいかが分かって……」

「どうにも感覚的だな。俺もあれが使えりゃと思ったが」




　そこへ、エノを連れたザルシがやって来た。




「旅の方たち、参加してくれたこと、感謝する。この子にもいろいろ言われたそうだな」




　そう振られたエノは、急に注目されたからか、顔を赤らめてザルシの背中に回った。




「ええ。ご馳走になってるわ。エルトの儀式はお礼代わりってことでよろしく」

「ははは。星皇教会の司教プリストスからの祝福となれば、これ以上の祝儀はないな」




　屋敷で話した時の厳格さは鳴りを潜め、穏やかに笑うザルシは、エノの頭を撫で、最愛の男と談笑する花嫁を見た。




「あの子も、きっとそう思っているに違いない」

「……？」




　アレンはザルシの目がどこか遠くを見ていることに、僅かな違和感を覚えた。




「ところで、あの本は？　手元にはなさそうだが？」




　ザルシの問いかけに、引き続きリンが答えた。




「荷台にしまってあるわ。大切に保管されていたものだし、落としたり破いたら悪いもの」

「そうかそうか。……ならば、もう憂いはないな」




　違和感は、強くなっていく。

　この男は何かを隠しているのではないか。アレンの脳裏に、そんな言葉が去来する。




「おい、あんた……」

「すまない。――時間だ」




　老人の顔から、表情が消える。




「きゃあああああああああああああっ！」




　絶叫。

　絹を裂くような悲鳴が会場を駆け巡った。










４―６　狂気の黒剣




「な、なにっ!?」




　悲鳴の源を探したリンが見たのは、炎に照らされた血だまりと、その中心に倒れる村人。すでに息絶えている。




「アハハッ！　アハハハハ！」




　そして村人の亡骸なきがらを踏みつけて笑う、黒い装束に身を包んだ女。その右腕には自分の身長ほどはある大剣を握っていた。




「ハハハハ……ハァ？」




　女は笑いを止め、メキ、と首を横に傾けた。その視線は、広場に悲鳴を響かせた村の若い娘に向いている。




「いや……ひぃ……っ！」




　尻もちをついて恐怖に歪むその顔に、女は口の端をつり上げる。次の瞬間には娘の心臓を貫いていた。




「ぎ……!?」

「アハッ！」




　剣が引き抜かれ、柔肌やわはだに空いた穴から赤い飛沫が上がる。

　それが、混乱の爆発する合図だった。




「に、逃げろぉ！」

「なに！　なんなの!?」

「うちの子はどこっ？　どなたか、うちの子を見ませんでしたか!?」




　悲鳴と惑いが空気を掻き混ぜ、人々は我先にと広場の出口へ殺到する。




「ああ……！　血よ。血だわ。血なのだわ！　真っ赤に光って、とっても綺麗！」




　降り注ぐ血液を浴び、髪を振り乱して狂喜する女。大きな瞳をぎょろつかせ、次の獲物を探す姿は、飢えた獣と変わらない。




「リンさん！　あの姿は……！」




　エルトが指摘したのは女の右腕。血に濡れた大剣から伸びる無数の管が、女の右腕を突き刺していた。

　紋章もんしょうこそないが、禍々まがまがしい装具そうぐに黒衣こくい。リンもすぐに結論に至った。




「龍瞳教団……!?」




　その言葉に、ハイファは腕の傷口が暗い熱を帯びるのを感じ、ほとんど反射的に付け袖に指をかけた。エルトも錫杖を構え、臨戦態勢に入る。




「ハイファ、エルト、お前らは手を出すな。リン、子どもたちを連れて離れろ」




　しかし、アレンの低い声音がそれを止めた。




「え？」




　静かに立ち上がったアレンが、ゆらりと女の方へ身体を反転させる。




「アレン？　どうしたのよ？」




　リンの声が聞こえているのかいないのか、アレンは剣の女に向けた声を発した。




「普段の俺だったら叩きのめす程度で済ませてるが、運が悪いぞ、お前……」




　アレンを起点に、風が巻き起こる。

　炎に照らされた風に、夜空と同じ色が滲みだす。




「……！」




　ハイファはその光景に覚えがあった。

　コンベルの街で、リンを傷つけた宣教師に怒りを爆発させた時と同じだ。凄まじい魔力が、アレンを中心に渦巻いている。




「この俺の前で、よくもそんな真似ができたな……！」




　踏み出した足の先から、闇が燃え立つ。




「お前は！　蹴り潰すッ！」




　咆哮一発。痩躯そうくの脚が闇に包まれた。




「本当に、ハイファの腕と同じ……」




　リンは遺跡ではよく見えていなかったアレンのその姿に、驚愕を隠せなかった。




「だあっ！」




　地面を砕きながら跳んだアレンは、矢となって大剣の女に突き進む。




「アァン？」




　異形になると共に硬質化した脚が放つ一撃を剣で受け止め、女は爬虫類のような目を爛々らんらんと輝かせる。




「ウフフ、あなたも私に血をくれるの？」

「一滴たりともくれてやるか！」




　アレンは右脚を起点に身を捻り、左脚を振り下ろす。




「そう。……じゃあ死んでっ！」




　女の腕に刺さる管が抜け、アレンを目がけてまるで意思を持っているかのように伸びていく。




「くっ！」




　身をかがめて躱したアレンは、地面につけた手を軸に回転。異形の脚は鋭利な刃となり、迫る魔手を細断していく。




「ヒヒヒッ！」




　しかし、今度は大剣が上段からアレンの身体を両断せんと鈍く光る。




「舐めるなぁっ！」




　振り下ろす黒の剣と振り上げる黒の脚。上下を逆転させた二つの黒がぶつかり、衝撃によって周囲に散らばっていた物が吹き飛ぶ。




「すごい……」

「アレンさん、なんて荒々しい……」




　呆然とその戦いを見ていたハイファとエルト。




「おじいちゃん……」




　その側で、怯えるエノに身体を寄せられ、ザルシが穏やかに笑った。




「大丈夫さ。じきに終わる」

「二人とも呆ほうけない！　村長さんも！　ここにいたら巻き込まれるわ！　逃げるわよ！　荷台に乗って！」




　リンはまだ戦闘の被害が及んでいない広場の反対側からの離脱を試み、一同に指示を出す。

　だが、ザルシは首を横に振った。




「その必要はない。むしろ、この場に留まった方が安全だ」




　その言葉に、リンとエルトは騒然とした。




「どういうことです？　この場所じゃ、いつ巻き添えになるか……」

「ずっと、見てきたからな」

「見てきた……？」

「私は、待っていたんだ……。この時が来るのを。ずっと……！」




　ザルシの目尻が光り、一筋の涙が伝う。




「ちょ、ちょっと、なんで泣いてるのっ？　どういうことなのよ？」




　リンとエルトが困惑する中、ハイファは尚も続く戦いを見守っていた。

　同時に第三者として目の当たりにする超常の力に、疑問を抱く。

　それは、ついさっきアレンが口にした問いかけの裏返し。




（アレンは、どうしてあの脚を……？）




　だが、その答えを持つアレンは戦いの最中に在あった。










４―７　昏く燃える激情




「アハハハハハッ！　それそれそれぇ！」




　身体の一部のように自在に振るう女の大剣の連続攻撃を、アレンは回避することに徹する。

　攻撃が止んだ一瞬の隙に、アレンは後ろに跳んで距離を取った。




「驚いちゃった。私と似たような力を持ってるのね！　でもヒラヒラ避けてばっかりで、あなた、踊り子さんみたいだわ」




　肩に大剣を乗せた女の挑発めいた言葉に歯噛はがみし、アレンも声を張り上げた。




「どうしてこの村を狙った！　こんな小さな村で無差別な殺戮をして、何になる!?」




　女はきょとんとした顔で、首をかしげた。




「どうして？　変な人。理由なんてないわ」

「なんだと……！」

「でも、そうね。強いて言うなら、楽しそうな声が聞こえたから？　ウフフ、良いわよね、楽しそうな声。殺したくなっちゃうもの！」

「……っ！」




　アレンの目が大きく開かれ、だらりと腕が垂れる。




「お前らがご大層に掲げる龍瞳教団の教えすら、守っちゃいないわけか……」




　つぶやいた声に、女は眉をひそめる。




「あなた、さっきから変なことばかり言う。なに？　りゅーどーきょーだんって」




　しかし、アレンからはもう女の声をまともに聞く理性は消し飛んでいた。




「お前はもう……喋るなあぁあぁぁああぁっ！」

「アハハッ！」




　戦闘の再開に女の目が血走り、アレンの蹴撃を迎え撃つ。

　受け止めた瞬間、鈍い音が響いた。




「ハハ……は？」




　分厚い鉄板のような大剣に、亀裂が走った。




「俺はお前たちを許さない！　勝手な理屈で人を殺し、命を弄び、幸福を奪い去っていくお前たちを！」




　攻勢に転じたアレンの猛攻撃に、女の顔から笑みが消える。




「あなただって、誰かを殺すためにその力を持ってるんでしょう？」

「喋るなと！　言ったはずだぁっ！」




　激情の一撃が、大剣を砕き割る。




「ふんっ！」




　顔を驚愕に染める女の腹部に、アレンの蹴りが直撃した。




「うぐっ……！」







　蹴り上げられた女が宙に舞い、睨みつけるアレンの脚が闇を爆発させ、アレンを空中へ打ち上げる。

　アレンが女の上を取ると、異形の鉤爪が巨大化。まさしく龍の爪となって、女を掴んだ。




「こいつで……とどめだっ！」




　今度は地上に向けて闇を噴射し、もろともに広場中央で燃え盛る炎に飛び込んだ。




「ぎあぁああぁぁあぁっ！」




　轟音と共に巻き上がった炎が、龍骸装ドラグファクトの放つ闇の色に蝕まれ、女の絶叫が木霊する。




「アレン！」

「アレンさんっ！」




　炎の中にいるはずのアレンを案じてリンとエルトが叫ぶ。

　すぐに炎は消え、アレンと、アレンに踏みつけられて全身を焼かれた女が現れた。

　リンたちはアレンの無事に安堵するよりも、その凄惨せいさん極きわまる光景に息を呑んだ。




「ア、ハ……ハハ……！」




　焼けただれた皮膚から煙を上げながら、女はまだ意識を持っていた。




「負け、た？　私が……？」

「ああ。お前の負けだ」




　冷たい眼差しを向けるアレンに、黒く焦げたことでより際立つ大きな瞳を向ける女。




「――アハッ！」




　大きく舌を出し、嘲あざけりを込めた邪悪な笑みをアレンにぶつけた。




「あばよ」




　アレンは引導いんどうを渡すべく、僅かに上げた足を女の顔へ動かす。そして、踏み潰――消えた。

　踏み潰すより先に、女の姿が砂となって崩れ去った。




「な……!?」




　空を切った足が地面につき、アレンは動揺を隠せない。




「きっ、消えた!?」

「どうなってるの!?」

「どこかに、逃げた？」




　それは見ていたリンやエルト、そしてハイファも同様だった。

「いや。これでいい」




　ただ一人、ザルシだけは違った。落ち着いた様子で、静かに言葉を紡いでいく。




「あの女はついに倒れた。我ら全員が束になっても勝てなかったが、とうとう彼がやってくれた。これで、私の役目は果たされた」




　万感の思いが籠った言葉だが、リンたちにはその真意が全くわからない。




「村長さん？　あなた、さっきから何を言ってるの？」

「すまないが、少し待ってくれ。別れを済ませたい」

「別れって……？」




　答えることなく、膝を折ったザルシは傍らにいたエノの両肩に手を乗せた。




「エノ、おじいちゃんもやっとそっちに行ける。そうしたら、今日の続きをしよう。村のみんなで、うんと楽しいお祝いをしよう」




　感触を確かめるように、皺だらけの手が、柔らかい頬を撫でる。




「おじい、ちゃん？」




　直後、エノの首に赤い線が走り、その頭が重力に従って肉体から離れた。




「あ……」




　頭が地面に落ちる寸前、先ほどの女と同様に、エノという存在が砂になって消える。




「ひ……っ!?」

「うそ……！」

「い、いつの間に攻撃が!?」




　愕然とするハイファたちに、ザルシは淡々と告げる。




「エノは、最初に死んだとき、こうして首を斬られて死んだ。だから、どうあってもその死に方は変えられない」




　手の中に残った砂を握りしめ、ザルシは声を震わせて涙を流す。




「痛かったろうに、怖かったろうに。私は、何もできなかった……！」




　そして、連鎖するように、広場に留まっていた村人や、すでに事切れていた村人がその形を失っていった。




「村の人たちが、消えていく……！」

「見て！　人だけじゃないわ！　建物まで、どんどん消えていく！」

「おい、爺さん！」




　脚を元に戻して駆け寄ってきたアレンが、ザルシの胸ぐらを掴んだ。




「あんた、やっぱり俺たちに何か隠してやがったな！」

「……すまなかった」

「勝手に謝ってんじゃねぇ！　ちゃんと説明しろ！」




　胸ぐらを掴まれたまま、老人は崩れていく村に視線を移した。




「この村は、とうに滅びていた。孫娘の婚姻の宴の日、あの女の襲撃に遭い、私以外の村の者は全員殺された。私もあの女の手にかかりそうなった時、それは現れた……」

「何のことだ！」

「龍だよ」




　その一言に、アレンは身体を強張らせ、老人を掴む手を放した。




「龍は私を助ける代わりに、契約を持ちかけた。龍の魔峰への道を探る者が現れる時まで、龍姫物語の書物を守り続けろと。私が契約を受け入れた次の瞬間、その日の朝に時間が戻っていた」

「時間が戻る……？　まさか時間遡行!?　現代で使える人がいない大魔法ですよ！」




　ザルシの目が、炎の消えた木組みに動いた。




「全てが元通りになったのかと思ったが違った。どう回避しようとしても、決まった時間にあの女が現れ、殺戮を行う」




　僅かに残った砂の小山に老人は拳を固める。




「家族で村を出ても、私の目の前で突然身体が切り刻まれて死ぬ。村人に協力をあおいで迎撃しても、魔法も使えない私たちは歯が立たず、時間がくればまた皆が死んだ。そして、私は気を失い、同じ日の朝に戻る。真っ先に私が死のうとしても、結果は変わらなかった……」




　リンはにわかに信じ難い情報の連続に軽い眩暈を覚えながらも、ザルシに質問を投げた。




「ま、待って。ちょっと待って！　なら、私たちもその繰り返しの中に知らない間に組み込まれてたってことなの？」

「いや。それはない。君たちという要素は、これまでの繰り返しにはなかった。あの女が死ぬという結末も、今までなかったからな」

「何度も繰り返してきたような口ぶりだ？」

「数えることも、とうにやめたよ。おそらく十年や二十年では足りないだろう」




　そう語る老人の顔がひどく疲れて見えたエルトは、自分が行きついた結論に恐ろしくなった。




「では、あなたはこの光景を……この惨劇が起こる今日という日を、ずっと繰り返していたっていうんですか!?」

「そうだ。若い司教。驚いたぞ。その信仰は、連綿と続いていたのだな」




　一際大きい揺れが起こり、地面さえもが崩落を始めた。

　本来、土があるはずの場所には何もない虚無が露わになっている。

　虚無が足元まで迫り、ハイファはつま先を引いた。




「みんな荷台に乗って！　こうなったらそこが一番安全よ！」

「う、うん……！」

「はいっ！」

「アレンもお爺さんを連れて荷台に！」




　ペックに跨ったリンに叫ばれ、アレンも頷く。




「ああ！　行くぞ爺さん！」

「………………」




　しかし、ザルシは動かなかった。




「爺さん……!?」

「私はいい。ようやくここまで来たのだ」




　アレンは老人の指先が少しずつ砂になっていることに気づいた。




「そいつは……」

「長く、悪い夢を見ているようだった。ありがとう。終わらせてくれて……」




　その間も老人の風化は進んでいく。言いかけた言葉を飲み込んで、アレンは別の言葉を搾り出しだ。




「ならこれだけ聞かせろ！　これから何が起きる！　俺たちはどうなるんだ！」

「簡単なことだ。導かれるぞ。龍の魔峰に」




　優しく笑った老人の姿が掻き消え、世界が砕けた。










４―８　龍りゅうの魔峰まほうへ




　虚無に放り出されたリンたちは、一瞬の浮遊感の後、グン、と下に引き寄せられた。

　耳元で鳴る風の音で、現在の状況を理解したエルトが叫ぶ。




「お、落ちてる！　落ちてます！」




　リンはそばで自分たちと同じく落下していくアレンに視線を運んだ。

　まだ届く。そう判断して手を伸ばした。




「アレンッ！」




　それに気づいたアレンも手を伸ばす。だが、もう少しのところで届かない。




「まだぁっ！」




　鞍に片足をひっかけ、さらに接近。リンは見事にアレンの手を掴んだ。




「やった！　――うわぁ!?」




　叫んだ直後に引っかけていた足が鞍から外れ、リンも虚空に投げ出されてしまった。




「リン！」




　即座に反応したハイファが、荷台から飛び出そうと足に力を入れる。

　突然、灰色の地面が現れた。




「きゃっ！」

「いてぇっ！」




　リンとアレンはそのまま地面に転がり、ペックはなんとか姿勢を崩さずに着地する。

　荷台にいたハイファとエルトは、揺れを感じてふらついたが、シャンだけは不動のままだった。




「こ、ここは……？　僕たち、助かったんですか？」

「リン！　アレン！」

「あっ、待ってくださいハイファさん！　僕も行きます！」




　荷台から降りたハイファとエルトは、リンたちに駆け寄り、その身体を起こすのを手助けした。




「リン、大丈夫？」

「いたた……。ええ。平気よ。ペックも無事ね。にしてもなんだったの、一体……」




　リンの無事を確認してすぐに、ハイファはリンの横に見覚えのある石像を見つけた。




「これ、あの道で見た……」

「え……？　あ、本当ね」




　リンもすぐに石像を視界に入れるが、山道で初めて見たものとの違いをはっきり口に出した。




「でも、私たちが見たのよりもずっと綺麗だわ」

「さっきまで夜のはずだったのに、急に明るくなりましたね。だけど、すごい霧です」




　アレンを抱え起こしながら周囲を見回したエルトは、良いとは言えない視界に不安な表情を作る。




「いや……警戒する必要はないぜ」

「アレンさん？」

「この風景には、見覚えがある。ここは――」

「ようこそおいでくださいました」




　前方から何者かの声に、リン、ハイファ、エルトが身構える。

　霧の奥から出てきたのは、一人の少女。

　青みがかった髪をふたつに束ね、小柄な身体に柔らかい質感の深緑の衣服を纏い、その上からエプロンドレスを着ている。

　その出で立ちに、リンは覚えがあった。




「え、なに？　こんなところに、メイドさん？」




　取引先などでたまに見かけるメイド。それが、この霧が渦巻く謎の地にいる。

　ただでさえ多い疑問符が追加されたところで、スカートの端を持ち上げて恭うやうやしく頭を下げた少女は、静かな口調で一行に告げた。




「はじめまして。わたくしはルナイラ。どうぞお見知みしりおきを」

「は、はあ」




　間の抜けた返事をしてしまうリン。アレンは小さく笑って立ち上がった。




「よう、ルナ。相変わらずのメイドっぷりだな」

「アレンさまこそ、お変わりないようで」




　ルナと呼ばれた少女は顔を上げてアレンに応える。

　二人のやり取りがどう考えても知り合いのそれで、リンはますます混乱した。




「え、ええっと、アレン？　このメイドさんと知り合いなの？」

「まあな。それより、どうやら本当に着いたみたいだぜ。俺たち」

「着いたって……じゃあ、ここが!?」




　合点がいったリンが、思わず声を大きくする。




「みなさま、どうぞわたくしについて来てください」




　メイド――ルナの声の後、一陣の風が視界を遮さえぎる霧を吹き飛ばした。




「我が主、ガリ・シャッドがみなさまをお待ちしております」




　青空と、高くそびえる岩山が、一行の眼前に飛び込んだ。










４―９　謎に挑む




　リンとハイファにとって始まりの街であったトレリア。そして二人が目的地に定めた東の果て、リューゲル。

　その中間に、サルタロはある。

　星皇教会の庇護ひごの下もとで発展した都市は、信心深い住民たちが穏やかに暮らしていた。

　そして、この都市の中心にそびえる白亜の建物こそ、星せい皇おう神しんイミルセスを祀まつる、星皇教会において第三の規模を誇る神殿であった。

　神殿内には教会の関係者のみ立ち入りが許される区画がいくつかあり、そのひとつである書庫に、エルトの師匠にして大司教アル・プリストスのラティアはいた。




「………………」




　机に書物を積み上げ、両手に開いた本を黙読するその姿は、事情を知らない者が見れば熱心な読書家であると受け取られるだろう。

　しかし、当のラティアは自分の捜索隊が使った転移魔法で帰ってきたばかりで、彼女の行動には事情を知る者は首をかしげていた。




「どこにも載っていない……」




　本を閉じ、ため息を漏らす。

　ラティアが目を通していたのは、龍に関する記述のある文献。

　探していたのは、『ハイファ』と『龍の魔峰』という言葉だった。

　しかし手に取った書物はどれも空振りで、この二つの言葉の記載は無い。




「あの少女は、いったい何者なのでしょうか……」




　恩人であるリンや弟子のエルトが信頼を寄せていることは理解している。

　だが、あの遺跡で魔獣と見紛うほどの禍々まがまがしい魔力を発していた少女が、ラティアには気がかりでならなかった。




「龍が関係しているならば、何か手がかりがあると思ったのですが……」




　次の本に手を伸ばした時、背後の扉が開く音がした。




「し、失礼します。大司教アル・プリストス」

　扉の向こうから、丸い眼鏡をかけた若い女性の司教プリストスが現れる。

　いくらか緊張が混じった表情をラティアに向けるその司教は、この書庫の管理を任されている者だった。




「捜索隊から報告を受けた教皇ハイロメントさまが、あ、あなたと直接お話がしたいと仰っています」




　ラティアは教皇ハイロメントである妙齢の女性の顔を想起し、思わず苦笑した。




「やはり、顔を見せないと安心してくれませんか」

「いったい何をお調べなのですか？　戻って来られたと思ったら、すぐに書庫に飛び込んで」




　近寄ってきた司教プリストスの言葉に、ラティアは質問で返した。




「たいしたことではないのですが……。あなたは、ハイファという名前に聞き覚えはありますか？」




　問われた司教プリストスはずり落ちた眼鏡を上げて、考えるように視線を漂わせた。




「そうですね……。思い当たるのは、絵本の主人公でしょうか」

「絵本、ですか？」

「ええ。ハイファは絵本の主人公の名前ですよ。私、孤児院の子どもたちに読み聞かせをするんですけど、前にその絵本を使いました。少々お待ちください。確か、このあたりに……」




　言いながら、ラティアから離れて整然と並ぶ本棚に向かい、すぐに戻ってきた。




「ありました。こちらです」




　十数枚の紙を綴とじた本を受け取り、ラティアは表紙に記された題名に目を落とす。




「『龍姫物語』……。どういったお話なのでしょう？」

「悪い魔獣に襲われる龍の王国を、人間の女の子が救うお話です」




　聞きながら本を開くと、確かに龍に乗った少女が魔獣の群れを撃退する姿が描かれた頁があった。




「……『こうして、ハイファは龍たちといつまでも幸せに暮らしました』……」




　最後の文を読み、本を閉じるラティア。




（やはり、私の思い過ごしだったのかもしれません……）




　そう結論づけようとした矢先、女性司教が口を開いた。




「でもこの絵本の内容って、読書家の間で、ある噂が流れてるんですよ」

「噂？」

「なんでも出回っている絵本の内容は後から作られた偽物で、この世界のどこかに本当の物語が記された書物があるとか」

「本当の物語……」




　確かに、実話や神話をもとにした絵本ならばその可能性は高い。

　それがこのひっかかりを生み出していることに関係しているかもしれない。

　ラティアは表紙を手で撫で、調査を続ける意思を固めた。




「それにしても、なぜ急にそのような話を？　調べていたことと関係が？」




　当初の疑問に立ち返った司教プリストスに微笑を見せ、ラティアは本を返した。




「ありがとうございます。またその知識を借りることになるかもしれません。その時は協力してくださいますか？」

「え……ええ！　私でよろしければ！　あ、私、ロマリーと申します！」

「ありがとうございます。ロマリー。では、教皇ハイロメントのもとへ参りましょうか」

「はい！」




　二人は書庫の出口へ向かう。数歩後ろを歩くロマリーからは見えてはいないが、ラティアの目は真剣な光を宿していた。













４―１０　老龍ガリ・シャッド




　龍の魔峰へ到着したリンたちは、岩山には場違いなメイド服の少女に先導され、岩に囲まれた道を進んでいた。




「……うっぷ」




　荷台で揺られていたエルトが、青ざめた顔で口元を押える。




「エルト、大丈夫？」




　エルトの異変に気づいたハイファは、ひとまず彼の背をさすった。




「リン、エルトが気分悪いみたい」




　ペックの手綱を握るリンがハイファの呼びかけに振り返り、エルトの様子にぎょっとした。




「え、やだ、大丈夫？　乗り物酔い？」

「い、いえ……。そうじゃないんです」

「じゃあ、どうしたってのよ」

「感じませんか？　空気の中にとても濃い魔力が含まれているんですよ。それにあてられてしまって……」

「濃い魔力？　なにも感じないわよ？　ハイファ、あなたは？」




　リンの問いにハイファはふるふると首を左右に揺らした。

　エルトは顔を蒼白にしたまま、さらに言葉を続けた。




「考えてもみてください。ここはかなりの高地なはずなのに、息苦しくないでしょ？」

「あ、言われてみれば……！　ここまで色々起き過ぎて、考えもしなかったわ！」

「……だそうだ。ルナ、どうなんだ、そこんとこ」




　ペックの前を歩き、エルトの言を聞いていたアレンは、先頭を歩くルナに話を振る。




「本来、この領域は人間には適しません。それを我が主が、魔法によって人間の生存できる環境に作り変えています。そのうち身体が慣れますよ」

「そんなことが……!?」




　エルトはルナの言葉に、この山の主がとてつもない魔力を持っていること理解した。




「ったく、ジジイの野郎、妙な仕掛けをこさえやがって」

「以前、アレンさまにもご説明したはずですが」

「ンなもんいちいち覚えてるかよ」




　やがて一行は道の終点に到着し、山肌に埋め込まれた扉の前に立った。




「大きい……」




　ハイファはその大きさにコンベルの街でこじ開けた門を思い出した。




「少々お待ちください」




　前に出たルナが手を添えると、扉は物々しい音を立てて動き、一行が通れる程度にだけ開いた。




「どうぞ」




　そう言って再び進みだしたルナに続いて、アレンが内部へと足を踏み入れる。

　最後尾のリンの荷台が扉を越えると扉が閉まり、壁に等間隔で浮かんだ青白い光球が洞窟のような内部を照らした。




「この先です」




　ルナに続いて通路を進む。荷台のほろから顔を覗かせたハイファは、月明りの下の夜道のような洞窟に視線を巡らせる。




「広いね。リン」

「そうね。でも、広いって言うか……大きいわ」




　リンは天井の高さに不思議な違和感を覚えていた。




「自然にできたものって感じじゃないけど、それにしたって大きすぎるわ」




　左右を見ても、壁の端から端までは大きな都市の道路ほどある。




「なんだか私たちが小さくなったみたい」




　冗談めかしたリンの声の反響に、ルナが反応した。




「そう感じられるのも無理はありません。ここは、龍に合わせて作られていますから」

「へえ。龍に合わせて……龍？」




　ルナの口から出た言葉に、リンは思わず復唱してしまった。




「この地にはかつて、多くの龍が住んでいましたから」

「ど、どういうこと？ もしかして、絵本みたいな龍の王国があったわけ？」




　ルナはリンにどこか残念なものを見る目を向け、それから同じ目でアレンを見た。




「アレンさま、ここまでの道中、こちらの方々に事態の説明は？」

「してねぇよ。俺もあんまり知らねぇし。ジジイにさせればいいだろ」




　ルナは微笑を浮かべて頷き、アレンたちから隠すように顔を正面に向けた。




「まったく、度し難い人間ですね」

「あ？　なんか言ったか？」

「いえ。別に」

「言ったろ。ボソッと。俺をバカにしただろうが」

「気のせいです」




　そう言ってルナは足を動かす速度を上げる。その速さは凄まじく、アレン達を一気に引き離した。




「あっ、おい待て！　逃げるな！」

「ちょ、ちょっとちょっと！　置いてかないで！」




　ルナを追いかけて通路を進むと、吹き抜けの天井から陽光が注ぐ広い空間に出た。

　短い間に昼と夜を何度も繰り返したと誤解したリンの網膜がわずかに痺れる。

　円形の空間の壁には、龍の石像が等間隔に並んでいた。




「待っていたぞ、アレン」




　高いところから降ってくる声。




「この声……！　ジジイ！」




　アレンとほぼ同時に顔を上げたリンが見たのは、瓦礫の上に腰を下ろす、小柄だが岩のように屈強な身体つきの老人。ルナは瓦礫の傍に控えていた。




「遣い、ご苦労だったな」




　この老人が、ガリ・シャッド。龍の魔峰の主。直感したリンの手に力が籠もる。




「言いたいこともあるだろうが、まずは確認だ。その者が腕の所有者か？」




　鋭い眼差しがリンに伸びる。リンは老人の顔に額から左目にかけて大きな傷が走っていることに気づいた。

　彼の言う『腕』というのが、ハイファの龍骸装ドラグファクトのことだと理解することに、時間はかからなかった。




「私です」




　エルトと共に荷台から降りていたハイファがアレンの横に立ち、名乗り出る。




「ほう。……うん？」




　ハイファの姿を認めた顔の片眉が上がった。




「おい、その服はどこで手に入れた？」

「服……？　これはコンベルで、リンに買ってもらって……」




　予想外の問いかけにハイファはリンに振り向く。同じく質問の意図がよくわからなかったリンは、あることに気づいた。




「……あっ！　顔に大きな傷がある変なおじいさん！」




　コンベルの服屋の店主が言っていた容姿の特徴と、完全に一致していた。




「この服をあの店で売ったの、あなただったのね！」




　ハイファから視線を外さない老人は、外見からは想像できないほど軽い身のこなしで瓦礫から降り、ハイファの前に立った。




「お前、名は？　名はなんという？」




　最初とは打って変わって、どこか軽妙な物言い。

　困惑しながらも、ハイファは確かに答えた。




「ハイファ、です」

「なにぃ？」

「そんなっ？」




　名乗った途端、老人だけでなくルナまで声をあげた。




「え？　え……？」




　名乗っただけなのに驚かれ、ハイファはいよいよ混乱してしまう。




「ふ、ふふ、ふっはっは！　こりゃ傑作だ！　そうか！　ハイファか！」




　突然、老人は自らの膝を叩いて大笑した。




「笑い事ではありませんよ。シャッドさま」




　ルナに諫められても、笑い声は止まらない。




「これが笑わずにいられるか！　ハイファなのだぞ！　流石にそこまでは狙ってはおらんかった！　ははははは！」




　あまりに笑うので、エルトはハイファが馬鹿にされているように思えて、いい気がしなかった。




「人に名前を聞いておいて、失礼ではありませんか？」

「すまんすまん。だが……こりゃ一体どういうことだ？　シャンよ」




　老人の視線が、驚愕に目を見開くリンの後方、荷台へと動く。

　荷台で一番大きな箱が動き、隙間から飛び出した黒煙が、ハイファの横で大男の姿を形作る。




「おうおう、お前までそんな姿になりおって。かつての威厳はどこへ行った？」




　身の丈が自身の三倍近いシャンにまったく臆することのない老人に、リンたちは動揺を隠せない。




「どうして、シャンのことを？」




　ハイファが尋ねると、老人は目を細めた。




「こんな所ではなんだ。場所を変えて話そう」




　そう言うと老人が指を鳴らし、殺風景だった空間が突然、広大な草原に変わった。




「え、な、なにっ？　私たち、洞窟にいたわよね……！」




　驚いたリンが周囲を見る動きに合わせて、彼女の夕日色の髪が風に躍る。

「なに、龍の魔峰と繋がったど・こ・か・だ。ここなら邪魔は入らん」




　しわがれた手が虚空に伸びると、歪んだ空間の向こうからテーブルと人数分の椅子が現れた。




「ここに来るまで苦労しただろう。もてなしのひとつでもさせてくれ」




　驚くハイファたちを前に、老人は愉しそうに笑うのだった。










４―１１　悠久の時を超えて




「ルナ、茶の用意を頼む。ああ、無論、人間用のな」

「承知しました」




　振り返った老人はハイファたちがその場から動いていないことに気づき、招くように手を上下した。




「ほれ、何をぼんやりしておる。座れ座れ」




　言われるがまま、草原には少しばかり豪奢な椅子に腰を下ろす一行。シャンだけはハイファの背後に立っていた。

　その様子に何か言いたげな顔をしつつ、老人はさて、と切り出した。




「改めて名乗らせてもらおう。ワシはガリ・シャッド。龍の魔峰を管理している。シャッドでいい。その方がワシも収まりがいいからな」

「おいジジイ」




　老人――シャッドの言葉を無視して、アレンは不機嫌を隠さず声をあげた。




「どういうことだよ、あの村は」




　アレンはこれまで自分たちを導いてきた地図をテーブルに叩きつける。




「あんな茶番に付き合うなんて聞いてねぇ！　俺への当てつけのつもりか！」




　シャッドはため息をひとつして、地図を手に取った。




「仕方なかろう。残った門はあの場所を含めて数えるほどしか残っておらん。こちらの行動をできるだけ目立たぬようにするには、こうするしかなかった。今の転移も、やつに気取られたやもしれん」

「ふざけるな！　ここを探ってる宣教師とも戦った！　もうとっくにバレてるだろ！」




　噛みつくアレンを諫めるように、リンが二人の間に割って入った。




「ね、ねえ、二人だけで話を進めないでもらえない？　私たち、何も知らなくて、何から知ればいいのか……」




　リンを一瞥し、シャッドはふむと小さく唸った。




「それもそうかの。アレンからは何も聞いとらんようだしな」




　視線を向けられたアレンは、舌打ちをしてそっぽを向いた。




「まずはここがどこなのか、か。ここは境界……おぬしら人間の世界と、ワシらが住む王国との間にある。互いの世界が干渉しすぎることのないように監視する場所じゃ」

「いきなり意味不明すぎる情報が飛んできたわね……」

「王国？　かんしょう……？」

「迷い込んだ人間を送り返す場所、とだけ考えておけばよい。そして、お前たちが何に巻き込まれているかだが」




　リンは王国という言葉も気がかりだが、知るべき情報の優先度を間違えることはしなかった。




「お前たちは、ある女の復讐に巻き込まれている」

「復讐？」

「人を憎み、世界を呪い、龍を愛した女。女の名は――ハイファ」




　シャッドが口にした名前に、リンは思わず隣に座る少女を見た。その挙動はシャッドも予想していたようで、皺だらけの大きな手をひらひらと振った。




「違う違う。当然その娘ではない。名前が同じなのはワシも驚いたがな」

「じゃあ、別のハイファってこと？」

「人間の頭の回転の悪さは変わらんな……。お前たち、ここに来る前に何か渡されなかったか？」




　思い至ったエルトはリンに耳打ちした。




「リンさん、もしかしてあの本のことじゃないですか？」

「『龍姫物語』？　じゃあまさか、ハイファって……」




　リンの発言に、シャッドは頷く。




「そうだ。お前たち人間が物語として語り継ぐ、あのハイファだ」

「物語に出てくる人の復讐に、私たちが巻き込まれてる……？」




　ハイファのつぶやきに、シャッドはさらに重ねた。




「そこが根本的な認識の違いだな。創作物などではない。あれは実際に起きたことだ」




　再びシャッドが何もない空間に手を伸ばす。するとその手の上に分厚い書物が落ちてきた。

　テーブルの中央に置かれたのは、リンたちが譲り受けたのと同じ書物であった。




「みなさま、お茶が入りました」




　そこに、ルナが椅子に座る人数分の陶器製のカップを運んできた。

　カップには、琥珀色の液体が満ちて、柔らかな湯気を立てている。




「遠慮せず召めし上あがってください。茶葉はちゃんと人間の街で買ったものですから」

「は、はあ。では……」




　リンやハイファ、アレンに先んじてカップを持ち上げたエルト。そのままカップを傾け、中の液体を飲む。




「……ングブッ!?　ゲホゲホッ！」




　直後、エルトが突然咳き込んだ。




「ちょ、ちょっとエルト、どうしたの！」

「エルト、大丈夫？」

「ず、ずびばぜん……。でも、このお茶……！」




　カップを置いたエルトは、驚きに満ちた表情で続けた。




「飲んだ途端、急に本の文字がわかるようになったんです……！」




　その発言に、シャッドがにやりと笑った。




「ほう？　ルナ、気が利くな」

「恐縮でございます。みなさまの様子からおそらく読めないのでは、と」

「な、何を飲ませたの!?」




　リンが問い詰めると、ルナは当たり前のことのように回答した。




「普通の紅茶です。ただ、みなさんの分にはわたくしの血を一滴混ぜました」

「なんてもの飲ませてんのよっ！」

「わたくしは叡智えいちの龍《レグトルフィン》の血族。身体の一部をほんの少しでも取り込めば、わたくしたちの言語程度はすぐにわかるようになりますので」

「うう、変な感じです……。読めないのに頭に意味が浮かんできて……」




　軽い頭痛に顔をしかめるエルト。

　エルトのことも心配だったが、リンはそれ以上に気になってしまった。




「今、さらっとすごいこと言わなかった？　龍の血族って……」

「ルナさんは、龍なの？」




　リンと同じ思考だったハイファがルナに単刀直入に尋ねた。




「ルナで構いませんよ。その通り、わたくしは龍です」




　こともなげに、またしてもルナはあっさりと答える。




「シャッドさま、よろしいですね？」

「ああ。隠す必要もなかろう」

「では……んっ」




　シャッドの許諾を得たルナの背中から、黄色い鱗に覆われた一対の翼と、長くしなる尻尾が生えた。




「すごい……」

「ワシもルナも龍だが、ゆえあって、こうして人間の姿をとっておるのだ」




　そう言うシャッドの腕も、緑色で太く武骨ぶこつなものに変わる。

　すぐに元の人間の腕に戻り、それに合わせてルナと翼と尾も消えた。




「そういうわけだ。ほれ、グイッといけ。そうすれば内容がわかるようになるぞ」




　リンたちに勧すすめつつ、シャッドは自分の紅茶を飲んだ。




「え、遠慮しておくわ……。エルトを見ちゃうと、ね」

「うん。ちょっと、怖い」




　曖昧あいまいな笑顔で龍の血の摂取を回避するリンとハイファ。そこにアレンの苛立いらだった声が差し込まれる。




「おい、話が逸れてるぞ。とっととあの女の話をしやがれ」

「おお、そうだったな。一人でもお前たちに解読できるやつがおれば、まあ問題はないか」




　カップを置いたシャッドは、再び真剣な顔つきに戻った。




「ハイファの復讐というのは、ほかでもない。ワシら龍を全て滅ぼすことだ」

「龍を滅ぼす？　ハイファは、龍といつまでも幸せに暮らしたって……あ、そっか。違うんだ……」

「リンとかいったな。お前が知る物語がいつ作られたものかは知らないが、ハイファが龍の王国にいたことは知っているか？」

「ええ。一応は」

「お前の知る物語は残念だが真実ではない。見ろ」




　シャッドが、リンたちが手に入れたものよりも劣化が進んでいる『龍姫物語』を開く。

　頁に並ぶ文字列のそばに、かろうじて人と龍だと認識できる絵が載っていた。




「少年、お前はわかるな？」




　開かれた頁を見つめていたエルトは、顔を上げた。




「は、はい。『ハイファは龍の王国を追われ、人間の住む世界へ還された』と書かれていますね」

「これがハイファの憎しみの始まりだ。あやつは龍の王国へ戻り、自らを追放した龍たちを滅ぼそうとしている。今はそのための力を蓄えているのだ」

「今はって、これって大昔の話じゃないの？」




　リンは自分の覚えている物語の内容との相違に、そして時間の流れの不一致にひっかかりを感じた。その問いかけに、シャッドは簡単に答える。




「ハイファは魔法の才があった。しかも我ら龍の魔法も学んでおる。延命など造作もない。千年は生きているな」

「千……!?」

「……どうしてハイファは、追放されたの？」




　続いたハイファの問いには、シャッドもばつが悪そうに唸った。




「さてな。ワシが知りたいくらいだ。なにせ、ハイファを追放したのは、そこに突っ立っとるかつての我らが王だからな」




　シャッドの目が、ハイファの後ろに立つシャンに向けられる。




「これまでの話の流れからすると、やっぱりシャンは本当に……」

「その通り。こやつも龍だ。だがハイファに自らの力の大半と本来の肉体を奪われ、そのような無様を晒しとる」

「その奪われた龍の身体を使ってできたのが、龍骸装ドラグファクトってわけだ」




　アレンに一同の視線が集中する。




「アレン……、お前は話を飛ばし過ぎるぞ」

「うるせぇ。ジジイがチンタラしてるからだろうが。ハイファ、村での話の続きだ。お前の腕も、俺の脚も、もともとはこいつの身体なんだよ」

「私の腕が、シャンの……」




　十字の傷が走る腕を撫でるハイファを見て、リンは意を決して言葉を紡いだ。




「シャッドさん、この子の腕は、元に戻せないの？」

「それはなんとも言えんな。アレンの脚に付けたのはワシだが、外すことなど考えたことがなかった。龍骸装ドラグファクトを造ったワシの協力者ならば、なにか知っているやもしれん」

「ったく、結構苦労してこいつらをここまで連れてきたってのに、肝心なところで情報不足だな」




　吐き捨てるように言ったアレンは、乱暴に椅子から立ち上がった。




「話を聞いて確信したぜ。あの女は龍瞳教団と獣骸装アニマファクト、それから残りの龍骸装ドラグファクトを使って、ジジイどもが本来いる場所へ殴り込もうってんだな。そんなことのためにシィクを利用されてたまるか！」

「シィク……？」




　聞き覚えのない名前に、ハイファとリン、エルトは疑問符を浮かべる。シャッドは苦々しい表情でアレンを諫めようとした。




「アレン、確かにお前のように考えるのが妥当ではある。だが、わからんこともあるのだ。あやつはなぜ――」

「どうでもいい！　俺はあの女を殺す。それだけだ。ジジイもそれを知ってて、俺の脚をこうしたんだろうが！」




　アレンが声を荒げたその時、空間が大きく横に揺れた。




「な、なんですかっ!?」




　エルトは立ち上がり、錫杖を構えて周囲を見渡す。だが、草原には自分たちの他に何もいない。




「うぅ……っ！」




　腕を抱いてうずくまるハイファ。




「ハイファ!?」




　小さな体に寄り添ったリンは、自分にも伝わってくるその熱に戸惑った。




「な、なんなのこれ……!?」

「リン……！　腕が、熱い……！　今までで一番、熱くて、痛い……！」

「シャッドさま！」




　ルナが叫び、指で示した先。空間に亀裂きれつが入っていた。

　シャッドの顔が驚愕きょうがくと焦燥しょうそうに染まる。




「まさか、来たというのかっ!?」




　亀裂は広がり、引き裂かれるように砕け散った。




「――久しぶりね。いつ以来かしら？　こうして直接会うのは七十年ぶりくらい？」




　人が通るのには十分な大きさの穴をくぐって響いた、女の声。

　金色の髪が、風になびく。




「相変わらず、不格好ぶかっこうな人間態ね。シャッドのおじさま？」




　夜色の装束に身を包む女神官が、草原に降り立った。










４―１２　追い求めた姿




「よもや、力づくで入り込むとは……。いよいよ野蛮になったな、ハイファ」




　シャッドの言葉にリンは耳を疑う。




「あの人が、ハイファ……？」




　目の前に現れたこの女性が、自分の思い出として刻まれている物語の登場人物その人なのだと、にわかには信じられなかった。




「見ない顔もいるわね？　って、あら？」




　女神官の赤い瞳が、ハイファを捉る。

　舐めるように見られたハイファは、思わずリンの腕を自分に引き寄せた。




「……ふふっ」




　女神官の口の端がひくつく。一秒後、哄笑こうしょうが響いた。




「あっははは！　ずいぶんみっともない姿を見せてくれるわねぇ？」




　女神官の肉体が溶けて地面に沈み、一瞬にしてハイファとリンの眼前に出現する。




「あの神殿以来ね。と言っても、あなたは覚えてないかしら」




　咄嗟のことに、声を作れないハイファ。




「ハイファに近づかないで！」




　立ち上がったリンが女神官に詰め寄る。




「……ああ、そういうこと。威勢がいいのは認めるけど、噛みつく相手は選びなさい」




　額を指で軽く弾かれた。それだけのはずなのにリンの身体は枯れ葉のように吹き飛んだ。

　地面への激突の寸前で、滑り込んだペックがリンを受け止めた。




「リンさん！」

「リン！」




　エルトと共にリンに駆けようとするハイファ。




「――あなたはダメよ？」




　その頬に、女神官の手が触れた。

　冷たい。氷のように冷たい。

　一瞬がとても長い時間に引き伸ばされる感覚のなかで、女神官の目を見てしまったハイファの心には、言いしれない不気味さが芽生えた。




「あ……ぁ……」

「その服、着心地が良いでしょ」




　その声で鼓膜を震えるだけで、内臓を握られたような嘔吐感が込み上げる。腕の異常な熱さと、背中を貫くような悪寒で、気がどうにかなりそうだった。




「自分の運命を受け入れる気にはなったかしら？」

「私の、運命……？」




　ハイファの反応を見て、女神官から笑みが消えた。




「……ちょっと。まさかこの子、こんな場所にいて何も知らないの？」

「離れろテメェ！」




　やや憮然ぶぜんとした声がシャッドに向けられると同時に、シャンの剛腕とアレンの龍骸装ドラグファクトが女神官に襲いかかる。




「ふふっ！」




　女神官の目が嗜虐的に歪み、ハイファの首を掴んで二人の前に突き出した。




「なっ!?」




　すんでのところでアレンは攻撃を中断。シャンも同時に停止する。




「ふ、ふたりとも……！」

「あら惜しい。この子ごと私を貫けばよかったのに」

「その薄汚ねぇ手を離しやがれ！」

「ええ。離してあげる。けど――」




　女神官の手が開き、ハイファの身体が、一瞬だけ宙に浮く。

　直後、ハイファの腹部に女神官の強烈な回し蹴りがめり込んだ。




「うぶ……っ!?」

「シャンまで止まったのは、気に入らないわね」




　リンとは反対方向の地面に転がったハイファは声すら出せず、死にかけの虫のように手足を震わせる。




「ハイファ!?　このクソ女っ！」




　止まる理由がなくなった瞬間、アレンとシャンは攻撃を再開する。

　しかし、すでに女神官は地面に潜り、二人の間合いから脱していた。




「殺してはいないわ。そもそも、あの程度じゃ壊れない身体よ」




　何でもないことのように言う女神官の頭上が、ふっと暗くなる。

　見上げると、メイド服を翻し、猛禽の如く翼を広げたルナと視線が交差した。




「龍に仇なした野蛮人が！」

「いかん！　やめろ、ルナッ！」




　シャッドの声が弾け、ルナの鞭のようにしなる尾の一撃が炸裂。地面が割れるほどの衝撃で、空に粉塵が舞い上がる。




「ふぅん？」




　ルナの尾を掴んだ女神官は、その鱗の色を見て微笑した。




「あなた、レグトルフィンの末裔まつえいね。知恵が売りなのにいきなり攻撃なんて、それこそ野蛮じゃなくて？」

「黙りなさい！」




　身を捻ったルナが足技を繰り出すが、投げ飛ばされ、地面に叩きつけられた。




「まったく、ちょっと顔を出したら寄ってたかって。無視されるよりずっといいけど」

「答えろ。何しに来やがった！」




　敵意を剥き出しにしたアレンが叫ぶと、女神官は余裕たっぷりに笑ってみせた。




「私はどこかの誰かと違って約束は守るわ。だから、連れてきてあげたのよ」




　なおも砕けていた空間から、ゆらりとひとつの人影が出てくる。

　アレンは身構えたが、白いローブに包まれたその姿に、嫌な胸騒ぎがした。




「よかったわね。感動の再会よ？」




　ローブが音もなく地に落ちる。その瞬間、アレンの表情を驚愕が塗り潰した。




「シィク……！」




　純白の花嫁衣裳を着た、黒髪の乙女。




「シィク！　本当に、シィクなのか!?」




　同じ名前を繰り返すアレン。

　女神官は困ったようにわざとらしく肩をすくめる。




「疑り深いのね。約束は守ると言ってるじゃない。本人よ、本人。――だけど」




　女神官が指を鳴らす。

　それに合わせて、シィクの足元から赤黒い魔力が迸った。




「全部が全部元通りってわけには、いかないのよねぇ。ふふふ……！」




　純白の衣装を闇が蝕み、大きく開いた目が震える。




「シィクに何を……まさかっ！」

「ええ。今のこの子は私のもの。獣骸装アニマファクト《スコーピオンの毒刃》を纏う、龍瞳教団の宣教師よ！」




　シィクを飲み込んだ魔力が霧散する。

　暗黒から現れたのは、細い脚を異形と化し、先端が鋭利な尾を蠢かせる変わり果てたシィクの姿だった。










４―１３　激突




「嘘だろ……！　シィク！　俺だ！　わからないのか!?」

「無駄無駄。身体を弄ったら心も一緒に壊れちゃったから。この子はもう、私の命令通りに人を殺すことしかできない人形よ。どれぐらい殺らせたかしら――」




　シィクの姿に愕然とするアレンに向け、悪びれる様子もなく言ってのけた女神官。アレンは声にならない咆哮と共に肉薄する。




「……………」




　しかし、その攻撃はシィクの脚に阻まれた。金属同士がぶつかったような音が響く。




「シィクッ!?」

「よそ見なんて、つれないじゃない。ちゃんと相手してあげなさいな」

「お前が操ってるんだろうが！」




　アレンが繰り出す攻撃はすべてシィクに阻まれる。背中に伸びる鋭利な尾がアレンを死角から襲った。




「くっ！」




　間一髪で回避し、アレンは二人と距離を取る。

　尾が元の位置に戻ったとき、無表情のシィクの口の端から、黒く濁にごった液体が零こぼれ、滴が触れた地面は煙を上げた。




「この子、お気に入りだったのだけど、肉体が限界なの。スコーピオンの毒と私が注いだ魔力で中はもうドロドロよ」




　倒れるリンのそばにいたエルトが、加護の力をもってシィクの魔力を透視する。その身体は濁った魔力で満たされ、人とも獣ともつかないものになっていた。




「ひ、ひどい……！」

「だから最後の命令をしたわ。アレン、あなたとその周囲の人間を殺して、自分も死ねって。ま、獣骸装アニマファクトを引き剥がせば、元のシィクちゃんに戻るかもだけど」




　今度はシィクからアレンに仕掛けた。高く飛び上がり、矢のようなってアレンに強襲する。




「アレンさん、その人は猛毒の塊です！　あの黒い液体に触れただけでも――！」

「うるせぇ！　んなこと関係あるか！」




　エルトの忠告を遮り、アレンはシィクをまっすぐに見た。




「やっと……やっと会えたんだ。この身に代えても、絶対に助ける！」




　アレンの脚から噴出する魔力が炎となって周囲を焦がす。

　異形の脚を振るう二人の戦いの幕が上がった。




「せいぜい頑張りなさい。じゃあ、私は帰るから」




　女神官は冷笑し、踵を返す。




「そうはさせんぞ！」




　シャッドが叫び、草原の景色が一瞬でリンたちが最初にいた龍の魔峰の内部に戻る。




「ハイファ、お前をこれ以上野放しにはできん！」

「長いことほったらかしにしておいて……。いよいよ耄碌かしら？」

「かつてお前を討たなかったのはワシの甘さ！　だが、今は違う！」




　四肢を龍化させ、老体からは想像もできないほどの俊敏な動きで女神官に迫る。




「せぇやっ！」




　シャッドの拳が女神官の顔面に向かう。女神官が右手で受け止めると、その威力に細い指はぐしゃぐしゃに折れ曲がった。




「あら、意外と……」

「今だ！　ルナ！」

「はい！」




　合図を受け、壁際にいたルナが壁から伸びる鎖を引いた。それに連動して、龍の石像たちの目が光り、女神官を照らす。




「何を……っ！」




　女神官は気づく。光を浴びた自分の身体が、少しずつ石化していた。

「あの時使えなかった封印術。それを長い年月をかけてお前に合わせて調整した。そのまま石像となれ！」




　言われながら、なおも石化し続ける肉体。シャッドは祈るようにそれを見つめる。




「そう、封印……」




　女神官は静かにつぶやく。




「……道理で魔力の味が懐かしいはずだわ！」

「な――ぐおっ!?」




　一瞬で石化が解除され、女神官はシャッドを蹴り飛ばした。




「今の私にそんな生易しい封印が通用するとでも？　私の成長を見誤ったわね！」




　伸ばされた女神官の腕に、石像たちから放たれる光が吸収されていく。




「ひどい味……。お返しするわ！」




　黒く反転した魔力光が女神官の再生した右手から発射され、一体の石像の頭を粉々に砕く。それだけで光の照射は止まってしまった。




「封印なんて考えず、消すつもりでくればいいのに。これもシャンの口添えなの？」

「シャッドさま！」

「ぐ、く……！」




　駆け寄ったルナに支えられてなんとか起き上がるシャッドを一瞥し、女神官は虚空こくうを撫でる。すると、現れた時と同じような空間の裂け目が発生した。




「ひとつ言っておくわ。私はもうハイファじゃないの。今の私の名前はネヴァン。覚えておきなさい」

「ネヴァン……。龍の王国に侵攻した、魔獣の女王か……！」




　女神官――ネヴァンは自ら開いた亜空に足を踏み入れていく。




「シャン、それと新しいハイファ。生きていたらまた会いましょうね」




　割れた空間は、時間が巻き戻るようにして元に戻り、ネヴァンの姿をハイファたちの前から消した。




「ま、待て……うぐっ！」




　追いかけようとした脚から力が抜け、膝をついてしまうシャッド。




「ハイファさんっ！」




　シャッドの横を抜けて、エルトがハイファに走る。




「大丈夫ですか？　立てますか？」

「エルト……リンは……？」

「ペックが助けてくれました。気を失ってるだけです」

「なら、よかった――うぐっ！」




　微かに笑ったハイファだったが、すぐに痛みに顔を歪める。

　エルトはネヴァンが蹴ったハイファの腹部に、細く赤黒い火花が散るのを見た。




「な、なんだこれ……!?　うっ!?」




　触れた指先を、鋭い熱が刺す。




「まさか呪い？　でも、こんなの師匠には教わって……！」

「エルト……だい、じょうぶ……だよ……」




　ハイファは震える指で付け袖を外していく。露わになった細腕を、エルトは慌てて掴んだ。




「無茶ですよ！　そんな状態で戦うなんて！」

「でも、アレンが――」

「今はハイファさんの話をしてるんです！」




　エルトの一喝で、ハイファは言葉を途絶えさせた。




「ハイファさんの身に何かあったら、僕は、僕は……！」

「え、エルト……？」




　二人のそばにルナが飛んできた。右腕をだらりと下げ、肩口からは血が出ている。




「お二人とも、ご無事ですか？」

「ルナさん！　ハイファさんのお腹に何かが……！」




　ハイファの腹部の光を見たルナは、すぐにその光の正体を察知した。




「身動きを封じる魔法ですね。陰険なあの女らしい姑息こそくな時間じかん稼かせぎです。ですが――」




　左腕を龍化させたルナが、ハイファの腹を撫でる。光の線は塵となって消えた。

　それに合わせてハイファの表情もわずかに和らぐ。




「ルナさん、いま何を？」

「わたくしの魔力で魔法を削り取りました。体内に埋め込まれていたら危なかったですが、これならすぐに回復しますよ」

「ありがとうございます！　このままハイファさんをお願いしてもいいですか？」

「構いませんが、あなたはどうするのです？」

「僕は、戦います！　ハイファさんの分まで！」




　ルナはエルトの目に、決して虚勢ではない力強い意志を感じ取った。




「エルト……」




　ハイファがエルトの手に触れた。




「無理は、しないで……。　私も、エルトが危ないの、いやだよ……」

「大丈夫です。ハイファさんも身体を休めてください」




　ハイファを抱き上げたルナが、荷台のそばに集まっていたシャッドたちのもとへと戻る。

　それを視認したエルトは、錫杖を強く握りしめ、アレンへと駆けた。




「アレンさん！」

「エルトか!?　なんで出てきた！」




　シィクと足技の応酬を演じていたアレンが叫ぶ。




「これは俺たちの問題だ！　死にたくなかったらひっ込んでろ！」

「なら、僕たちの問題でもあります！　僕は、アレンさんの力になりたい！」

「なんだと……!?」

「上ですっ！　アレンさん！」

「くっ！」




　振り下ろしてきた尾を避け、アレンはエルトの隣に立った。




「お前も見ただろ！　ペレタのときとはワケが違う！　本当に死ぬぞ！」

「考えなしに出てきたわけじゃありません！　僕なら、シィクさんを止められるかもしれない！」




　脅して、睨みつけても、エルトはまっすぐに見つめ返してきた。それどころか、何か策があると言う。

　アレンは、エルトの瞳から並々ならぬ決意を感じた。感じてしまった。




「……自分の身は、自分で守れよ」

「……！　はいっ！」




　返事と共に、エルトの足元に魔法陣が広がる。




「どうするつもりだ」

「魔法の準備をします。少し時間がかかるので、アレンさんはシィクさんの注意を引きつけてください」

「ハッ、あいつの気を引けってか？　そいつは、俺の得意分野だぜ！」




　再び激突するアレンとシィク。エルトはその言葉の意味が少しだけ気になったが、今は目の前のことに集中することにした。










４―１４　絶望の毒刃




「リン……！」




　ルナに運ばれたハイファは、ペックの上でぐったりとしているリンの肩を揺らした。




「しっかりして、リン……！」

「うぅ……いったあぁ……」




　額を押さえてリンが目覚める。ハイファは安堵の息を吐いた。




「ハイファ？　私……そうよ！　あの女は!?」

「どこかに行っちゃった……。今は、アレンとエルトが戦ってる」

「エルトがっ!?」




　リンは、確かにハイファの言葉通りにアレンと並んでシィクと対峙するエルトを視界に捉えた。




「あの子、どうして……」




　リンのつぶやきに先ほどのやり取りを思い出し、ハイファはエルトに掴まれた感触が残る腕に触れた。




「しかしハイファ……いや、ネヴァンか。よりにもよってシィクをぶつけてくるとは悪趣味な……」




　荷台の車輪に背中をあずけて座り込むシャッドが、時空の狭間に消えた女神官に恨み言を吐く。




「さっきの話にも出てたけど、シィクって人とアレンは、どういう関係なの？」




　リンの問いかけに、シャッドは少し言いにくそうにしたが、すぐに答えを口にした。




「あの女は、アレンの伴侶となるはずだった」

「伴侶って、お嫁さんっ？」




　シャッドは重苦しい表情で前方の戦いを見つめたまま、「そうだ」とつぶやいた。




「一年ほど前だ。ワシとルナは、ネヴァン……お前を吹き飛ばした女を追って人間界を巡っていた。その途中、ネヴァンによる殺戮が行われた村でアレンと出会った」




　ムルジ村での惨劇を思い出し、リンの背中に冷たい汗が伝う。




「アレンはシィクとの婚儀の最中にネヴァンに襲われ、シィクを連れ去られたのだ」




　リンの中で点と点が繋がる。ハイファもリンと同じ結論に至った。




「じゃあ、あの村でアレンがあんなに怒ったのって……！」

「自分も、結婚式で大事な人を奪われたから……」




　シャッドは二人の言葉に首肯した。




「自らも瀕死の重傷を負いながら、なおも力を求めたアレンに、ワシは龍骸装ドラグファクトを与えた。利害が一致していたからな」




　シャッドの目が、炎を纏ったアレンの脚を捉える。




「今が、あいつが待ち続けていた時なのだ。あいつは、自分の命を捨ててでも、シィクを取り戻すつもりなのだろうよ」




　シャッドの言葉と、戦うアレンから伝わってくる気迫に、リンは固唾を飲む。

　ネヴァンに傷つけられたハイファの身体も、少しずつ熱を取り戻し始めていた。




「シィク！　お前は戦いをするようなやつじゃない！　目を覚ませ！」

「………………」




　アレンの声に反応は示さず、無表情のまま急所ばかりを狙う攻撃を矢継ぎ早に繰り出すシィク。




「お前の脚は、踊るための脚なんだろ？　言ってたじゃないか。踊りでみんなを笑顔にしたいって。俺はそんなお前を支えたいと思ったんだ。――だからっ！」




　巨大化させた龍の鉤爪でシィクの右脚を捉え、一気に引き寄せる。




「だからもうやめてくれ。これ以上、自分で自分を穢さないでくれ！」




　重なり合った視線の先。虚ろなはずのシィクの目に、かすかに光が見えた気がした。

　だが、ゆらりと持ち上がった蠍の尾が、アレンの小さな希望を掠め取っていく。




「シィク……！　くそっ！」




　悲鳴のような声と共にアレンの脚から闇色の炎が噴きあがり、その噴射の勢いで回転したアレンは毒刃が届くより早くシィクを蹴り飛ばした。

　地面を砕きながら土煙の中に消えたシィクの影はすぐに立ち上がる。




「あれを食らって立つのかよ……」




　再び現れたシィクの両腕は、ありえない方向へ曲がっていた。骨が折れているのだ。

　しかし言葉も発さず、表情も変わらない。それどころか、ゴギッ、バギュッと人体からおよそ発してはならない音を鳴らして、瞬く間に再生した。




「エルト！　まだかっ！」




　焦燥と共に叫ぶアレン。魔法陣の中で自身の中に宿る魔力を高めていたエルトは、閉じていた目を開いた。




「いきます！」




　魔法陣の発する光が一段階強くなり、エルトは最後の詠唱を紡いでいく。




「大いなる星皇神よ、天に浮かぶ数多の輝きのその一つ、斃れし者の肉体と朽ちる魂を癒す輝きを、地を這う者に貸し与えたまえ。――《エル・ヒアルラ》！」




　錫杖の先端に集約された光が、シィクに向かって一直線に飛ぶ。

　その光を拒絶するように回避へ動くシィクだったが、エルトの強い思いが込められた魔法はその動きよりも速くシィクを包んだ。

　だが、何も起こらない。アレンが認識した一秒後。




「……！」




　光が連続する雷のように炸裂し、シィクの身体を駆け巡った。

　それまで攻撃をものともしなかったはずのシィクが、膝をつく。




「やった！　思った通り！」




　拳を小さく突き上げたエルトに、アレンは驚愕の眼差しを向ける。




「いったい何をしたんだ？」

「今の僕が使うことができる、最上級の回復魔法です」

「回復……？」

「星皇神の加護を受けた魔力は、獣骸装の力を打ち消せます。だから、シィクさんにも同じことが起こせるんじゃないかと思ったんです！」




　旅の途中で宣教師と戦うことになったときのことを考え、エルトはレイバたちの洗脳を解いた出来事を常に記憶の片隅に留めていた。




「星皇神さまさまってわけか……」

「すべての獣骸装に効くのかはわかりませんけどね。さあアレンさん！　はやくシィクさんの獣骸装を！」

「ああ！　恩に着る！」




　地面を踏む足の先に意識を注ぎ、シィクを目がけてアレンが飛ぶ。

　異形の脚は巨大化し、左右合わせて六本の刃と化した爪が輝いた。




「シィク、恨んでくれていい。……それでもっ！」

　必中の間合い。シィクは動きを止めている。




「これで……！」




　終わらせることができる。

　アレンが確信した瞬間だった。




「……ガ……ッ!?」




　アレンの身体が、宙に浮いて止まる。




「え……」




　何が起きたのか、エルトにはわからなかった。目の前の光景を認識することを無意識のうちに身体が拒んだ。

　動きを封じたはずのシィクの、猛毒に塗れた尾が、アレンの腹に深々と突き刺さっていた。










４―１５　並び立つ光と闇




「ぐ……おぉがああああっ！　うがあああぁぁぁああっ！」




　肉の焼けるような音と共に、岩に囲まれた空間に響く絶叫。

　尾が抜けて地面に転がったアレンに開いた風穴が、黒く溶けながら煙を吐いていた。




「アレンさん！」




　その叫び声で我に返ったエルトは、未だに光に包まれているシィクの背中が、ごぼごぼと膨れ上がっているのを見た。




「あれは……」




　直後にエルトの顔が再び戦慄に染まる。

　それは、泥だ。

　巨大な蠍の形をした黒い泥が、シィクの背中ごと聖なる輝きを切り裂いて現れた。




「そん、な……」




　背中を裂かれてなお虚ろな顔のシィクに繋がるそれは、もはや魔獣《スコーピオン》ですらない。

　怪物。

　シィクの身体に寄生する、名もなき怪物だ。




「あんなの、どうすればいいんだ……！」




　おぞましさに吐きそうになる口を押え、エルトは呻く。

　そして気づいた。濁りきって見えなかったシィクの体内で渦巻く魔力の流れが、あの尾を起点としている。




「脚じゃない……。あの尾が獣骸装なんだ……！」




　ただ、それがわかったところで、どうしようもない。




「あんな状態じゃあ、シィクさんは……」




　救えない、頭に浮かんだ言葉に膝を折りそうになる。だが、エルトにはまだやることが残っていた。




「アレンさん……！　助けないと！」




　エルトが動き出すのと、怪物が光の戒めから解放され、倒れ伏したアレンに尾の先を合わるのはほぼ同時だった。




（詠唱破棄の防御魔法――ダメだ、間に合わない……！）




　毒の刃はすでに動き出している。エルトは思わず目をつぶった。




「だめぇっ！」




　悲痛な声と、轟音。

　ほんの数秒前までシィクの立っていた地面は、落とした鏡のように砕かれていた。




「ハイファさん!?」




　アレンを守るように、異形の腕を顕現させた少女が立つ。

　リンたちが止める間もなく、ハイファは飛び出していたのだ。




「ハイファ……お、まえ……！」




　苦痛に苛まれながら、アレンは霞む視界にその背を収める。




「こんなの……こんなの間違ってる！　大事な人と戦わなくちゃいけないなんて、殺そうとするなんて！」




　ハイファの叫びは、アレンではなくシィクに向けたもの。しかし、シィクはなんの反応も示さず、その背中でつながる怪物が新たな獲物を前に鋏を鳴らすだけだ。




「ハイファさん！」




　ハイファの横へ駆けつけたエルトが、錫杖の先をシィクに向けたまま呼びかける。




「ごめん、エルト。私のために頑張ってくれたのに……」




　謝罪の言葉を口にするハイファは、でも、と続けて拳を握った。




「でも、私にも、できるから。やらなくちゃいけない。ううん、やらせてほしい！」




　本当は、来てほしくはなかった。

　エルトはそう言おうと吸った空気を圧し潰し、静かに吐き出した。

　ハイファの瞳に宿る光が、正しいと思えたから。




「……わかりました。僕たちで、シィクさんを苦しめるあの怪物を討ちましょう！」

「うん！　一緒に！」




　光と闇。相反する二つの力を持つ少年と少女が、並び立つ。

　ハイファとエルトを見下ろしながら、怪物がシィクの脚を動かして突進する。

　二人は真正面から迎え撃つ選択を取った。




「ハイファさん！　尾を狙ってください！　あの尾がシィクさんの獣骸装です！」

「わかった！」




　ハイファの跳躍に合わせ、怪物も地面を蹴る。

　激突する異形の脚と拳。生身であっても極限に硬質化した二つの黒は、激しく火花を散らした。

　しかし、魔獣にはまだ武器が残っている。

　ハイファの顔面を目がけて伸びる毒蠍の尾。ハイファは空いていた左手でシィクの右脚を掴み、そこを起点にして髪の毛一本分の至近距離で尾を躱す。

　そして、シィクの両肩に足を乗せた。正面には、無防備を晒す怪物がいる。




「やぁっ！」




　重たい衝撃音が洞窟を揺らす。

　ハイファの一撃は――、届かなかった。




「う……!?」




　十字に交差させた鋏が盾の代わりとなり、ハイファの拳を受け止めたのだ。




「ハイファさん！　離れて！」




　下から聞こえた声に反応してシィクの肩を飛び降りる。落下するハイファの横を、怪物に向けて放たれた無数の光の弾丸が滑っていく。

　着弾と同時に炸裂し、空中に煙の塊が浮かんだ。




「すごい……」




　息を飲んだハイファの真下に半透明の光の板が現れた。エルトが用意したと直感し、そこへ着地する。

　わずかに痺れる感覚があったが、即座に再びの跳躍に臨んだハイファには気にする間もなかった。

　煙の中から、吼え猛る怪物が飛び出す。

　待っていたのは、今度こそ必中の間合いに構えられた異形の拳だった。




「これならっ！」




　拳を振り抜く。怪物の胴体の上半分が粉砕されるのを、ハイファは手応えから確信した。




「危ない！」




　エルトの叫びの意味をハイファが理解したのは、横から迫る尾を視認できた瞬間だった。受け止めた右腕に、鈍い痛みが走る。




「あう……っ！」




　刺突ではなく切り払いであったため、毒の影響はなかったが、少女の身体は背中から地面に落ちてしまう。




「は、ハイファさん！」




　無事では済まなそうな落ち方をしたハイファに、エルトの顔が蒼白となる。

　だが、ハイファはすぐに起き上がってエルトの横に立った。




「大丈夫！　まだ、やれるよ！」




　怪我のないこともそうだが、ハイファから戦う意思が消えていないことにもエルトは驚いた。けれどそれを伝える余裕もない。

　着地した怪物は、失った箇所を補うように、断面から新たな胴体が生えたのだ。




「あんなことまで……!?」




　ハイファに殴られる直前の姿に戻った怪物が、シィクの身体を使って二人へ迫る。

　エルトには脚が、ハイファには尾が、それぞれに狙いを定めて襲いかかる。

「これじゃあ、シィクを助けられない……」




　ハイファの剛腕でも、再生されてしまえば意味はない。有効な攻撃手段を二人はすぐには見つけられずにいた。

　繰り広げられる戦いの後方に、動く影が一つ。手負いとなったシャッドたちが止める間も無く、アレンの救援に向かったリンである。




「二人が頑張ってるのに、私だけ何もしないわけにはいかない……！」




　戦闘をハイファとエルトに引き継がれたことで、地面に倒れたままになっていたアレンのもとへ、リンが音を殺しながら滑り込んだ。




「アレン！」

「お前まで、来やがったのか……」




　荒い呼吸のまま、辛うじて呆れているとわかる声を絞り出すアレンの腹部は、赤と黒、そして濃い紫が無秩序に散乱している。

　加えて鼻をつく異臭。毒に侵された肉体が腐敗を始めている証拠だ。




「待ってて。今、回復魔法のスペルシートを――」

「そんなもんが……効くかよ……っ！」

「でも！」

「肩……借りるぞ……」




　リンの肩を支えにして、よろめきながら立ち上がたるアレン。その足元に淀んだ色の血と溶けた肉片が落ちた。




「なんとなく……こうなるんじゃないかと、思ってたんだ……。あのクソ女が、まともなわけが、ないからな……！」

「まだ戦うつもり!?　無茶よ！　立つのもやっとじゃない！」




　アレンの意志がそうさせるのか、異形の脚はまだ維持されている。それでもリンには彼が戦えるようには見えなかった。

　満身創痍のまま、アレンは一歩、また一歩と前に進む。




「シィクを助けるのは、俺だ……。これだけは……他の誰でも、ない……！　俺がやらなくちゃいけないんだよ……っ！」




　その身体には穴が開き、その命は今にも潰えてしまいそうなのに、男の目は何も諦めてはいなかった。




「……ハイファ！」




　叫ぶようなその呼び声に、ハイファが振り向く。

　一瞬遅れてハイファと同じ方向を見たエルトも、その光景に目を見張った。




「あんな身体で何を!?」

「アレン……」




　言葉はなくとも不安のこもる眼差しを向けるハイファに、アレンは薄く笑う。

「本当は、ジジイと一緒に、もっとしっかり教えてやりたかったが……。悪いな」




　アレンの脚から闇色の魔力が噴き出し、渦となってアレンを包みこんでいく。それと同時に、彼の髪が燃え尽きた灰のように色を変えた。




「見せてやる。――龍骸装ドラグファクトの本当の使い方を！」










４―１６　愛は炎に




「シャッドさま、あれは！」




　ルナの驚愕が声となってシャッドに伝わる。




「アレン……お前は、やはり……！」




　龍骸装ドラグファクトから溢れ出す魔力が龍の頭骨を作り出し、アレンの顔を隠す。

　リンには、その光景に既視感があった。




「それって、あの時の……」




　遺跡の地下牢から脱出した際に見た、暴走するハイファの姿。その再現が、リンの目の前に立っている。




「――ウぐっ！」




　直後、ぐらりとアレンの身体が揺れ、前のめりに倒れそうになる。ひび割れさせるほどの威力で地面を叩いた足で、なんとか踏みとどまった。




「相変わラず……！　持っテいかれソうニナるな……ッ！」




　アレンの声は、ひどく濁って聞こえる。




「デも、なぁ！」




　アレンの手が頭骨にかかり、力がこめられる。引き剥がそうとしているのだ。




「イまの……俺はっ！　龍なんぞに、止められやしねええぇっ！」




　頭骨が抵抗するように火花を出すが、アレンの裂帛の咆哮と共に顔を離れ、粉々に砕け散った。

　次の瞬間、脚から噴き出して渦を巻く魔力が勢いを増し、宵闇色の炎となって煌々と燃え上がった。




「熱い……！」




　その熱気にリンは思わず腕で顔を庇った。

　ハイファやエルトも、巻き起こる炎にただ目を奪われる。




「■■■■■■■！」




　本能と命令に従う怪物だけが、再び立ち上がった手負いの獲物に向けて駆け出した。

　だが、剣のように鋭く、鞭のようにしなやかな攻撃は、巻き起こる炎の渦によって阻まれ、かえってその脚を焼かれる結果となった。

　炎が消え、その奥からアレンが現れる。

　異形の脚は禍々しい闇の色はそのままに、鋭利さが消え、引き締まったものになっていた。

　しかし、最大の変化はアレンの脚を除いた身体。衣服が焼け落ちて露わになった肌は死人のように白く、両腕には黒い鱗が生え揃い、額からは一対の角が生えていた。




「アレンが、変わった……？」

「見てください！　傷が塞がっています！」




　エルトの指摘する通り、アレンの腹部の傷は初めからなかったかのように塞がり、侵す毒も消えていた。




「……ぜあっ！」




　アレンが動く。目で追うことすらできないほどの速度で放たれた膝蹴りが、怪物の上半身を吹き飛ばした。




「は、速い！」

「見えなかった……」




　エルトとハイファがその速度に驚愕する。着地したアレンが振り返ると、すでに再生した怪物が鋏を広げ、飛びかかってきていた。

　錆びた金属が擦れるような叫びと共に、毒の尾が振り下ろされる。




「今のを耐えるのか」




　静かな声でつぶやいたアレンは、最小限の動きでそれを躱し、回し蹴りを見舞った。

　受け止めた怪物の鋏が千切れ飛び、真横に吹っ飛んでいく。

　怪物は操るシィクの脚を地面に突き立てて止まり、反撃に転じる。

　今の攻撃でアレンの力量を再評価したのか、その動きは数段速くなった。




「いいぜ。もう、加減はなしだ！」




　地面を深く陥没させるほどの勢いと速度でアレンが跳ぶ。仰々しさはなくなったが、異形の脚は膨大な魔力を放出して加速をかけていた。

　互いの最高速度で激突。だが、怪物には両腕の鋏とシィクの脚、毒の刃がある。

　にもかかわらず、そのすべてをアレンは躱し、いなし、反撃し、怪物にだけ攻撃を叩きこんでいく。

　ハイファたちは目の前の戦いにただ圧倒されていた。




「あれが、龍骸装ドラグファクトの本当の使い方……」




　今までとは段違いの速度と力。ハイファは腕が帯びていく熱を感じながら、アレンの動きを目で追うしかない。

　自身が放つ以上の猛攻を受け続ける怪物は、着実に消耗していた。

　繰り出される怒涛の連続攻撃を前に、再生すら追いつかず、核とも言える獣骸装にも損傷を蓄積している。かろうじて形を保っているが、次の攻撃を耐えることは不可能に近い状態であった。




「シィク……。今、終わらせるからな！」




　地面を蹴るアレン。これが最後の一撃と言わんばかりに、右脚に魔力を集約させる。




「■■■■■■！」




　怪物の取った行動にエルトやリン、ハイファは驚愕する。怪物は自らが突き破ったシィクの身体の中へ再び潜ったのだ。




「なっ、なんてことを！」

「シィクを人質にしたつもり!?」




　だが、アレンは止まらない。攻撃の姿勢を維持したまま、シィクへと飛んでいく。




「アレンッ！」




　ハイファの声でようやくアレンは止まった。




「……わかってたぜ。そういう手を使ってくることは。お前も宿主がいなきゃ、困るよな」




　無表情のシィクと向き合う。そしてゆっくりと、しかし確かな歩みで距離を縮めていく。




「だがな、ずっと前からこいつは俺の女なんだ。お前みたいな蠍野郎に譲るつもりはないんだよ」




　向かい合うアレンとシィク。アレンは右手をシィクの頬にあて、花を慈いつくしむように撫でた。




「あの時もここまでだった。お互い、変わっちまったな」




　何も映していない瞳。乾ききった唇。ひび割れた肌。




「それでも――」




　それでも、アレンにとっては生涯を共にすると誓った、たった一人の女性であった。




「シィク、愛してる」




　顎を持ち上げ、口を重ねる。

　シィクの瞳に今度こそ、わずかに光が戻った。

　だがその直後に、毒の尾がシィク諸共にアレンの身体を貫く。

　勝利を確信した怪物がシィクの体内で狡猾に目を細めるが、すぐに異変に気づいた。

　尾が、引き戻せない。




「言ったはずだ。お前に譲る気はないってな」




　アレンは自身を貫く尾を握りしめていたのだ。

　宵闇色の炎が噴きあがり、アレンとシィクを飲み込む。

　炎に焼かれるのは、シィクの体内の怪物も同じだった。




「■■■!?　■■■■■！」




　怪物はたまらずシィクの身体を抜け出し、炎から逃れようとする。が、尾を掴まれているため満足に動くことがない。




「シィクの中から、消えろ……！」




　龍の顎あぎととなった炎が、怪物を咬み砕いた。

　断末魔と共に怪物は消滅。獣骸装アニマファクト《スコーピオンの毒刃》も砕け散った。

　シィクの脚を包んでいた異形も後を追うように剥がれ、白い足が露わになる。闇に染まった花嫁衣裳も、純白に戻っていく。

　糸の切れた人形のように倒れたシィクを受け止めたアレンは、人間の姿に戻ると、膝から崩れ落ちた。




「アレンさん！」




　駆け寄ろうとしたエルトの眼前に、突如としてシャンの背中が現れた。




「わっ、シャンさん？　いつの間に……？」




　シャンは何も答えない。ただ、アレンと彼の腕が抱くシィクに顔を向けている。

　ハイファは勝利を喜ぶよりも、言いようのない不安に心をざわつかせた。




「アレンめ……！」




　シャッドが身体の中でうずく鈍痛を耐えながら、指を鳴らした。

　それに合わせて再び転移魔法が起動し、岩で囲まれた空間が、どこかの湖畔へと塗り替えられた。




「また場所が変わった？」




　先ほどの洞窟とは違い、開けた湖畔。

　茜色の空の色を映す湖は、風に揺れる水面を輝かせている。

　空間の転移に合わせて、ルナと共に移動したシャッドが、リンのひとり言に答えた。




「アレンを見つけた地。シィクの故郷の村だ。今は、誰も住んではおらん」

「じゃあ、ここが……」




　シィクを抱くアレンに、リンは微笑む。




「そっか、取り戻せたんだ」




　だが、まったく動かないアレンに、違和感を覚えた。




「アレン？　ねえ、ちょっと――」




　シャンがアレンの真後ろに立っていた。




「……え？」




　シャンはエルトの前、アレンとはそれなりに距離がある位置取りだったはずなのに、リンが瞬きをする時間もなくアレンのすぐ近くにいる。




「……！」




　瞬間、ハイファは総毛立った。シャンが何をしようとしているのかを、直感してしまったからだ。




「だ、ダメッ！」




　走り出したハイファは、まだ始まらないことを願いながら叫んだ。










４―１７　訪れた刻限




「シャン！　ダメ！　アレンはまだ――！」




　言い終える前に、シャンの背から伸びる管が黒煙の噴出を始める。

　リンの思考にも電流が走った。




「あの時と同じ……」




　ラセン草の採集に向かった湖で出会った、空を飛ぶ巨大な魚。

　ハイファが倒したそれを、シャンは黒煙で包み、消してしまった。

　酷似した光景が目の前に広がっている。




「まさか、シャンは……！」

「その通りだ」




　リンの隣で立ち上がったシャッドが肯定する。




「龍骸装ドラグファクトを、自らの身体の一部を取り戻そうとしているのだ」

「止められないの!?　あのままじゃアレンが！」

「無理だ」




　冷徹に、シャッドは断言した。




「あやつにとって、自らの身体を取り戻すことは最大の目的。お前たち人間の事情など、意には介さん」

「だからって、やっと大切な人を取り戻したのに、こんなの……！」




　なおも黒煙を吐き続けるシャンに、正面に回り込んだハイファは懸命に訴えていた。




「シャン！　お願いだからやめて！」

「………………」




　反応がないのはこれまでと同じなはずなのに、ハイファの心に怒りが宿る。




「どうして……っ！」




　異形の腕をシャンに向けて伸ばすが、黒煙の一部がハイファにまとわりつき、そのまま押すようにシャンからハイファを引き離した。




「……ハイファ、いいんだ」




　シィクを抱いて座り込むアレンが、途切れ途切れだが穏やかな口調で言葉を紡いだ。




「もともと、そういう話だったんだ。この脚は、シィクを取り戻して、この場所に帰るまで借りる約束だった。それが叶った今、こんなものはもう必要ない……」




　身体に開いた穴は血こそ流れていないが、普通の人間ならば間違いなく致命傷だ。

　煙を振り払ったハイファは、こちらを見るアレンの優しい目に息が詰まった。




「消えちゃうんだよ？　せっかく……せっかくシィクが帰ってきたのに！」

「ああ。シィクが俺のところへ帰ってきた。それで、俺は十分なんだ」




　目を閉じたシィクの髪を撫で、アレンはシャンを見上げた。




「よう、ずいぶん待たせちまったな。……もういいぜ」




　応えるように一気に黒煙の噴出量が増え、アレンとシィクを覆い隠した。




※




　黒い渦の内部。まどろむように遠のく意識のなかで、アレンはシィクだけを見つめる。




「シィク……」




　囁いた声に、閉じていたシィクの瞼がわずかに開く。




「ア、レン……？」




　ぼやけていた輪郭が定まり、シィクは微笑んだ。




「私、眠っちゃったのね……」

「ああ。疲れたんだろう。よく眠っていたよ」




　そう言って抱いてくれるアレンの腕に、甘えるように顔をすりつける。




「私……私ね、あなたの夢を見ていたわ……。あなたと、踊る夢を……」

「……そうか……」

「……アレン？　泣いているの？」




　見上げたアレンの顔は、泣き出しそうな顔で笑っていた。




「いや、なんでもない。なんでもないんだ。ただ、お前とこうしていられるのが、嬉しくてな……」




　アレンの脚――龍骸装ドラグファクトが静かに形を失い、煙の渦に吸い込まれていく。

　二人の身体も、少しずつ崩れ始めていた。




「シィク」




　残った力を腕に込めて、抱き寄せる。




「もう離さない。これからは、ずっと一緒だ」




　普段の彼ならあまり言わない台詞。

　戸惑ったが、不思議と心地が良かった。




「ええ。そうね。私たち、ようやく結ばれたんだもの……」




　密度を増した黒煙は、目を閉じた二人の姿を、この世界から消し去った。
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※




「うう……ああぁ……！」




　ハイファは黒煙が形作る球体を前にうずくまり、嗚咽を漏らす。

　何もできなかった。助けられなかった。無力感が、全身を締め上げていく。




「ハイファ……」




　シャッドたちを伴って来たリンが、膝を折ってハイファに寄り添う。




「リン、アレンが……！」




　涙を流すハイファの肩に腕を回し、リンは自分の胸に抱き寄せる。

　かける言葉すら見つけられないエルトは、どうすることもできず、ただ黒煙の渦を見つめるほかなかった。




「――え？」




　しかし、それゆえに真っ先に気づいた。




「あ、ああ……！」




　錫杖が手から離れ、澄んだ音が鳴る。一同の視線がエルトに集まった。




「は、ハイファさん！　みなさん！　見てください！」




　エルトが指で示した先は、消え始めていた黒煙。

　その奥に、寄り添うように倒れる一組の男女がいた。

　アレンとシィクだ。




「消えてない……？」




　リンは予想との相違に驚き、すでに赤光も放ち終えたシャンを見る。異形の大男の足元には、背中から伸びていた管のうちの二本が抜けて転がっていた。

　エルトが二人のもとへ駆け寄り、錫杖をかざす。より正確に二人の生命力を魔力として検知するためだ。




「かなり衰弱しているけど……！　みなさん！　お二人はまだ生きています！　手を貸してください！」

「リン……！」

「ええ！」




　目じりに溜まる涙もそのままに、二人はエルトのもとへ走る。




「ルナ、ワシはいい。お前も行ってやれ」

「は、はいっ」




　駆けていくルナを見送り、老龍はシャンの隣に立った。




「驚いたぞ。しばらく見んうちに、こんなマネができるようなっているとはな」




　足元の二本の管を拾いあげ、くつくつと喉を鳴らす。




「お前も、あの時から多少は学んでいるということか？」




　返事はない。だが、別に期待はしていなかった。




「まあ、今回こそは間違えずに済んだのかもしれんな」




　黄昏の空の下、命を救わんと走る少女たちに、シャッドは穏やかに微笑むのだった。













４―１８　ある司教の考察




　日が落ちると、サルタロの街を囲む壁は淡く輝き始める。




『夜道に迷わば星を、星がなければサルタロを探せ』




　レウン王国に古くから伝わる言葉だ。

　壁に使う魔石が空気中の魔力と反応して起きる発光現象は、日中の視認は難しいが、夜は街そのものが目印となって旅人たちの道行きを照らす。

　また、光には魔獣を沈静化する効果があり、大半の魔獣は壁に近づくだけで闘争心が消えてしまう。

　まれに効かない魔獣も現れるが、もれなくこの街にいる司教プリストスに追い払われることになる。

　そして今夜も、担当の司教プリストスたちが街に住む人々を守るために巡回に繰り出していく。




「そろそろ私が当番の日だっけ……。うう、やだなぁ」




　そんな彼らの姿を目にしたロマリーは、神殿内部の書庫へと通じる道を歩きながらため息をついた。両手で押す台車の上にはティーポットとカップが載っている。




「私は後方支援しかできないし、どちらかというと戦いたくないのに……」




　通路に誰もいないことをいいことに、ぶつくさと愚痴をこぼしているが、今の彼女はある重要な任務に就いていた。

　書庫の扉の前に到着し、ロマリーは大きく息を吸ってから静かに扉を開ける。




「大司教アル・プリストス、お茶をご用意しました」




　部屋の奥には、こちらを背にして机に向かう大司教ラティアがいた。

　ロマリーの任務とはラティアの行う調査への協力であった。ラティア自身から直接の指名を受け、公的な任務として彼女のそばで働いているのだ。

　初めこそ戸惑ったロマリーであったが、今は自分の得意分野で大司教と作業をできることに一種の誇りを感じていた。




「軽食もお持ちしましたので……？」

「………………」




　これまでの経験則から、すぐにこちらに振り向いてくれると思っていたロマリーは、動かないラティアに首をかしげる。




「大司教アル・プリストス？　……ら、ラティアさん？」




　本人から許されていても恐れ多くて呼べなかった名前で呼んでみても、返事がない。

　足早に近づき、そっと顔を覗き込んでみる。




「……すぅ、すぅ……」




　ラティアは目を閉じ、等間隔の呼吸を繰り返している。

　つまりは、眠っていた。




「ああ、なんだ。びっくりしたぁ……」




　ロマリーがほっと胸を撫でおろすと、浅い眠りだったらしいラティアが目を覚ました。




「はっ、い、いけません。私としたことがうたた寝を……。あ、ロマリー」

「もう休まれては？　ここのところ、遅くまでこの書庫にいらっしゃいますけど、日中の仕事もありますし、お身体に障りますよ」

「すみません、つい止め時がわからなくなってしまって……」




　本を閉じ、目をこすりながら笑ったラティアは、ロマリーのそばに茶器の載った台車を見つけた。




「あら、お茶を淹いれてきてくれたのですか？」

「え？　あ、は、はい。余計なお世話でしたか？」

「いえ、とてもありがたいです。いただきます」




　ラティアの言葉を受けて、ロマリーは慣れた手つきで茶の準備を整える。




「前々から思っていたのですが、ロマリーは紅茶を淹れるのがお上手ですね」

「ありがとうございます。普段から読書の時はお茶も用意するので。どうぞ」




　差し出されたカップを持ち上げ、豊かな香りを蓄えた茶を一口飲んだラティアは、ほう、と息を吐いた。

　その様子から茶の出来栄えに安堵したロマリーも、自身の分の茶を注いだカップに口を付けた。




「それで、どうですか？　なにか掴めましたか？」




　カップを置いたロマリーの問いかけに、ラティアは小さく首を横に振る。




「いえ。今のところ、やはりどこにも龍の魔峰やハイファに関する情報はありません」

「そうですか……。ここの蔵書なら、少しくらいあってもいいと思いますけど……」




　龍に関する文献に目星をつけていた二人だが、どれも生態や地域の伝承に関係するものばかりで、集めて積んだ本の山も、すでに半分以上は読み終えてしまっていた。




「そもそも龍は、まだわかっていることの方が少ないですから。無理もないのかもしれません」

「ラティアさんは、龍を見たことがあるんですか？」

「残念ながら。ですが先ほど読んだ本に、龍は人の姿になると書いてありました。もしかすると、意外と近くにいたりするのかもしれませんね」

「龍が人に……。あの、ラティアさん」

「はい？」




　顔を上げたラティアの動きに合わせ、長い髪が揺れる。




「龍の魔峰を目指す行商さんのお話をしてくださってから、私も行きつけの古書店を回って、少し調べてみたんです」




　ラティアはリンたちの顔を思い浮かべつつ、沈黙で話の続きを促した。




「そうしたら、街で一番古いお店で、妙な紙片を見つけたんです」

「妙な紙片？」

「はい。その紙片には、読めない字が書かれていたんです」




　カップを置いたラティアは、ロマリーの言葉を一言一句聞き逃さないよう意識を集中させた。




「店のご主人の亡くなられたひいおじいさんが、若い時に買い取ったらしいんですが、紙片を売りつけた行商さんが目の前で龍になったと、よく話してたそうなんです」




　ロマリーは、懐から二つ折りにされた紙を取り出し、ラティアに差し出した。




「紙片は売り物ではなかったので、写させてもらいました」




　ラティアの開いた紙には、意味不明な記号が並んでいた。




「確かに、文字のようですが……」

「お話が本当なら、ラティアさんのお話と合わせると、これってひょっとして龍が使う文字なんじゃないでしょうかっ」




　やや興奮気味に論を展開してくる読書家の司教に、ラティアは苦笑した。




「興味深いですね。ただ、読めないとなると、これ以上の情報は得られませんよ」

「そ、そうでした……。一番大事なところなのに……」




　ロマリーは途端にしゅんとなった。もう一度ラティアは記号を見る。




（なんでしょう？　これにも、見覚えが……）




　考えると、頭の奥が小さく痛む。思い出すことを何かに阻まれているようだ。

　その時、書庫の扉が開く音がした。こんな夜更けにここに来るのは自分たちくらいと思っていた二人は、同時に扉の方へ首を回す。

　そこにいたのは、白い装束の上に濃紺の外套を纏う、ラティアとほぼ同年代に見える女性。




「精霊たちの言っていた通り、ここにいたわね」




　この街の長にして教会の信徒たちを束ねる教皇ハイロメント、ディアンサであった。










４―１９　封じられた物語




「はっ、教皇ハイロメントさま!?」




　突然現れた自分より遥かに格上の存在を前に、ロマリーは跳ねるように椅子から立ちあがると、床に片膝をついて頭を下げた。




「ごごご、ご機嫌うるわしゅう……！」




　上ずった声で挨拶の口上を述べるロマリーに、ディアンサは微笑をと共に手をかざす。その動きに彼女の艶やかな亜麻色の髪が揺れた。




「そうかしこまらず。これは公務ではなく、私的な用事なのだから」

「そうですよロマリー。顔を上げて。ほら、椅子に座ってください」

「は、はいぃ……」




　生まれたての小鹿のように震えながら、ロマリーは言われた通りに顔を上げる。

　ラティアは動じる素振りもせず、自分の一応の上司にあたる女性に尋ねた。




「どうされたのです？　こんな時間にこんなところへ一人で来るなんて」

「こんな時間にならないと自由な時間を取ることができないの。本当はもっと早く来たかったのに」




　嘆息したディアンサが指を鳴らすと、何もなかった空間から椅子が現れた。

　それと同時に机の上に出現したティーカップに、ひとりでに動いたポットから紅茶が注がれていく。




「ディアンサ、またそうやって横着おうちゃくして」

「いいじゃない。友人の前でくらい気を抜かせてちょうだい」




　ラティアの小言を受けても何食わぬ顔で紅茶を飲んだディアンサは、驚いたように眉を上げた。




「あら、美味しい。あなたが淹れたのね？」

「えっ!?　あっ、はいっ！」




　突然話を振られ、背筋をまっすぐに伸ばして肯定するロマリー。ディアンサは笑みを浮かべた。




「ふふ、やっぱりね」

「やっぱりとはなんです。まるで私にはできないみたいではないですか」




　口を尖らせるラティアに、ディアンサは肩をすくめた。




「だって、あなたはほら、こういうの苦手でしょう？」

「むぅ、確かにそうですが……」

「正直に認められるところは、あなたのいいところね」




　二人にとっては他愛ないただの談笑なのだが、ロマリーからしてみれば、自身のとてつもない場違いさに気を失いそうになっていた。




（大司教アル・プリストスと一緒ってだけでもギリギリだったのに、教皇ハイロメントさままで……！）




　街の住民だけでなく教会の信徒たちからも尊敬を集める二人と同じ場所で茶を飲むなど、身に余る光栄。しかし、身に余りすぎて茶の味などわからなかった。




「それで、何をしに来たか、だったかしら」




　話を一区切りしたディアンサが、深い青色の瞳でラティアを見る。




「なにやら嗅ぎまわっている様子だったからね。気になったのよ。行方知れずから帰還してすぐに本の虫になるなんて、よっぽどでしょう？　あなたの愛弟子の少年司教がまだ戻ってきてないことも関係があるのかしら？」




　その奥にある鋭い光を、ラティアも見逃さなかった。




「耳が早いのですね。エルトが帰ってきていないことも知ってるなんて」

「そりゃあ、あの子にあなたを探しに行く手助けをしたのは私だから」




　その発言に反応したのは、ラティアではなくロマリーであった。




「手助け、ですか？」

「立場上、そう簡単に街を離れるわけにはいかないから、身分を隠してあの子に接触したのよ。あの子も相当まいってたから、今でもあれが私とは気づいてないはずよ」




　愉しそうに笑うディアンサと、礼拝や儀式のときに遠くから見る壮麗な彼女の姿との違いに、ロマリーは本当に同一人物なのだろうかと動揺するばかりだ。




「そうですね。あなたに隠すことはありませんか……。ロマリー、お話してくださいますか？　あなたの方がうまく説明ができると思うので」

「はっ!?　あっ！　じ、実はっ、『龍姫物語』は偽物かもなんです！　はい！」




　急に名を呼ばれて我に返ったロマリーがほとんど反射的に発した言葉のあと、数秒の沈黙が流れる。




「……説明、うまかった？」

「ロマリー、どうか落ち着いてください。簡潔すぎですよ」

「す、すみません。こほん、えっとですね……」




　それからロマリーはディアンサにこれまでの龍に関する調査の経緯を説明した。




「なるほど、龍の魔峰にハイファ……」




　紅茶の最後の一口を飲み干し、カップを置いたディアンサは短く息を吐いた。




「読書家の好奇心、と片付けたいところだけど……」

「何か、知ってるのですか？」

「ラティア、あなたのその聞き覚えの理由、教えてあげるわ」




　ディアンサが立ち上がると、彼女が呼び出していた椅子とカップが消えた。




「二人とも、ついてきなさい」




　ラティアとロマリーは、ディアンサの先導のもと、書庫の一番奥、壁と一体化した本棚の前にやってきた。

　書庫の配置を暗記しているロマリーは、ここが星皇教会の歴史や神話について記された書物を収めた場であるとすぐにわかった。




「ここ、龍と関係があるのかな……」

「まあ、ここに収められた本はそれほど関係ないわね」




　言いながら、ディアンサは一冊の分厚い本を抜き取り、そして同じ場所へ押し込む。

　すると、本棚が振動をはじめ、扉のようになって内側に隠された階段を露わにした。




「こ、こんな仕掛けが!?」

「今の本に魔力を流し込んで、また棚に戻すと開くようになっているの。ああ、でもむやみに試そうとしちゃダメよ。並みの司教程度じゃ、魔力を吸い尽くされて昏倒するから」




　恐ろしいことを言いながら、等間隔に並ぶ魔力由来の光に照らされる地下へ伸びた階段を降りていくディアンサと、それに続くラティア。呆然としたロマリーも、すぐに後を追いかけた。




「はい、到着」




　降りきった先に広がっていたのは、小さな礼拝堂のような空間。

　何もない石室の中央に浮かぶ光の球が、照明の役割を果たしている。

　しかし、目を凝らしたロマリーは光の中に、あるものを見た。




「あれは……本？」




　光に包まれる書物。表紙の色褪せからかなりの年代物だとわかる。




「あの光は封印魔法のようですね。それもかなり厳重な」




　自らの扱う魔法と照らし合わせ、ラティアは一目で光の正体を看破した。




「これが――」




　二人の間を抜け、ディアンサが光の傍らに立つ。




「これが、あなたたちが探していたもの。本当の『龍姫物語』よ」













４―２０　呪い祓う拳




　ラティアとロマリーの視線に予想通りの驚きが籠るのを感じつつ、ディアンサは光の球を見つめたまま言葉を紡ぐ。




「正直、私も意外だったわ。まさか、あなたたちが龍の話に首を突っ込むなんて」

「その本を、どこで？」




　ラティアの問いかけに、ディアンサは遠い眼差しを虚空に投げた。




「今から五十年ほど前のことよ。凄まじい嵐の夜。街の見回りをする私に、ひどい怪我をした青年がこの本を渡して、そして目の前で消えたの」

「五十年前……。え？　五十年!?」




　ロマリーの声が反響する。ディアンサの見た目は、とても老けてなど見えない。




「あのぅ、失礼を承知でお尋ねしますけど、教皇ハイロメントさまっておいくつ……？」

「あら、勉強不足ね。『始まりの四人と星の御遣い』の話は教典にも載のっているわよ？」

「それって、あれですよね？　後に教皇ハイロメントとなる『名の無い女』を含めた四人の旅人が、星皇神の遣われた精霊から知恵と力を授さずかって、教えを広め始めたっていう……」

「そう。その『名の無い女』っていうのが私のこと。リュオもクランゼもピスケスもとっくに死んだけど、私はそういうのにされたみたいで」




　ディアンサが列挙れっきょした名前は確かに『始まりの四人』の残り三人だ。

　だが、そのせいでますますロマリーは戸惑う。




「ラティアさん。私の記憶が確かなら、教典に記された出来事って、最低でも千二百年は前のことだと習ったんですが……」

「彼女の言っていることは本当です。私も以前、証明として樹齢千年を超える神樹に宿る精霊を紹介されました」

「ああ、精霊は嘘をつくことができませんからね。私も実家の近くの森にいた精霊とよく話を……え、じゃあやっぱり本当に!?」

「ラティアを含めて私の正体を知ってるのは数人だから、ロマリーも秘密にしてね。じゃないと、あなたの記憶を消したうえでいろいろ手を回さないといけないの」

「よかったですね、ロマリー。あなたもその数人の仲間入りです」




　ラティアに肩をぽんと叩かれたが、もはやロマリーは力なく笑うほかなかった。




「話を戻しましょ。私は五十年前に『龍姫物語』を手に入れたわ。まあ、ほとんど押し付けられたようなものだけど。問題は、この本に呪いがかけられていたこと」

「呪い？　では、この厳重な封印は……」

「ええ。ラティア、あなたの推察通りよ」




　ディアンサは浮遊する光から離れ、壁にもたれた。




「とてつもない憎悪を帯びた呪い。最初に開いたのが私でよかったわ。普通の人間が開いたらひとたまりもなかったでしょうね」

「それで、書庫の地下に封印した、と」

「そんな……。それじゃあ読めないじゃないですか」




　嘆くロマリーにディアンサは「そうでもないわ」と返した。




「呪いが発動するのは本を開いたとき。それを弾くことができれば読めるはずよ。今のあなたたちからすると、見ることができる、になるかしら」




　そう言ってディアンサがちらつかせたのは、ロマリーによる龍の文字の書き写しであった。




「いつの間に!?」

「ふふ、よく書けてるわ。ロマリー、これ読めなかったでしょ？」




　言い当てられ、小さく頷く。




「も、もしかしたら龍の文字なんじゃないかって話をしていて……」

「そうよ。これは龍の文字。そして、その本は龍の文字で書かれているの」

「………………」




　ふと、ラティアが光球に向けて歩き出した。




「ラティアさん？」

「ディアンサ、あなたは龍の文字を知っている。なら、呪いを弾けば、この本を私たちに読み聞かせることができるのですね？」




　問われたディアンサは愉快そうに目を細めた。




「ええ。そうしてくれたらの話だけど」

「なら、私が祓います」




　光に手をあて、解除の魔法を行使する。光は四方に散らばり、燭台の灯に変化した。

　色褪せて表紙も朽ちかけの本は、ラティアの両手に静かに落ちる。




「き、危険ですよっ！　だって、死の呪いが！」

「だから、私をここへ連れてきたのでしょう？」




　振り向いたラティアと目が合い、ディアンサは怪しく笑った。




「あなたなら大丈夫だと思って。だってあなたは星に選ばれた子。私が認めた次なる教皇ハイロメントに相応しい女だもの」

「身は捧げても、心まで捧げ尽くす気はないと、前から言っているのですが……」

「え、え……？」




　二人の間に突如として張り詰めた空気が漂い、ロマリーは混乱する。

　だがその空気はすぐに消え、ディアンサは朗ほがらかに表情になった。




「ま、今回はそういうのは抜きにしてあげるわ。安心して？　危なそうだったら私が割って入るわ」




　軽い口調で言うディアンサに、同様に緊張を解いたラティアも微笑む。




「ええ。その時はよろしくお願いしますね」

「もうなんなの、この人たち……」




　ただ一人、ロマリーだけはどっと疲れていた。




「では――、いきます」




　ラティアが表紙に手をかける。

　次の瞬間、黒い炎のような魔力が噴きあがった。膨れ上がったそれは、獣のような形になりラティアに向かって咆哮する。




「これが……！」

「ひゃあ！　呪いというか、もはや魔獣じゃないですかぁ！」




　巻き起こった風に、思わず頭をかばうロマリーの横で、ディアンサは傍観を貫く。




「それが死の呪いよ。飲まれれば終わり。私でもあの呪いを弾いて押さえつけるのが精一杯で、完全に解くことはできなかったわ。さあ、どうするのかしら」




　形を持った呪いと対峙するラティアはその禍々しさを肌で感じていた。




「伝わります。この呪いを施した者の怒り、憎しみ、悲しみが。……けれど！」




　ラティアが握る右の拳が輝きを放つ。




「単なる力比べならば、負けはしません！」




　腰を捻り、振りかぶったラティアは、呪いの顔面に全力で拳を叩きつけた。

　眩まばゆい光が視界を埋め尽くしていく。

　ロマリーはその中でラティアの放つ力の直撃を受けた呪いが霧散むさんするのを見た。

　光が消え、再びラティアの姿を視認する。彼女の持つ本は、ただの本へと戻っていた。




「ふう……。よかった。うまくいきましたね」




　表紙を撫でるラティアは、慈愛に満ちた表情を浮かべている。




「の、呪いを殴って消し飛ばした……！」




　事実を再認識し、頬を引きつらせるロマリー。彼女の隣で笑い声が爆はぜた。




「あはははっ！　綺麗な顔して、清々しいまでに力業！　そういうところが好きなんだけど！」

「あ、あまり笑わないでください！　私だって、多少は気にしているのですから……」

「ごめんごめん。でも、これで読めるようになったわね」




　ロマリーはディアンサに先んじてラティアの傍に駆け寄り、本を覗き込む。確かにそこには解読不能な文字が並んでいた。




「わあ、本当に読めませんね……」




　ロマリーがつぶやくと、ラティアがぽつりと零した。




「……『これは、我らの国に一人の人間の幼子が現れたことから始まる』」

「え？」




　ラティアが口にしたのは、まさしく物語の第一文であった。




「ディアンサ、あなたはなぜ私に龍の魔峰やハイファという言葉に聞き覚えがあるのか、その理由を教えると言いましたね。これが、その答えですか」




　怒りというよりも呆れに近いラティアの声色に、ディアンサはくすくすと喉を震わせた。




「そういうこと。あなたは一度ここへ来ているの。私と出会ったばかりの、まだ小さかったあなたがね」




　間に立つロマリーは、わけもわからず顔を二人に忙しなく向ける。




「私はあなたに龍の文字の知識を与え、記憶に蓋をして、そしてたった今、その蓋を開いたの」

「なぜ、そんな回りくどいことを」

「あなたにはいろいろなものを純粋に見て、感じてほしかったのよ。年端のいかない子どもの読み物にしては、ちょっと過激な内容だから」




　二人の間で目を白黒させるばかりのロマリーをよそに、ラティアは苦笑する。




「では、今はもう問題ないと？」

「そうよ。さあ、改めて読んでみて。あなたの知りたいことが、そこにあるわ」




　ディアンサの透き通るように白い指が虚空を撫でる。すると『龍姫物語』が宙に浮き、あるページまで開かれた。

　ディアンサの意のままのようで癪しゃくだったが、真実を知るためならば。




「……ロマリーもこちらへ。私が読み上げます」

「は、はいっ」




　ラティアはロマリーの手を取り、龍の文字の海へ飛び込むのだった。













４―２１　囲む焚火の向こう側




　龍の魔峰は、はるか古代の水脈の痕を含んだ岩山であり、その内部は複雑に入り組んだ天然の迷宮となっている。

　山を丸ごと異空間へと運び込んだものだが、シャッドたちが使っているのはその一割にも満たない領域で、大半は手付かずのままだ。

　その使われている一割の領域の壁に、奇妙な扉があった。

　それ自体は木製の扉なのだが、かなり丈夫な作りだ。そして扉のまわりだけ、剥き出しの岩ではなく煉瓦造りになっている。




「リン……」

「今は信じましょう。大丈夫よ、きっと」




　まるで街の宿からそのままくり抜いてきたような扉の前に、ハイファとリンが緊張の面持ちで立つ。二人の後ろには、シャンもいた。

　やがて、扉が内側から静かに開き、錫杖を携えたエルトが現れた。




「エルト！」

「二人は大丈夫なの!?」




　駆け寄ってきた二人に、エルトは幾ばくか晴れやかな顔を見せた。




「アレンさんもシィクさんも落ち着いています。安静にしていれば、じきに目覚めると思いますよ」




　その言葉にハイファとリンの表情も華やぐ。エルトの背後には、並んだベッドに横たわるアレンとシィクの姿が確認できた。




「よかった……！」

「エルトえらい！　さすがラティアの弟子！」




　ハイファは胸を撫でおろし、リンは快哉を上げる。




「あ、ありがとうございます。でも……」

「え？」

「どうかしたの？」




　目を伏せるエルトに、二人は疑問符を浮かべる。




「アレンさんに関して言えば、僕は何もできていません。どういうわけか、アレンさんには魔法が効かなかったんです」




　二人を回収した際アレンの脚にかかっていた黒い靄は、時間の経過と共に薄れ、やがて大腿部だいたいぶから先を失ったアレンの脚が露わになった。

　失った肉体の一部の再生は容易ではない。アレンの脚の問題は保留し、まずは二人の体力の回復を行うことにしたエルトにとって、アレンに魔法が届かないことは完全に想定外だった。




「シィクさんの方にはちゃんと回復魔法が届いたのに……。もちろん、何度も試しました。それでも結果は思わしくなくて」

「じゃあ、アレンも大丈夫ってどういうことなのよ？」

「これも不思議なんですが、今のアレンさんの身体は、普通の人では考えられない速度で魔力が戻っているんです。もう、なにがなんだかさっぱりで……」

「無理もなかろうよ」




　エルトに向けて、リンの肩越しから老人の声が飛んだ。




「それが、龍骸装ドラグファクトを使うということだ」

「シャッドさん？　ルナも……」




　人の姿をした二体の龍が三人のもとへとやってきた。その後ろには荷台を外したペックもいる。




「怪我はいいの？　ペックを連れてすぐにどこか行っちゃったから、気にしてたのよ」

「ふ、龍を侮るでないわ。もうなんともありゃせんわい」

「人と龍では治癒能力が違いますので」




　二人の様子に治療は必要ないことを判断し、エルトは話の続きを促した。




「あの、それよりさっきのはどういう……？」

「ああ、そうだったな。アレンは文字通り自らの脚と引き換えに龍骸装ドラグファクトを得た。それがシャンに還った今、あやつの脚は、もうこの世界には存在せん」




　突きつけられた言葉に、エルトは胸のあたりが急速に冷えていった。




「小僧、お前が言ったように魔法効かんのも、長い間、龍の魔力にさらされたゆえだ」

「そんな……じゃあ、アレンの脚も？」

「望みは薄いな。いや、ないと思った方がいい。魔力の回復はアレンに残っていたごくわずかな龍の魔力が作用しておるのだろう。人には本来、過ぎたものだからな」




　気落ちして後半をろくに聞いていないエルトの肩に、シャッドは励ますように手を置いた。




「だがな、本来ならばあの二人はあそこで死んでいた。それがなんであれこの世に留まれたのは、僥倖と言えるぞ。小僧の尽力も、無駄ではない」

「シャッドさまの言う通りです。私たち龍には、人の身を癒すことは難しく、あなたがいなければどうにもできませんでした」




　エルトの前に立ったルナが、深々と頭を下げる。




「お二人に代わり、お礼を述べさせていただきます。ありがとうございます」




　その様子に一瞬だけ目を丸くしたシャッドは、すぐに呵々大笑した。




「ハッハ！　ルナ、お前がそれほどアレンを気にかけていたとはな？」

「べ、別に、そのようなことは……！」




　顔を上げたルナが、髪の毛の先を指で弄る。シャッドはエルトにも笑顔を向けた。




「小僧、お前もだ。龍に頭を下げさせるとは、その若さで伝説を作ったぞ」

「伝説!?　いい、いえっ！　僕はただ、お二人に回復魔法をかけ続けて――」




　言いかけて、エルトはふらりと後ろに倒れそうになった。




「エルトッ！」




　そこにハイファが支えに入る。




「大丈夫？」

「あはは……。ちょっと魔力切れみたいです。僕もまだまだですね」

「ちょうどいいわ。ペック、エルトを乗せてあげて」




　リンの言葉に従い、動き出したペックが嘴を器用に使ってエルトを持ち上げると、ひょいとその背中に乗せてみせた。




「あ、ありがとうございます。……ん？」




　足に何かが当たり、エルトが振り返る。ペックの鞍に引っかけられたそれは、黒、緑、紫など、色とりどりの皮が付いた肉塊がぎっしり詰まった麻袋だった。




「……あの、この新鮮な肉の塊の数々は？」

「飯の材料だ。ここには魔獣が多く住み着いているからな」

「エルトさまがお二人の治療を行っている間に、何頭か仕留めてまいりました。戻り次第すぐに調理しますので」

「な、なるほど……」




　ルナの紅茶を飲んでしまったエルトは、また何か仕込まれるのではないかと訝しんだが、疲れもあってそこまで言及する気も起きなかった。




「話も途中で切られてしまったからな。ほれ、戻るぞ」




　老龍の号令のもと、一同はアレンとシィクが眠る部屋を後にした。

　最初にシャッドと邂逅を果たした広大な空間に戻ってくると、ネヴァンに破壊された石像はそのままで、戦いの爪痕がいたるところに残っていた。




「ふむ、こうなってはどうにも、な」




　シャッドが指を鳴らす。すると、目に見える世界が塗り替えられるようにして変わり、眼下にどこかの街を見下ろす夜の高台へと変わった。




「龍が使う魔法はすごいわね。こんな風に場所を移動できるんだから」




　星空を見上げながら、リンは感心したように言う。

「大したことはしとらん。標しるべを置いた地に飛んでいるだけだ」

「標？」

「龍の魔峰に来るまでの道中、妙な石像があっただろう？」




　シャッドの問いに、リンはこれまでの旅を思い返した。




「そういえば、二つ見たわ。古いのと新しいの」

「それらはワシの魔力を注いだ魔石を加工したものでな。置いた場所なら自由に往来させることができる」




　アレンが壊そうとしたことは話さないでおこう、リンはそう考えて、ただ頷いてみせた。




「ムルジ村からこっちに引き寄せたのね。でも、よくわかったわね」

「わかっていたわけではない。ああいう仕掛けをいくつか用意していたのだ。まあ、お前たちが通ってきたのは一番面倒なものだったがな」




　もう一度シャッドが指を弾くと、リンたちの背後の木々がざわめき、風もないのに乾燥した枯れ葉や木の枝が集まった。




「精霊たちめ。火までは用意できんか……」




　言うや否や、シャッドが口から細く息を吹く。すると、集まった木々に火がついた。




「お前ら人間は、こういう場ではこういうものを使うのだろう？　ほれ、座れ座れ」




　あっという間に焚火を作り上げたことに、リンもハイファも目を丸くする。




「龍って、なんでもありなのね……」

「人間からはそう見えるだろうな。お前たちがここを発つときは、リューゲルになるべく近い場所へも飛ばしてやるぞ」




　座りつつ感謝の言葉を口にしそうになって、ふとリンは疑問を抱いた。




「あれ？　ハイファ、私たちシャッドさんにリューゲルに行くって言ったっけ？」

「言って、ないと思う」




　シャッドは二人のやりとりを見て、声を上げて笑った。




「シャンに付き合わされておるのだ。それくらいわかる」




　ハイファとリンが見つめた異形の大男は、反応も発言もなく、ただ木のように立っていた。




「そもそもなんだけど、シャンとリューゲルってどういう関係があるの？」




　リンはもっと早い段階で聞きたかったことようやく口にすることができた。




「なんだ、知らずにここまで旅してきたのか？」

「そんなこと言われたって……ねえ？」

「シャンが私の頭を掴んで、そうしたら、リューゲルの景色が見えて……」




　ハイファが控えめに言うと、シャッドは嘆息した。




「シャンよ、いくら弱っているからといって、そんな雑な方法で伝えおって。幼い龍が使う初歩の念話ではないか」




　文句を垂れてもシャンは何も言わない。それどころか、リンとハイファの疑問符が増えている。




「まあ、この際お前への小言は後回しだ。本筋から外れすぎる」




　そこへ、三人から離れていたエルトが戻ってきた。




「うーん……」




　なにやら微妙な顔をしている。ハイファは隣に座ったエルトが、なにか細長いものを食んでいることに気づいた。




「エルト、それなに？」

「焼いた魔獣の肉です。ルナさんに渡されました。これすごいんですよ。味も悪くないですし、噛めば噛むほど魔力の回復を感じて。ただ……」

「ただ？」

「何という魔獣のどの部位か聞いても、ニコニコするだけで教えてくれないんです」




　振り返ったエルトと同じ方を見ると、ルナが召喚したらしき台の上で色とりどりの肉を刻んだり焼いたりと、様々に調理していた。




「だ、大丈夫なの？」




　リンが確認をとると、シャッドはゆっくりと頷いた。




「ルナに人間が食べられる魔獣を教えたのはワシだ。問題ない。だが、知らない方がいいこともあるのは、龍も人間も変わらんぞ」

「本当に何を食べさせられてるんですか!?」




　言いながらも、エルトはその肉から手を離すことができなかった。かつてないほどの速度で自分の中の魔力が戻ってきているからだ。




「あいつが龍の王国に来たばかりの時も、そんなことを言っておったわ」

「あいつ？」

「ワシらにとってのハイファ……。ネヴァンだ」




　焚火の向こうに過去を見るシャッドの目は、どこか悲しそうだった。













４―２２　龍たちの過去




　忘れかけていた冷たさが、ハイファの体内で蘇る。




「シャンがお前たちをリューゲルに向かわせるのは、そこがネヴァンの根城だからだ。今までにもあったネヴァンとの交戦で、ワシもやつがシャンの頭を使った龍骸装ドラグファクトを持っていることは知っている。それを取り返したいのだろう」




　シャッドは悲しい目をしたまま、焚火へと視線を移す。ハイファは去来した不安感をそのまま言葉に変えた。




「……私の失くした記憶とは、関係はないの？」

「そこまではわからん。だが、シィクのような例もある。龍骸装ドラグファクトがシャンに戻り、お前の身体がただの人間となれば、記憶も戻るやもしれんな」

「シィクは意識だったけど、ハイファは記憶をってわけね。でも、どうしてシャンにはネヴァンのいるところがわかったのかしら？」

「わかるというよりは、憶えているのだ。シャンはそこでネヴァンとの戦いに敗れ、龍の姿と力を奪われたからな」




　言ってから、シャッドは首を振ってその言葉を訂正した。




「いや、戦いにもなっていないのだろうな。ネヴァンはリューゲルに龍を対象に絞った罠を張っておったらしい」

「らしいって、シャッドさんは一緒じゃなかったわけ？」

「ああ。シャンは追放したネヴァンのもとへ単独で行きおったからな。ワシは止めたのだが……」

「会いに行ったの？　追放したのに？」




　リンの指摘にシャッドは苦々しい顔を見せた。




「ワシもそれがずっと気になっている。ワシの制止も聞かずに人界へ降りて姿をくらまし、こうして再会してみれば、こんな姿で現れおった。お前たちのような人間を連れてな。小僧、まだこれは読めているな？」




　シャッドがエルトに見せたのは、『龍姫物語』の書物だった。




「よ、読めます。というか、意味がわかります」

「そうか。ではここを読め。追放の直前の場面だ」




　色褪せた表紙を開き、エルトに見せる。ハイファとリンも、焚火に照らされる意味不明の文字列をエルトの横から覗き込んだ。




「エルト、なんて書いてあるの？」

「……『人間は龍にはなれない。王は、ハイファが過ちを犯す前に人間たちのもとへと帰すことを決めた』とのことです」

「王って、たしかシャンのことよね？」

「ハイファの、過ち……」

「これが追放の理由なのだろうが、その過ちとは何なのかが誰にもわからなかった。実際、追放も突然でな。周囲の反対を押し切って、こいつは断行した」




　シャッドが本を閉じ、かすかに流れてきた古い本の匂いがリンたちの鼻をくすぐった。




「そして追放が行われた数年後に、こいつは突然配下の龍にこの本を書かせ、人間たちの世界へとばらまかせた。追放の場面の前後以外はハイファの活躍を讃えた、この『龍姫物語』をな」




　仰ぎ見た焚火に照らされるシャンに、リンは自分がよく読み聞かせをせがんだ絵本の挿絵――シャンに乗ったハイファが魔獣の軍勢と戦う姿を思い出した。




「ですが」




　そこへ、調理された肉が盛られた皿をルナが運んできた。




「その行動が悲劇を呼びました。ネヴァンによる龍殺しです」




　憮然とした口調で発せられた言葉に、ハイファ達はどよめく。

　ルナはすぐにハッとして、皿を置いてシャッドに頭を下げた。




「申し訳ありません。聞こえてしまい、つい……」

「気にするな。ちょうどワシも話そうとしていた」




　ルナの肩に一度手を乗せてから、シャッドは語り部を引き継いだ。




「『龍姫物語』の流布からほどなくして、たまたま地上へ降りていた龍が一体、瀕死の状態で帰ってきて、『ハイファに襲われた』と言い残して死んだのだ。追放されたネヴァンは、書物を自分への侮辱と捉えたのだろう」




　焼けた細枝が爆ぜる音が、ハイファにはいやに大きく聞こえた。




「それから幾度となく襲撃事件があり、いよいよやつを討伐する機運が高まったころに、シャンは国を発ったのだ」

「ネヴァンの蛮行を止めに向かった、ということですか？」




　真剣な表情のエルトに、シャッドが頷く。




「こいつが消息を絶つと龍の襲撃もピタリと止んだ。ワシらはネヴァンと相打ちになったと考えたが、実際は違った。つい百年ほど前だ。奇妙なものがワシの前に現れた」

「奇妙なもの？」

「龍の肉体……中に魂を感じない肉体だけが、ワシの前に現れた。そいつは名を伏せながらも、シャンの同志を自称してな。ネヴァンの目を欺くために、自ら龍としての身体を捨て、使い魔のようにしていたのだ」

「星皇教会にも似たような魔法を使う方がいますが、龍を使い魔って……」

「そいつが伝えてきたのは、シャンがリューゲルにてネヴァンの手に落ち、身体と力の大半を失ったという事実。その証拠に、そいつは脚の龍骸装ドラグファクトをワシに寄越した」




　そこまで聞いて、リンはハッと顔を上げた。




「もしかして、さっき言ってた協力者って、その龍なの？」

「そういうことだ。詳細な素性は伏せていたが、そいつはシャンからの信頼の証としてワシのことを聞かされたらしい」

「でも、変じゃないですか？　シャンさんの身体を使って龍骸装ドラグファクトを作り上げたのは、その人なんですよね？」

「ネヴァンに弱みを握られ、やむにやまれず、と言っておった。龍としての誇りはないのかと、当時は詰ってやったものよ」




　シャッドはルナが持ってきた皿から魔獣の肉を刺した串を取り、大口を開けてかぶりつく。リンは自分たちの旅路にとって最も重要な部分を改めて確認した。




「結局のところ、リューゲルに向かうのは、シャンが私たちにネヴァンから自分の身体を取り戻させるためなのね？」

「ああ。憶測だが、念話で訴えたとあれば、どうあってもリューゲルには向かうつもりだろう。しかし……」




　炎越しに、ハイファはシャッドと目が合った。




「私が、どうかしたの？」

「いや、どうもせん。お前というより、そっちの二人だ」




　シャッドの大きな古傷の走る顔が、リンとエルトに向けられる。




「ハイファは仕方ないが、お前たちはただの人間だ。元はと言えばワシら龍の問題。最後まで付き合う必要など――」

「降りろっていうなら聞かないわよ」




　シャッドの言葉を遮って、リンは断言した。




「約束したの。私たちはずっと一緒よ。龍だかなんだか知らないけど、こんなのサクッと解決して旅を続けるわ。ハイファには、まだまだ見せたい景色がたくさんあるんだから！」




　エルトも力強く頷いてリンに続く。




「僕もリンさんと同じです。ここで投げ出すようなことはしませんよ！」




　二人の言葉に、シャッドはアレンと初めて会った時にぶつけられたのとは性質が異なる、『人間』の持つ意志の強さを見た。




「……面白いな。現代の人間という生き物は」




　ハイファは焚火によるものではない、胸に広がる心地よい温かさを感じた。




「リン、エルト、ありがとう。とっても嬉しい」




　感謝を口にするハイファに、リンとエルトは笑うのだった。













４―２３　惑う心




　食事を終えたハイファたちは、休息のために龍の魔峰の一角へ案内された。

　かつての龍の寝室だったというルナの説明の通り、荷台を引くペックが一緒に入っても何ら問題がない広さで、天井の岩盤に含まれた魔石の小さな光が、昼夜ちゅうやの概念のない異空間の洞窟に星の瞬く夜にも似た空間を作り出している。




「………………」




　しかし、ハイファはそこにはいなかった。

　一度はリンやエルトと共に寝入ったが、すぐに目が覚めてしまい、なぜか寝付くことができなかった。

　ぼんやりと目を開けていても、ネヴァンやシャン、そして自分の記憶など、様々なことを考えてしまい余計に眠れない。

　なによりアレンとシィクが気がかりだった。

　かつての自分がそうだったように、目を覚まして知らない場所にいたら、混乱してしまうのではないか。

　そう思うと、気になってしまった。




「ここだ……」




　大した距離はなく、魔獣も現れなかったため、すぐに扉の前にたどり着いた。

　眠っているならそれでいい。ただ、一目見ておきたい。

　ハイファは静かに扉を開け、顔を覗かせた。




　照明代わりの魔石の光が、ベッドから身を起こしたシィクを照らしている。




「……あら？」




　こちらに気づいたシィクと目が合った。失ったドレスの代わりに、リンが持っていた衣服を身に包んでいる。




「あなた、ここの子？」




　戦っていた時からは想像ができない穏やか顔になぜか胸が苦しくなったハイファは、無言のままその場から立ち去ろうとした。




「ああ、待って！」




　扉を閉めようとしたところを、シィクが引き留める。




「話し相手になってくれないかしら？　少しでいいの。ね？」




　手招てまねきされ、ハイファはおずおずとシィクの前に足を運んだ。




「あなた、お名前は？」

「ハ、ハイファ……。身体の具合は、どう？」

「平気よ。なんともないわ。だけど……」




　シィクが困ったように笑う。




「うまく、思い出せないの」

「え……」

「自分がどこの誰なのか、どうしてここにいるのか。そのあたりが、霧がかかったみたいにね」




　顔を蒼白とさせるハイファに、シィクは「でもね」と続けた。




「この人……アレンのことは覚えていたわ」




　隣のベッドで眠る青年に、二人の視線が動く。




「アレンが私のことを『シィク』って呼んでいたのを覚えてる。だから私は、私がシィクだってわかったの。アレンと過ごした日々のことも、少しだけど覚えているわ」




　シィクはベッドの縁ふちに動き、細い指でアレンの頬を撫でた。




「この人は、私の大切な人。そうなのよね？」




　尋ねられて、ハイファは自分でも驚くほど力強く答えた。




「あなたのことをとっても、とっても大切に思ってた。今も、絶対にっ」




　ハイファの返事に、シィクがはにかむ。




「ふふ、よかった。記憶の中よりも痩せてるのが少し気になるけれど、それを聞けて安心したわ」




　アレンを見つめるシィクの表情が、とても美しく思えた。

　それだけのはずだったのに。




「……ごめんなさい」




　ハイファの口をついて出たのは、そんな謝罪の言葉だった。




「え？」

「ごめん、なさい。私の、せいで……！」




　けれど、ハイファ自身、その言葉の意味がわかっていなかった。




「ううん、私じゃない……違う、私が、私たちがっ、私たちって……？」




　頭の中に言葉が浮かんでは消えて、考えがまとまらない。




「なんで、私、どうして……！　あ、あぁ……！」




　目の前で追い詰められた顔で頭を抱える少女に、シィクは記憶の有無に関係なく、やるべきだと思えた行動に出た。




「大丈夫」




　震えるハイファの背中に手を回し、抱きしめる。




「誰も恨んでなんてないわ。アレンと一緒にいる。それが今の私にとっての全部なの」




　シィクの声と感じた鼓動に、ハイファの頭の中で渦巻いていた混乱が消えていく。




「あなたが私たちを助けてくれたのよね。――ありがとう」




　頭を撫でる手にも、命の温もりがあった。

　このままでは声を上げて泣いてしまう。そう直感したハイファはそっとシィクの腕を抜け出し、ベッドから離れた。




「ひ、人を呼んでくるねっ。あなたとアレンを助けたの、私だけじゃないから……！」




　小走りで部屋を飛び出し、閉じた扉に背中を預けて長い息を吐く。




「さっきの、なんだったんだろう……」




　リンにされたときに感じる安らぎとは、少し違う。

　だが、その正体がわからない。あの止めどない罪悪感はなんだったのか。

　同時に感じていた腕の熱との関係も、ハイファは答えを見出すことができなかった。




「そうだ、みんなを呼ばなくちゃ……！」




　やるべきことを思い出し、ハイファはリンたちのもとへと駆け戻っていく。




「………………」




　その背中を見つめるシャンには、ついぞ気づくことはなかった。













４―２４　復讐の果て




「あ……？」




　ゆっくりと瞼を開く感覚に、自分でも驚いた。




「……俺……生きて……？」




　思考は一瞬のうちに明瞭になり、アレンは身体を跳ね起こす。




「うーん……むにゃむにゃ……」

「すぅ……すぅ……」

「くー……くー……」




　すぐにリン、ハイファ、エルトの三人を見つけた。一枚の毛布の中で、壁際に寄り添って眠っている。




「お前ら……」




　大腿部だいたいぶから失われた脚と三人の様子におおよその事情を察し、小さく笑う。




「借りが、出来ちまったな……」

「――アレン」




　全身に電撃にも似た衝撃が走った。静かに、振り返る。




「シィ……ク？」




　ベッドの上で微笑みかけるその顔は、間違いなく、己の愛した女性だった。




「シィク……シィク……ッ！」




　身を乗り出そうとして、つんのめる。両脚を失ったことで、身体を動かすことにも支障が生まれていた。




「大丈夫？　ゆっくり呼吸して？」




　支えてくれた腕が、語りかける声が、シィクの存在を伝える。

　それでも、すぐには信じられなかった。




「あ、あ、シィク……本当に、シィクなのか……？　夢じゃ、ないんだよな？」

「ええ。あなたも私も、ちゃんと生きてるわ」




　シィクがハイファたちに目線を投げる。




「ただ……私、記憶があやふやなの。きっと、憶えてないことの方が多いわ……」

「記憶が……？」

「だから、その子たちとルナって子に聞いてみたの。あなたが、どんな人なのか」




　アレンの心に、不安が広がっていく。




「……どう、だった？」




　どんな答えも受け入れると覚悟を決め、問いかけた。




「顔が怖くて、荒っぽくて、不器用で、あんまり人の話を聞かなくて」

「う……」

「でも、強くて、優しくて、勇気があって、誰かのために頑張れる――」




　恐る恐る見たシィクの顔は、笑っていた。




「私が、覚えている通りの人だった」

「……っ！」




　その言葉を聞いた瞬間、アレンの目から大粒の涙が溢れ出す。




「シィク、ごめん……！　ごめんな……っ！」

「アレン？　ちょっと、どうしたの？」

「俺はお前を助けられなかった！　何があってもお前を守るって誓ったのに！　俺は、俺はやっぱり……！」




　シィクの身体から、自分の身体を離す。




「お前に相応しい男じゃない！　俺は、お前を不幸にしか、できない……！」

「……それは違うわ。アレン」




　シィクは、震えるアレンの手を取り、温かく抱擁した。




「記憶に穴が開いていても、私はあなたと一緒にいられることが、心から嬉しいの。そんな私が、不幸せだと思う？」

「でも、俺は、お前にこんな……！」




　涙で顔をぐしゃぐしゃにしたアレンに、シィクは慈愛に満ちた微笑で言葉を重ねる。




「これからは私たち、ずっと一緒にいられるわ。だから、失った以上の思い出を、一緒に、たくさん作りましょう」

「……許して、くれるのか？」

「許すも何もないわ。けど……そうね。それじゃあ、ひとつだけ」




　シィクの両手がアレンの頬に添えられ、涙を拭う。




「アレン、愛してる」




　そして、二人の影がひとつになった。

　アレンは、この瞬間を噛み締めるように、そっと目を閉じる。

　この時が永遠に続けばと、そんな淡く切なる願いと共に。

　やがて、二人の影はそっと離れた。




「あんまり長くやっていると、その子たちが起きちゃうわ。というか、もう起きてるわね。ほら」




　眠っているはずの三人は、口の端が震えていたり、額に汗を滲ませていたり、耳まで顔を真っ赤にしたりしている。




「う、うーん……むにゃむにゃ……！」

「す、すぅ……すぅ……！」

「く、くー……くー……！」




　しかも、まだ眠ったフリを敢行していた。




「三人とも、気を遣ってくれてありがとう。もういいわよ」




　笑いをこらえるシィクが呼びかける。同時に、三人の目が開いた。




「いやぁ、お邪魔するつもりはなかったんだけど……。シィク、大胆ね！」

「み、みんなでアレンが起きるのを待ってて、でも、眠くなっちゃって……！」

「見てません！　見てませんよ！　音だけでしたから！」




　口々に言い訳めいたことを言う三人。




「ったく、しょうがないやつらだぜ……」




　アレンは顔を伏せて、まだ目尻に残っていた涙をごしごしと擦り落とす。




「でも、お前らがいたから、上手くいったようなもんだしな」




　その声音はどこまでも優しい。そして、アレンはシィクの肩を抱き、自分の方に引き寄せた。




「紹介するよ。俺の最愛の人。妻のシィクだ」

「……ふふっ。ええ、シィクです。夫がお世話になりました」




　なんのことはないただの挨拶。だが、その言葉に秘められた大きな喜びを理解し、ハイファたちは穏やかに微笑むのだった。













４―２５　新たな同行者




　アレンとシィクが目覚めてから三日。

　ハイファたちは出発の時を迎えていた。




「短い間だったけど、お世話になったわ。シャッドさん」

「なに、巻き込んだ責任もある。気にするな」




　初めて会った広間で、リンはシャッドと別れの挨拶を交わす。ハイファとエルト、そしてシャンはすでに荷台に乗っていた。




「シィクさん、アレンさんをお願いします」

「もちろんよ。こっちは任せて」




　シャッドの隣に立つシィクがエルトに頷く。すぐに自力で歩けるまでに回復したシィクは、両脚を失ったアレンの身の回りの世話をすることを強く望んだ。




「アレンのやってくれたことには及ばないけど、今度は私がアレンを助ける番よ」




　固い決意を口にするシィク。

　当のアレンはここにはいない。部屋で身体を休めているが、ハイファたちはすでにアレンとの挨拶は済ませていた。

　ハイファは荷台から身を乗り出し、シィクに声をかける。




「アレンに伝えてほしいの。ありがとうって、また会おうねって」

「必ず伝えるわ。だから、ハイファちゃんも頑張ってね」

「うん……！」

「リンとエルトくんも、また会えるのを楽しみにしてるから」

「ええ。二人のなれそめとか、結局ちゃんと聞けてないし。あげた服のお代は、二人の恋バナをいっぱい聞かせてもらうってことで手打ちにするわ」

「シィクさんも、お身体を大切にしてくださいね」




　年も近く、アレンという共通の話題もあり、シィクとハイファたちはすぐに打ち解けた。アレンとシィクの衣服も、リンが売り物の中から譲ったものだ。




「そういえば、ルナは？　あの子にも挨拶しておきたかったんだけど」




　リンは先ほどから姿が見えないメイドのことも気になっていた。




「わたくしなら、こちらに」




　返事はすぐに、上から降ってきた。




「上？」




　声のした方を見やる。翼を広げ、こちらへ飛ぶルナの姿があった。




「まさか、飛んでくるとは思わなかったわ……」

「驚かせてすみません。しばらく留守にするので、念入りに掃除をしておりました」

「留守？」




　リンは翼を消し人間と変わらない見た目に戻ったルナに首をかしげる。

　ルナはそんなリンと向かい合った。




「わたくしも、みなさまとご一緒にリューゲルへ向かいます」

「えっ!?」




　突然の宣言に、リンだけでなくハイファとエルトも目が丸くなる。リンが説明を求める眼差しを向けると、シャッドは表情を変えることなく淡々と応じた。




「お前たち人間だけを働かせるわけにはいかん。それにネヴァンがどんな罠を張っているかもわからんからな。本当はワシが出向いてやりたいところだが、ここを管理する必要がある。ルナ、任せたぞ」

「はい。身命を賭して臨む覚悟です。リンさま、どうぞよろしくお願いします」

「心強いわ。こちらこそお願いね」




　ルナは同行を受け入れたリンに一礼し、ハイファとエルトにも手を振った。




「……さて、では行くぞ」




　シャッドの指が鳴る。空間の転移が、始まらなかった。




「何も……起きない？」




「シャッドさま？」

「む……」




　シャッドに視線が集まる中で、シィクはひとり、中空を指さした。




「ねえ、あれはなにかしら」




　シィクが指で示すそこには、空間の捻じれが生じていた。




「え、なにあれ。グニャグニャしてるわ」

「もしや、またネヴァンが!?」




　ルナが身構えるが、シャッドはしたり顔で笑った。




「なるほど。そういうことか」




　捻じれに近づいたシャッドは、なんの躊躇もなくその捻じれに腕を押し入れる。




「おおぉぉぉ……っ！」




　そのまま強引に広げられるようにして、捻じれが引き裂かれた。

　広がった歪みは穴となり、穴の奥に森林の風景を見せる。




「どうやら、置いた石像に何かあったらしい。いつものような転移はできん」

「これも、ネヴァンが関係してるの？」




　ハイファの問いに、シャッドは龍化した腕から魔力を放出させながら肯定した。




「おそらくな。そう長く維持はできん。行けっ！」

「わかったわ！　ルナも荷台に！　ペック、お願い！」




　ペックに飛び乗ったリンは、ルナが荷台に入るのと同時に握った手綱を振るう。

　甲高く鳴いたペックが走り出し、荷台の車輪も勢いよく回転を始める。

　亜空間を駆ける荷台で、ハイファは後方を振り返った。

　徐々に小さくなっていく穴の奥に、大きく手を振るシィクがいる。




「きっと戻ってきてね！　アレンと待ってるから！」




　手を振り返したハイファは改めて前方を見やった。

　極彩色の空間の向こうにある森は、木漏れ日が煌めくが少し不気味だ。




「もうすぐ外よ！　何が起きるかわからないから、気を付けて！」




　リンの声が弾け、エルトが表情を強張らせる。

　しかし、ハイファの心に恐れはない。

　大切な人が近くにいる。それだけで胸の奥から熱が湧いてくるのだ。




「みんな、行こう！」




　ハイファたちは眩まばゆい光を突き抜けて、最さい果はての地へと飛び込むのだった。










繋がる心、深まる絆




　宣教師ルガインの襲撃から数刻。飲食店が並ぶペレタの南側の区画は、いつも以上の賑わいを見せていた。

　比較的に被害が少なかったこの区画に、被害に遭った住民とそうでない住民が集まり、互いの無事を喜びあったり、情報交換を行ったりしているためだ。

　そして、ペレタの街で一番大きな酒場では……。




「んぐ、んぐ……ぷっは～！　キくわぁ～！」




　リンが歓喜の声をあげていた。




「リンさん、あの、飲み過ぎでは？」




　両手で果実水の入った器を持つエルトは、引きつった笑顔を作るほかない。もうこれで何杯目なのかわからない量をリンは飲んでいるのだ。




「らいじょぶよぉ。なんかねぇ、いつも以上に飲めちゃうのぉ。なんでかしらぁ」




　すっかり上機嫌なリンは、がばっと勢いよく立ち上がった。




「そうよ！　きっと毒が消えたからだわ！　すいませーん！　おかわりぃー！」

「復調したばかりで、無理しないでくださいよ。ああ、ほら、フラフラじゃないですか」




　転びそうになるリンを支えるエルトは、司教の装束のままでいる。

　昼間助けた中にこの酒場の主人がいて、礼代わりにと招かれたため、変装の必要がなかったのだ。

　だからと言って、役回りが変わるわけではないが。




「えへへー、ありがとー。あとで酔い覚ましの魔法もかけてくれると嬉しいかもー」

「ありませんよ、そんな都合のいい魔法。次はお水にしてください」




　きっぱりと言ったエルトは、ハイファの姿を探した。

　飲み物を取りに行ってからしばらく経つが、まだ戻ってきていない。

　アレンについても「便所」と席を立ってからのことがわからない。




「二人とも、大丈夫かな……。でも、酒場で迷子ってことはないか」




　そう考え、エルトはリンを連れて水を貰いに向かった。

　当のハイファはというと……。




「教えて！　あなたの使う魔法のこと！」

「格好良かったです！　あんなの見たことありません！」

「え、えっと……」




　飲み物を受け取って戻る途中、若い女二人に呼びかけられ、気づけば同じテーブルを囲まされていた。

　片や茶色い巻き毛にとんがり帽子、片や長い黒髪に眼帯という奇妙な格好。

　聞けば、二人は旅の魔法使いで、ハイファが龍骸装で飛来する瓦礫を破壊する様子を目撃していたのだという。




「あんな風に身体を変化させて、あんな魔力弾まで撃つなんて！　私、シビれちゃった！　あ、お肉食べる？」

「見たことない魔法でした！　ぜひ、どこで学んだのか教えていただきたく！　こちらの煮物もどうぞ！」

「あ、あわわ……！」




　ハイファは差し出される料理にすら恐縮しきりで、背筋がこれ以上ないほどにピンと張り詰めている。

　ハイファの人見知りが炸裂しているのもあるが、二人が向ける期待の眼差が、腕の力についてハイファ自身もよくわかっていないと告げることを躊躇わせた。




「これは、その、あの……！」




　どうにか上手い言い訳を考えようとする。しかし、まったく思い浮かばない。




「ちょっと強引なのはごめんね！　でも私たち、強くなりたいの！」

「強くなって、いっぱい稼げるようになって、故郷の家族に良い暮らしをさせたいんです！」




　しかも彼女たちにはそれなりに上等な理由があるらしい。それがハイファを余計に困らせる。




「えっと、だから、えっと……！　う、あううぅ……」




　爆発寸前の思考が『逃亡』を選択しようとした一秒前。




「悪いな。そいつは教えられない決まりなんだ」




　不意に飛んできた声に、ハイファと二人組は顔を上げた。




「アレン……」




　壁の陰から現れたアレンが、ハイファの肩に手を回す。




「こいつの腕と俺の脚は特別でな。確かに肉体を強化する魔法の一種だが、そんじょそこらのとは違う」

「特別？」

「ああ。俺たちの力はそりゃもう血反吐を吐くような厳しい修行の末にようやく手に入れた力さ」

「ごくり……具体的にはどのような？」

「おいおい、教えられないって言ったろ？」

「そこをなんとか！」

「参ったなぁ。強情な嬢ちゃんたちだ」




　食いつく二人に、わざとらしく考えるような仕草をするアレン。彼の腕の中に納まるハイファは成り行きを見守ることにする。




「どうしてもっていうなら、そうだな……」




　すぅ、とアレンの表情が一気に鋭くなった。




「一番大事なもの、棄てる覚悟はあるか？」

「えっ……」

「一番大事なもの……？」

「ああ。嬢ちゃんたちなら……そう、故郷の家族だな。それが、この魔法を手に入れる最初の一歩だぜ」

「そ、そんなの困るよっ！」

「そうです！　私たちは、家族のために頑張ってるんです！」




　真剣な反論に、アレンは大口を開けて笑った。




「ならやっぱり無理だな。悪いことは言わねぇ。これまで通り地道にコツコツやっていけばいい。その方が嬢ちゃんたちの性に合ってるよ。行くぞハイファ」

「う、うん……」




　アレンに促され、そのままテーブルを離れる。

　ちらと振り返ると、やや憮然とした眼差しを向ける二人がいた。

　自分たちのテーブルまで戻ると、アレンは椅子に乱暴に座った。




「まったく、この街の連中は良くも悪くも距離が近いな。変なことされなかったか？」

「大丈夫だよ。あ、ありがとう」

「別にどうってことねぇよ。俺も、お前らに会うまで似たようなことが何度かあった。で、大体こういう感じで乗り切ってる」

「じゃあ、今の、嘘なの？」




　アレンはくつくつと喉を鳴らした。




「当たり前だろ。素直なやつだな、お前」




　それきり、二人の間に沈黙が流れる。

　賑やかな酒場のはずなのに、世界が分断されているかのように静かだ。




「………………」




　ハイファは何度か視線を左右に振り、思い切って顔を上げた。




「アレン、あの、私の腕のこと――」




　だが、アレンはハイファの顔の前で人さし指を立てて遮る。




「気持ちはわかるが、今日のところは難しい話はやめようぜ。それに、リンたちもいた方がいいだろ？　今はどこか行っちまってるけどな」

「そっ、そうだね。うん。わかった……！」




　見透かされていたのが少し気恥ずかしくて、ハイファは赤い顔を俯かせた。

　再びの沈黙。しかし、すぐにそれは終わる。




「正直、こんなに早く立ち直るとは思わなかった」




　手の中の器に目線を落とし、アレンがぽつりとつぶやいた。




「少し前までこの世の終わりみたいな顔をしてたくせに、蓋を開けてみればこうして街ひとつ守ってみせやがった。どういう心境の変化だ？」




　ハイファは、その問いかけに答える口元を緩ませた。




「リンがね、叱ってくれるって」




　酒を飲むアレンの目が、ハイファに動く。




「私がこの腕で悪いことをしたら、ちゃんと叱ってくれるって、そう言ってくれたの」




　アレンはテーブルに器を置き、ハイファの話を聞く姿勢をとった。




「私が、この力を正しいことに使いたいと思える私なら、きっと大丈夫だって」




　言いながら、ハイファは自身の右頬に触れる。




「薬を飲む前で、自分だって苦しかったはずなのに、リンは私のために必死になってくれた……。とっても、嬉しかったよ」




　思い出すように目を伏せ、「だからね」とハイファはアレンを見つめた。




「私、もう一度頑張ろうって思えたの。なかったことにはできなくても、これ以上、悲しいことが起きないようにはできると思うから」

「……そうか」




　アレンは短く言うと、ずい、と自分の酒の器をハイファに近づけた。

　突然のことに、ハイファは目を丸くする。




「な、なに？」

「乾杯だよ。ほら」




　急かされて、ハイファは言われるがまま自分の果実水の器を差し出す。

　木製の器同士が、コツ、と小さな音を立てる。

　アレンは器の中の酒を一気に飲み下し、器をテーブルに置いた。




「その様子なら、もう心配はいらないな」




　立ち上がったアレンは、出口の方に向かっていく。




「アレン？　どこ行くの？」

「宿に戻って寝る。流石に疲れたからな。お前もちゃんと寝るんだぞ。明日は壁の修理、朝から手伝うんだろ？」

「う、うん。おやすみなさい。……あっ、待ってアレン！」




　立ち去りかけた背中が、ぴたと止まった。




「街を守ったのは、私だけじゃない。一緒だよ。アレンも、エルトも」




　穏やかな表情のアレンは、軽く上げた手を二、三度振って酒場から出て行く。

　ハイファはその背中が見えなくなるまで目で追った。

　思えば、初めて会った時も、アレンは泣いている自分を励ましてくれた。リンが倒れた時、そばにいるように言ってくれたのも彼だった。




「アレン、ありがとう」




　出会ったばかりだが、ハイファはアレンとの距離が縮まったような気がして、じんと胸が温かくなるのを感じた。




「あ～！　ハイファったらこんなところにいたぁ～！」




　横合いから、芯の定まらない声が飛んできた。

　顔を上気させたリンが、エルトと一緒に戻ってくる。




「リンさん……！　絞まってます絞まってます……！」




　リンの腕がエルトの肩ではなく首に周っており、エルトは若干ぐったりしていた。




「りっ、リン？　おかえりなさい」

「うん、たらいま～。さ～、まだまだ飲むわよ～」

「けほけほっ！　まったく……。水を貰いに行ってなんでお酒飲んじゃうんですか！」




　解放されたエルトは首をさすりながらリンに抗議する。しかしリンはまったく気にする様子はなく、きょろきょろと周囲を見渡す。




「あら～？　アレンは～？　いないじゃないの～」

「うん。疲れたから先に戻って寝るって」

「あらま～、そうなのね～」

「逃げましたねアレンさん……！」




　残念そうにするリンと、わなわな震えるエルト。

　ハイファはそんな二人の様子がおかしくて、つい吹き出してしまう。




「あ～、ハイファが笑った～。か～わ～い～い～」




　頬を指でついてくるリンに、ハイファはくすぐったさに笑いながら身を捻る。

　ハイファに身体を寄せたリンは器を高く上げた。




「よ～し、じゃあ帰っちゃったアレンの分も、三人で飲みましょ～！」

「まだ飲むんですか？　外にいるペックにまた避けられちゃいますよ？　店から宿までは結構ありますし、リンさんフラフラですし」

「大丈夫だよ、エルト」




　返事をしたのはリンではなくハイファだった。




「もしものときは、みんなまとめて私が運んであげるから！」

「えっ」




　ハイファの提案にエルトが鼻白む。




「いいわねそれ！　なんだか面白そう！」

「えっ!?」




　よくわかっていないであろうリンまで同調してきた。




「ぴょんぴょんって、屋根を飛び移るの。そしたら宿屋さんにもすぐに戻れるよ。エルトもやったよね」

「は、はい。それはもうすごい体験でした。ただ、できれば、日に何度もというのはちょっと、あはは……」




　落下時の臓腑が浮かぶ感覚を思い出し、エルトは青い顔になる。しかし努めて笑顔を維持した。




「とっ、ともあれ！　ともあれです！　リンさんとハイファさんが元気になってくれて、本当によかったです」

「おかげさまでね～、二人とも本当にありがとう～。いないけどアレンも～」

「うん。私も、もう大丈夫」




　頷いたハイファが、果実水の入った器を上げる。




「私、これからも頑張るね。みんなと一緒に」




　リンとエルトも互いに目配せして、ハイファに続く。




「ええ。みんなで」

「はい。みんなで」




　三つの器が触れ合う。

　少女の成長を通じ、仲間たちの絆はより深く、そして強くなるのだった。













あとがき




〈本文担当　桐藤リゲン〉

　お久しぶりです！　桐藤リゲンです！

　『ドラグファクト・サガ』第二巻を無事みなさまにお届けできました！

　ハイファのメンタル回復を物語に深く食い込ませたかったので、時間はかかってしまいましたが、七転八倒しながら、やっとこさ、成しました……！

　第一巻のラストを経てハイファが負った心の傷は、龍骸装が使用不能になるというかたちで表れます。守りたいと思う意志より、大切な人たちを傷つけることへの怖れが勝ったんですね。

　結果、ハイファが望まない事態になり、目覚めたリンにあの態度をとります。ヤケになったのではなく、ハイファなりの葛藤がありました。眠るリンの前で、ずっと考えていたんです。

　リンもそれがわかっているので、余計にたまらなくなったのでしょう。ですが、あの痛みがハイファを成長させるトリガーになりました。

　シャンもハイファの成長を感じ取っています。それが、ハイファの信じる人間の言葉も『聞く』ことにつながりました。あくまで聞くだけなので、その後の行動はシャン自身に委ねられます。エルトたちのもとに着いて早々あんな場面に出くわして、驚いたかもしれませんね。

　今回の物語の中心に立つアレンは、自分の目的のために突き進む男です。彼の復讐の炎は、幸せを壊した【彼女】だけでなく、幸せを守れなかった自分も対象に燃え上がります。良くも悪くも真っ直ぐなんです。彼の物語もどこかで書きたいですね。

　ここからは御礼の言葉です。

　こうして第二巻を世に出すことができたのも、応援してくれる読者の皆様と、サポートしてくださったミスリル文庫の方々のおかげでございます！

　そして、私の妄想を素敵イラストに変換してくれたイセモリリュウヤには限りない感謝を！

　物語はクライマックス突入です！　これからも応援のほど、よろしくお願いいたします！




〈イラスト担当　イセモリリュウヤ〉

　ご購読いただきありがとうございます。ついに出ました第二巻。

　みなさまいかがだったでしょうか。本編を楽しんでいただいた方に、少しでも世界を彩れるイラストをお届けできたら幸いです。

　今回も、お世話になったか各方面へ謝辞を。

　私をここまで連れてきてくれた桐藤リゲン、機会をくださったミスリル文庫の方々にこの場を借りて感謝いたします。（おまけの立ち絵集もデザインをやっていただけてめちゃめちゃ助かりました……！）

　そして何より、手に取ってくださった読者の皆様、ありがとうございました。

　ここから少し裏話です。

　表紙やおまけの立ち絵をご覧になった方は、もしかすると「絵のタッチが違うかも？」と思ったのではないでしょうか。

　実は第一巻の表紙を手掛けたのは結構昔のことでして、第二巻の表紙はほぼ同時期に描いたものを加筆したものになっています。

　加筆に思い至った理由は、私の絵柄が変化したことと、登場人物をもっとかっこよく、可愛く、美しく描きたかった、になります。

　元々新規イラストを描かせてもらっていたので、読者様ももちろん、関係者の方々も大変お待たせすることになってしまい……申し訳ないっ！

　この行為に意味があったと思ってもらえることを切に祈ります。

　物語はついに核心部分へ向かい、残すところあとわずか。

　ぜひ最後までお付き合いください。

　以上、イセモリリュウヤでした。










ドラグファクト・サガ　～残酷で優しいこの世界で異形の力を得た奴隷少女は、二度目の人生で自分を甦らせた邪教と戦う～《２》
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